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明治十一年（一八七八）八月九日（金曜日）の昼下りのことである。二十日ばかり、おだやかな太平洋を航したのち、ついにこの日、横浜に入
シティ・オブｏペキン
（１）
港
し
た
外
国
船
が
あ
っ
た
。
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
メ
イ
ル
社
所
属
の
蒸
気
船
「
北
京
市
」
号
（
五
○
六
九
ト
ン
）
で
あ
る
。
この船には、大勢の中国人にまじって、西洋人の姿もあった。船客の中で人目をひいたのは、若い妻を伴ったアメリカ青年である。この夫婦の
身のこなしは上品である。夏服を着ている。夫は背が高く、体はたくましい。目鼻立ちのととのった顔は、や、青白いほうか。
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１
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邦語「社会」と「社会学」
社
会
学
と
は
い
か
な
る
学
問
か
日
本
社
会
学
の
始
祖
ｌ
西
周
日
本
に
お
け
る
社
会
学
移
入
の
淵
源
邦
語
「
社
会
」
と
「
社
会
学
」
の
起
源
西
周
と
社
会
学
西
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学
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の
洋
学
事
始
め
宮
永
孝
１９０（１）
西洋哲学もそうであるが、日本の社会学もわが国士に自然発生的に誕生したものではない。ヨーロッパで生まれたものを移植し、それが根づい
（４）
て今日に至っているのだ。ヨーロッパやアメリカの社会学の機械的輸入に基づいている、とはっきり一一一一口い切った学者もいる。
つまり社会学は〃輸入学問〃だというのである。ということは、まだまだ世界的レベルの研究は少ないということか。日本において社会学の研
究
が
は
じ
ま
り
、
や
が
て
そ
れ
が
発
展
し
、
こ
ん
に
ち
の
隆
盛
を
み
た
の
は
幕
末
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
その舶来の社会学が移植されてから、すでに一世紀以上も経過しているのに、どういう理由からか、日本における社会学の起源と沿革に関する
よい論文をみかけることはない。わたしは元日本大学教授・馬場明男の好書『社会学小史』（エルガ、昭和ｎ．６）の巻尾にみられる「日本社会学
（５）
研究文献」の中に、「体系的組織的な日本社会学史が上梓されないうちは、日本社〈室学史は貧困を続けるであろう」の一文に心を惹かれたので、
これまでにわが国で刊行された山のような社会学文献の中から関連文献を博捜してみたが、案に相違して、じっきい包括的な良い研究が少ないこ
本稿は、幕末から明治二十年代あたりまでの、日本における社会学の歴史的発展を跡づけたものである。日本や欧米を問わず、自国の社会学のし
ん
歴史について書かれた著述は、いまだにきわめて少ないようだ。西洋哲学に隣接している西洋社会学は、わが国では若い学問なのである。この新
と
き
ん
し
ょ
う
渡の学問が、わが国に伝わった歴史について叙述したものは僅少であり、その記述は部分的であったり、多少偏していたり、孫引き的であった
け
る
社
会
学
の
伝
来
に
つ
い
て
関
心
を
抱
く
に
至
っ
た
の
は
、
西
洋
哲
学
の
［
ところから、派生的にこの方面の研究に興味が向いたためである。
西
洋
哲
学
も
そ
う
で
あ
る
が
、
日
本
の
社
会
学
も
わ
が
国
士
に
自
然
発
生
坐
（６）
と子と知った。
りする場合が多い。
し
か
も
、
ど
れ
も
無
味
乾
操
な
記
述
で
終
っ
て
い
て
、
お
も
し
ろ
味
に
欠
い
て
い
る
。
学
術
論
文
と
は
、
得
て
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
わ
た
し
が
日
本
に
お
け
る
社
会
学
の
伝
来
に
つ
い
て
関
心
を
抱
く
に
至
っ
た
の
は
、
西
洋
哲
学
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て
の
研
究
に
端
を
発
し
て
い
る
。
社
会
学
が
明
治
思
想
史
の
一
要
素
で
あ
る
（２）
額はひろく、ほほ骨は張っている。一点、ひとの関心を引かずにおかなかったのは、その緑色のロロであった。
その若者は、神田一シ橋の東京大学文学部に、お雇い教師として新規に招聰されたエルネスト・フェノロサであった。夫婦は下船すると、その
（３）
日のうちに汽車で東京へむかい、宿舎がある〃カガヤシキ〃（旧前田家の加賀屋敷）内の一番館に旅装をといた。このフェノロサは、のちに大学
の講壇から、日本人にむかってはじめてスペンサー社会学を講じた最初のひとであった。
＊
2）１８９
社会学伝釆考
なる。 実証性のない研究は、空虚であるばかりか、何の学問的価値もないものである。自国の社会学史研究のようなものは、確固たる資料にのっとり
か
ん
か
書き進めるべき性格のものであるから、当然徴すべき社〈琴学文献は膨大である。その量を思うと気が遠くなる。わたしは閑暇のすべてを使い、う
あ
さ
し
よ
う
す暗い書庫に関連文献を漁り、ときに貴重書を紗し、すこしずつ原稿のます目をうめて行った。
この小論は、多くの先進学者の大小の業績に多くを負うている。しかし、かれらの所論の多くは、概してお雇い外国人フェノロサ以降の社会学
あ
ま
れ
から説き起しており、社〈室学の草分けである西周の影のうすいものである。西を無視したり、軽く触れてすませたりするのは、一つにはかれの
一一一一口辞（ことば使い）のむずかしき、難解な漢文で書かれたその一一一一口説を理解することの困難さに在るように思われる。
日本における社会学史に関して、まだまとまった研究が少ない現状にかんがみると、この小史が今後の日本社会学史の研究において、反省を促
す
よ
す
が
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
綿
密
な
考
察
や
表
現
力
、
資
料
不
足
か
ら
、
論
じ
て
も
詳
ら
か
な
ら
ず
、
舌
足
ら
ず
に
終
っ
た
箇
所
が
多
々
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
けたい、と思い、資料の収集に多少の困難を覚えたのは事実である。
が、幸い国立国会図書館や諸大学の付属図書館が所蔵する文献資料（論著、雑誌、新聞、論文等）をはじめ、原資料（欧文の珍しい文献、とく
に
明
治
期
刊
行
物
ｌ
多
く
は
貴
重
本
、
私
記
、
ノ
ー
ト
、
訳
書
の
類
）
に
ふ
れ
、
利
用
す
る
便
宜
を
得
た
お
か
げ
で
じ
っ
き
い
さ
し
た
る
困
難
も
な
く
、
仕
事
は
思
い
当
初
、
こ
の
小
史
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
不
便
と
困
難
を
と
も
な
う
こ
と
を
予
想
し
た
。
豊
富
な
資
料
に
接
し
う
る
機
会
と
、
そ
れ
を
利
用
す
る
便
宜
を
得
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
種
の
研
究
の
成
功
は
絶
対
に
お
ぼ
つ
か
な
い
こ
と
を
、
わ
た
し
は
過
去
の
体
験
か
ら
十
分
に
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
、
月
並
み
なことを書くわけにはゆかぬし、活字にする以上、新しい発見もなくてはならぬと考えたからである。先行研究をそのまま引用することを極力避
か
ん
げ
き
そこでわたしは、非力ではあるが、その間隙をうめるために、あえてその略史を叙することにした。わたしの腹案では、明治・大正・昭和の一二
い
つ
ば
ん
代に及ぶもの・を順を追って書きたいと思っている。したがって、本稿はその一斑にすぎないことをお断りしておく。
の
ほ
か
は
か
ど
っ
た
。
こ
の
史
的
大
観
の
断
章
が
、
社
会
学
の
日
本
伝
来
に
関
し
て
、
そ
こ
ば
く
の
知
識
と
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
す
れ
ば
、
筆
者
の
願
い
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
達
せ
ら
れ
た
こ
と
に
＊
188（３）
日本における社会学の沿革について語るとき、その渡来史から説きおこすのが常道である。しかし、西洋社会学がわが国に移植される以前、日
本の社会的な事象（人間社会の現象や生活）について、何らかの社会学的な見方や考察、社会論は存在したのであろうか。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
き
き
社会学出現の契機は、社会的変革期にある、といった見地から、記紀（古事記や日本書紀など、勅撰の史書）が、皇室を中心とする日本民族国
家の指導原理（｜君万民といった一体主義、皇室中心の歴史的事実の再現強化をいう）の書として、日本社会学の建設に大きな科学的な役割をも
っている、と立論した学者もいる（河合弘道『日本社会学原理』昭森社、昭和肥・１）。
また一方では、儒教的な思想の歴史のなかに、理論的な社会観の基礎となる考えがみられる、といった説を立てた学者がいる。
ほ
あ
し
ば
ん
り
漢学は人としての道や倫理を説くものであるが、帆足萬里（一七七八～一八五一一、幕末の儒者・蘭学者）の、王著『窮理通」（安政一一一年［一八一一一
六］の成稿、オランダの科学書からえた知識を包括的に述べたもの）は、大界・小界・地球・物理・発気・諸生の諸目に分れている。ここにオー
（
７
）
、
、
、
、
、
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
講
義
に
お
け
る
、
諸
現
象
生
起
の
順
序
Ｉ
科
学
の
順
序
と
の
一
致
が
み
ら
れ
る
、
と
い
う
（
蔵
内
數
太
「
幕
末
明
治
の
社
会
学
」
扉“纈罎鮴麸雛暦現代社会学の諸問題』所収、弘文堂、昭和別・１）。
邦語「社会」と「社会学」の起源。
日本社会学の発展をたどろうとするとき、まず「社会」とか「社会学」といった語の考証からはじめるのが穏当であろう。
われわれがふだん用いている「社会」といった言葉は、いまでは政治、経済と並んで日常的に使用されている。けれどこの語が初めてわが国で
使われたのは、明治初年のことであった。「社会」といった名称は、昔からわが国にあった言葉ではなく、明治維新前後に外国文化が移入される
に及んで、外国語（の。Ｑのご［英］》の。Ｑの芯［仏］》の①の①］］の冨洋［独］》の。口座の】庁［蘭］）から初めて邦訳した名称であった。
ソ
キ
エ
タ
ス
ヨーロッパにおける「社会」の観念は、すでにストア学派に誕生した。社会を意味するの。、」①己の（ラテン語）は、ギリシアの都市国家（ポリ
ス）に対立して、人間の団結体を意味した。セネカ（ローマのストア派の哲学者、政治家、キリスト紀元前四？～西暦六五）は、「神は人間に
ラ
テ
イ
オ
エ
ト
ソ
キ
エ
タ
ス
（８）
『理性と社会」『囚武・の〔の。Ｑの己のの一一つの贈物を賦与す」と述べている。
「社会」は、人間が集まって生活をする集団や世の中とか世間を意味する言葉である（岩波『国語辞典』）。いまわれわれが用いている「社会」
第
一
章
日
本
に
お
け
る
社
会
学
移
入
の
淵
源
4）１８７
社会学伝来考
が誕生するまで、この言葉と同義に解されていた昔からあった名称は、「世間」「世の中」である。
（９）
て
ん
じ
ゆ
こ
ぐ
ま
ん
だ
ら
し
ゅ
う
ち
よ
う
「世間」といった呼び名は、古くは「天壽国曼茶羅」（大和中｛呂寺が所蔵する繍帳）にある、聖徳太子の有名なる句「我大王所し生ロ、世間虚假唯
（、）
佛
是
新
」
（
わ
が
だ
い
お
う
つ
ぐ
る
と
こ
ろ
せ
け
ん
こ
け
に
し
て
た
だ
ほ
と
け
の
み
こ
れ
あ
ら
た
な
り
）
に
み
ら
れ
る
、
仏
教
教
学
上
の
名
称
で
あ
る
。
こ
の
「
世
間
」
と
い
う
語
は
、
そ
の
後
わ
が
国
に
お
い
て
し
だ
い
に
普
及
し
た
感
が
あ
る
が
、
安
土
桃
山
時
代
に
は
、
そ
の
代
用
語
と
し
て
〃
寄
り
合
い
〃
も
用
い
ら
れ
たようにも思える。一六○一一一年（慶長八）に長崎のイエズス会のコレジォで刷られた『日蘭辞書』（弓Ｂごきざ冒口邑空国鳥旨冒言少目○三・
口
三
つ
菫
）
に
は
、
富
国
・
言
伜
薑
薑
臺
豐
（
よ
り
あ
い
ｌ
会
合
す
る
こ
と
）
の
語
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
そ
し
て
江
戸
中
期
か
ら
明
治
前
期
に
か
け
て
「社会」を意味する各国語を訳すに当って、「世間」や「寄り合い」といったことばを捨てて、新しいことばを創ろうとした。識者は「社会」を意
味する外国語（とくにオランダ語、フランス語、英語）を訳す際にひじょうに苦心したのであるが、いま古い順に訳語の変遷をみてみよう。
ソ
サ
イ
テ
ヰ
ー
ナ
マ
マ
ジ
ワ
チ
の。Ｑの頁の…・……：・・…：……：…仲ヶ間交り。一致。
巴》屋＄）明治一一年
（こん、ねんごろ）
の。Ｑの〔の》｛・………………・…・・……仲間。懇・交り。（村上英俊「仏語明要）巻之四、達理堂蔵版、元治元年［’八六四］刊）。
（
せ
ん
だ
い
か
い
）
（
イ
ギ
リ
ス
人
・
ス
ウ
ェ
ル
ス
ウ
ェ
レ
ン
ス
〉
の。Ｑのロ》四…………・………・・……篭題会（英斯維爾士維廉士著『英華字彙」聖菖回信房香§ａｏミミの、二ｓｇ冒逗》松荘館翻刻蔵板、
（
へ
ノ
ー
ト
ス
ハ
ッ
プ
）
ま
じ
わ
あ
つ
ま
ぬのロ○・斤の、冨己…………・……：……交ル集ル（稲村一一一伯編の「蘭日辞典』（「ハルマ和解』または「江戸ハルマ』ともいう。寛政人年［一七九六］一一月刊、
二十冊本）。
り
ょ
う
は
ん
あ
ん
げ
り
あ
の。Ｑ①昼．…………・…………：…：侶伴ソウバン（侶伴とは〃なかま〃〃みちづれ〃の意。本木庄左衛門編『諮厄利亜語林大成』、文化十一年［一八一
四］六月完成、長崎本は四冊合綴。大槻文庫のものは、第十一冊目にこの語がみられる）。柳父章『翻語成立事情』岩
波書店、昭和五十七年刊を参照。
、のご・・庁のＯ宮ご・・・……………………寄合又集合（桂川甫周編「和蘭字彙」、安政五年［一八五八］五月完成、十七巻）。
の。ＱのＱ》｛・…・………………・……・仲ヶ問交り、一致（開成所編「英和対訳袖珍辞書』』、｛〕＆貝□胃註・言Ｓｍ｝一旦暮の』四〉畠｛薯§只亘）§§ドミ這負空文久一一
年［一八六二］江戸開板）。
八六九］ 六月完成、
店、昭和〒
又
集
〈
間交り、
一八六二］
（こん、ねん－
懇
い
か
い
）
（
イ
ギ
』ヘヱ（英
九］刊）。
マ
マ
ジ
ワ
（『和訳英辞書』』菖同員房雪｛ｇ§のの⑮□｝蔓・冒曾」言⑮昌冒勺円のの耳（の『国ご言】のの」。ご勺【ののの》の宮口晋‐
三八六九］刊）。
明
治
二
年
□
186（５
「社会」を意味するその他の邦訳語として、つぎのような例を掲げることができる。
Ｓ
プ
ス
チ
ー
ド
）
の。Ｑの【］》ロ・…………………………会、結社。（繩飾鯆椛蛎譜増「蝋英華字典』藤本氏蔵版』言団員房吾§ａｎミミの⑯□『ミミミビ》ご岳の閃のぐ．二・Ｆ・すの＆の耳
ごｇ］】のケの□ご］・司巳百・ｓ目○五Ｐ］函置》明治十七年［一八八四］刊）。
（シヤ）
、。Ｑの冥賂：：……：…・…………：社会。社（民衆の組合の意ｌ引用者）。会。仲間。組合。会友。（尺振八訳『繩英和字典」六合館蔵版、』曽回愚農冬
１
１
、
７
ｓ員冒・§§ロ骨言蒼三ごべ尋の凄のの旦冒ミミのニミミ房》耳の①穴の］の言ご宮Ｏ亘・（・ぬの岳のＲ三「二』団信冒冨言へ
□片斡ミミビ》ご弓］】召の□耳四百‐ぬｑ‐丙白ご目」の震》目○五Ｐ明治十七年［’八八四］刊）。
カ
ウ
サ
イ
シ
ャ
イ
ウ
ク
ワ
イ
シ
ャ
シ
ヤ
ク
ワ
イ
レ
ン
シ
ウ
ガ
ウ
ド
ウ
のｏＯ－の□……………………………交際。社友。会社。会。社会。連衆。合同。（文学士棚橋一郎訳『英和双解字典」丸善商社蔵版、』苫ロ繧四尋暮§曰
」恩§因めの□尽き言Ｓ邑旦罫、□眞雲臣后目、のご勺・鈩巨の言ｚ昌巨］》月日ロの］具の□耳目・目目四宮の臣・国・勺・三日ご囚伜
ｍｏＯ－の〔］．．：．：：．．・・・・・・・・・・・：．：・・・・・・
⑪。、】。］○ｍ『：．：：：：・・・：．：・・・：：：：
Ｉ－－－ｌｍ－の庁．：・・・・・・：・・・：：・・・：：．・・・．
ｍＱｇ§ｌ言舅圏百…社会学（「蝋植鵡エコフゲ蕊」ミニ薑薑三薑量冒薑薑二ｓ§、薑○三四三旨扁二二．
目。ごＰの目の巴の宮》］Ｃｓ・明治一一一十八年［’九○五］刊）。
の。Ｑの弓・……：……………………［集合］社会、世間。（何）社会。（殊に）。交際社会。交際界。人中。社交。交際。協会。（何々）会。
の。□のこ……………………………社会、会社、連衆、公衆、交際、合同、社友
の。Ｑ○一・巴…：…：…：……………社会学、交際学、世態学（櫻澤》士洲蜥準捌レーキ腓訳第一一版「鮒昨灯鐸艸１氏和訳字彙』東京一一一省堂版、こぎ旨ミオミ‐
＆貴負ｍａＤ片一弓曽ミビミ罫、□恒菖ｎ塁空這いミョ旨討旦冒ご」ｇ§、のｎｓロ（〉ミミミゴ冨両このＱご句・ヨ囚己口嗅・ロ
ロロの庁一四戸の四己閂ｏ亘ＨｏＢｍ目冨の三》団目、四戸口の三・三の急向９量。□・○【・の目の弓ａｑ陣○Ｐ目・丙『。》」函麗・明治一一十一年［’
………・………………：社会学。
………………・……・・…［名］社今
［一九二二］
ＣＣＢ己囚ご】・円○戸】Ｐ］霊、．
八八八］刊）。
社会学者。
三］刊）。
斎
藤
秀
三
郎
「
携
帯
英
和
辞
典
』
日
英
社
、
誉
ど
け
喜
忌
ミ
、
ミ
ミ
曾
巴
時
ミ
恩
§
§
□
片
言
曽
毫
》
大
正
十
一
年
注
．
（
）
内
の
ル
ビ
は
引
用
者
に
よ
る
。
6）１８５
社会学伝来考
め
、
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
これらの語のうち、とくに注意を要するのは、「会社」「交際」「世態」「社会」などの邦訳語である。このうち「社会」が他を制して勝利をおき
社会 世交
態｜祭
会社
社交
交交
態社
俗間、世俗、俗化
会
、
人
間
世
俗
、
衆
会合世交世間 社 党、
人
間
相
生
養
之
道 中
間
会
社
、
仲
間
封所、衆人結社
公社 人間
公
共
人
間
会
社
、
人
間
仲
間
公
会
、
人
間
公
会
風俗、民族
民
福
沢
諭
吉
、
加
藤
弘
之
、
塚
本
周
造
、
高
橋
達
郎
福沢諭吉、小幡篇二郎、井上哲次郎、東京大学
（ｕ）
福
地
源
一
郎
、
津
田
倦
、
、
水
峰
秀
樹
、
福
沢
諭
吉
、
西
周
、
外
山
正
一
、
東
京
大
学
福沢諭吉、福地源一郎、加藤弘之、西周、東京大学
福沢諭吉、永峰秀樹
森庵
有地
礼保
室
田
充
実
西
周
、
深
間
内
基
塚本周造
土
井
光
華
杉
亨
西
周
、
小
幡
甚
三
郎
津
田
真
一
郎
、
杉
亨
津
田
真
一
郎
神田孝平
中
村
敬
字
西
周
■１
184（７）
会社」と訳した。
と
あ
る
。
し
か
し
、
同
人
の
「
西
洋
事
情
巻
之
一
」
（
慶
応
二
年
）
に
み
ら
れ
る
〃
商
人
会
社
〃
あ
た
り
に
な
る
と
、
今
日
の
会
社
の
意
に
ち
か
い
。
（ｕ）
シ堂めつつ。
つぎに当時の識者がじっきいどのように社会の邦訳語を文章の中で用いているか、その具体例をみてみよう。
まず「会社」といった名称から見てみると、この語は、かならずしも今日われわれが用いている、商行為などを業とする社団法人を意味するの
ではなく、広義の学校、学会、銀行、国家、教会などをも表わした。
福沢諭吉の「慶應義塾之記」（慶応四年□八六八］四月）の中に、
中村敬字訳ミル原著「自由之利」（明治五年）の中で、いまでいうの。Ｑの□（社会）は〃会社〃と訳されている。「ソサイティ仲間会社」がそれ
である。また津田真一郎は、フィッセリング教授の講義「表記提綱」（明治七年［一八七四］）において、の。Ｑの己芹（蘭・〃社会“の意）を「人間ゆえ
のｏｎ】の庁旨の訳語としての「交際」といった名称は、明治初年に福沢諭吉、加藤弘之、中村敬字、塚本周辺らによって用いられた。福沢は「故に
ひ
ろ
ゆ
き
また加藤弘之訳ブルンチュリ箸「国法汎論」（明治五年稿、明治十一一年［一八七九］版）では、会社を国家や教会の意として用いていう②。
い
ま
こ
こ
は
じ
あ
い
と
も
せ
っ
さ
も
つ
ｃ
ほ
ん
（皿）
今安に会社を立て義塾を創め、同志諸子相共に講究切瑳－し、以て洋学に従事するや、事本と私にあらず（後略）
た
む
す
釘
も
う
に
す
な
わ
む
す
政治法制ノ為メニ結へル会社（［按］即チ国家ナリ）及上教導ノ為メニ結へル会社（［按］即チ教会ナリ）ナルー一個ノ会社
商
人
会
社
な
む
す
び
そ
の
こ
と
こ
れ
（皿）
西洋の風俗にて、大商売を為すに、一商人の力に及ばざれば、五人或いは十人、仲間を結て其事を士〈にす。之を商人会社と名づく。
(8)１８３
社会学伝来考
福地は〃社会〃なる語に、わざわざ〃ソサイチー〃とふりがなを付している。かれはその後も〃社会〃という語を論説の中でたびたび使用した。
たとえば「人民社会」（『東京日々新聞』同年９．羽付）や「文明社会」（同紙、同年ｎ．釦）がそれである。
り
ん
し
よ
う
箕作麟祥（’八四一ハー九七、明治期の啓蒙的官僚学者）は、明治八年十一月刊の訳述カスパル・ホフキンス原著『万国政体論」中外堂（原題は
二言§の一旦聾ミミ日菖時計量］雪山）の中で〃社会〃なる訳語を使っている。
ほ
う
お
も
む
（巧）
文明とは人間交際の次第に改、ソて良き方に赴く有様を形容したる語」（文明論之概略巻之一）という。塚本周造訳チェンバー原著「論理学」（明
（肥）
拾十一年［一八七八］）では、の。Ｑの□は「交際」、の。Ｑ○一・空は「交際学」と訳されているという。
「世態」なる邦語をはじめて使用したのは福沢諭吉であったようで、「文明論之概略」（明治八年［一八七五］）の中にこの語をみる。の。□のｑや
（Ⅳ）
の。Ｑ○一・ｍ『の訳語としての「世態」、「世態学」は、明治十年代東京大学文学部において採用された。
英語のの。Ｑの□をはじめて〃社会〃と訳した日本人はだれであったのか定かでないが、どうも福地源一郎（一八四一～一九○六、明治期のジャ
ーナリスト、『東京日々新聞』の主筆となり、政府擁護の筆をふるう）がその人であったようだ。『東京日々新聞』（第九○六号、明治８．１．皿
付）の論説の中に〃社会〃なる語が出てくる。
政
府
ノ
原
因
。
◎
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◎
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Ｃ
Ｏ
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Ｃ
Ｏ
◎
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◎
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。
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◎
。
。
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◎
第
四
節
社
会
二
於
ケ
ル
法
律
ノ
、
王
眼
ハ
此
人
ノ
彼
人
ヲ
害
セ
ン
ト
為
ス
心
二
出
テ
タ
ル
悪
業
ヲ
制
シ
且
シ
之
ヲ
罰
ス
ル
ニ
在
り
（
後
略
）
◎
。
。
。
。
。
。
。
◎
。
。
。
。
。
◎
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
◎
い
え
ど
。
ｏ
そ
く
せ
い
◎
。
。
。
。
。
。
◎
社
会
上
ノ
自
由
ト
ハ
公
益
ヲ
、
王
旨
ト
ス
ル
法
律
ノ
外
ハ
何
等
ノ
法
律
ト
錐
モ
其
束
制
ヲ
受
ケ
サ
ル
ヲ
云
う
（
巻
之
一
）
（前文略）
ミズ（後略）
よ
う
や
、
、
吾
曹
ハ
勉
強
ト
経
歴
ト
ノ
援
助
ヲ
以
一
丁
漸
ク
高
上
ナ
ル
社
会
ニ
加
ハ
ラ
ン
事
ヲ
祈
望
ス
こ
の
あ
た
か
此安宅君ハ
ソ
サ
イ
チ
ー
『
イ
Ⅲ
必一フズ完全ノ教育ヲ受ケ高上ナル社会ニ在ル君子タルヲ［ⅡⅡ］スルヲ得ルー付
わ
が
そ
う
せ
ん
け
ん
か
し
き
吾曹（われらの意ｌ引用者）力浅見寡識。／顧
注
・
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
182（９
明治十年前後から〃社会〃の訳語も定着した感があるが、その後この訳語が民間に広まって行った推移をみるために、明治期の雑誌記事や著訳
書
の
中
か
ら
社
会
に
関
連
し
た
語
を
ひ
ろ
う
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
てくる。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
永峰秀樹訳仏国ギゾー原著『欧羅巴文明史』（杢章閣、明治九年、原題は霞のミ］一旦Ｏミ』言ご曽冒吊冒員）の』⑭『』）の中にも、〃社会〃の語が出
人間社会……………………………「学芸志林第一巻』（明治、・１）
（ミル）
社会、社会所………・……・………・醗鯛柵醐氏原著「利学」（明ｎ．５）
社会、上等社会……………………「開成学校講義室発会演説』（明治、）。
野蛮社会……………………………畷蝿伽蝋輸鎮著「権理提綱『諌砺縊繍』（明治皿。、）
（スペンサー）
社会…・………………………・・……『学芸志林第一一一巻』（明治Ⅲ．、）
社会 社会、社会上、
人間社会、下等……………………「家庭叢談』（第四十二号、明治ｎ．１？）
上等社会、社会…．．…………・……「家庭叢談』（第十一一一号、明治９．ｍ）
社会、上等社会・・………………・…「家庭叢談」（第一一十八号、明治９・皿？）
が
い
む
ち
き
ょ
う
も
う
す
こ
ぷ
も
そ
の
さ
な
当時ノ市民ハ慨シテ無智兇猛ニシテ頗ル野蛮ノ状アルヲ以テ其管理更一フニ為シ難キアリ
な
お
お
う
じ
つ
す
み
。／失うヘキハ猶ホ往日豪族ノ中二住シタル市民ノ如ク次第二（後略）
し
ゆ
う
「ヒリップ」一一世ノ在位中二至ルマテノ中二仏国ノ大市邑（都市ｌ引用者）ハ
し
じ
ぎ
こ
れ
社会「フ結ビ市事ヲ議シテ之ヲ挙行スル（巻之一）
｝
」
報
」
し
」
是
ノ
如
キ
社
会
ノ
中
ニ
ハ
ひ
さ
久
シ
カ
ラ
ス
シ
テ
あ
ん
こ
人民，／安固
雑誌『家庭叢談」
（明治９．１０）
[東京大学「明治新聞雑誌文庫」蔵］
１０）１８１
社会学伝来考
社会学、社会………………………粥榊拳沖肌調遊ペンセル原著『社会学之原理第一巻』（明治肥・４）
社会学、社会
社会全体、全社会…………………睦桐獅炸豹桂肌諾著「社会学之原理』（明治肥・４）
文明社会、野蛮社会・…・……・……農学士菊池熊太郎著述「男女心理之区別』（明治別・１）
生物社会
社会学者、ソシヲロジー、
社会学、ソサィチー、社会、……文学士有賀長雄先生著『繩社会進化論全」（明治加・２）
人間社会、社会体制、
社
会
発
生
…
…
…
：
…
…
文
学
土
手
乍
賀
長
繍
薯
一
慧
遜
化
論
ｌ
》
村
族
社
会
社会、社会ノ百事百業・……・……・『学芸志林第十六巻」（明治旧・１）
社会：……………・……・…・・……。：柵馳舳繕『社会平権論完』第一一一版（明治ｕ・５）
州蛤惇附柵会ノ事・………：………加藤弘之「自由権之進化材料第一」（明治巧） （旧）
社会…・…………・…………・………有賀長雄「社会進化論』巻之一（明治砠・９）
日本社会…………………………．：『柵齢針六年盛衰記全』（明治Ⅳ・２）
社会古代社会…………：……文学士有賀長雄著「族制進化論ｌ社会学三巻』（明治Ⅳ・６）
村
族
社
会
社会、原人ノ社会…：…・…………「学芸志林第七巻」（明治Ⅲ・７）
文明ノ社会
社会…・・……・………………………壁鯛施螂鵡鎮著「権理提綱地』（明治ｎ．３）
ヲ
ヒ
シ
ァ
ル
レ
ギ
ュ
レ
ー
テ
ッ
ト
ソ
サ
イ
チ
ー
官整社会・・………・……鈴木義宗訳述「鮒麺代議政体論全』（明治ｎ．皿）
人間社会……：…………………・…鋳朴彫沙調原著『論理学』（明治ｕ・皿）
社会進歩、社会………・……・……・米国加聯迩か昨紙著綴鰍嚇初編一一」（明治ｎ．２）
社
会
生
活
社会の便益…………………………『農業雑誌』（第九十九号、明治Ⅲ・２）
川鍋〃魁鵬、社会．．…・……………錘鋸靴塾鐇癖「洲西先生論集全』（明Ⅲ・４）
人
間
社
会
，
１
１
’
１
‐
Ｉ
卜 liIIIlIlLlii獣
Ｌ￣“Ⅲ蝋⑪ｉＬＡＩ４い,いい………:_辻
『蝋党盛衰記全」
（明治１７．２）
[早稲田大学中央図書館蔵］
有賀長雄畷社会進化
論全」（明治２０．２）
加藤政之助訳「交際論
（明治11.10）
初編ｌ」
180（11）
英語のｍｏＱのｑという語を、はじめて〃社会〃と翻訳した邦人は誰であったのか。このことは日本の社会学史上、ながいあいだ未解決の問題と
な
が
お
された。有賀長雄（一八六○～’九一一一、明治・大正期の法学者、社会学者）は、自著『縦社会進化論」（明治一一十年［’八八七］）の総論第
一
節
の
中
て
「
英
語
の
「
ソ
サ
イ
チ
イ
」
と
い
ふ
字
を
社
会
と
翻
訳
す
る
は
、
誰
れ
の
始
め
し
事
な
る
や
知
ら
ず
余
輩
の
識
る
と
こ
ろ
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
支
那
人
の
こ
一節の中で、「英語の「ソサイチイ」といふ字を社会と翻訳するは、
の
字
を
用
い
る
に
至
り
し
は
、
宋
以
後
の
こ
と
な
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
った。それでは、この〃社会〃なる語の出所はなにか。これよりその出典について述べてみよう。わが国で刊行された代表的な国語辞典や漢和辞典は、
いずれにせよ、この〃社会〃なる訳語は、明治十年以前から使われたことは文献資料から証明できるし、その後このことばは漸次流行するに至
社会哲学、社会学、………………「哲学会雑誌」（明治別・２～同年９）
社会ノ幸福、社会
社会仮粧舞．．……………・…………三木愛花仙史戯著『緬棚社会仮粧舞』（明治別．、）
学者社会………………………：…松木董宣『雛撫献鐸（明治別・皿）
社会の進化…………………・……：「哲学会雑誌』（第一一十七号、明治肥・５）
一国一社会、社会の主動力………天眼子著「国民の真精神全』（明治別・９）
社会進歩、社会
人間社会……………………『中央学術雑誌第一一巻第十一一一号』（明治別．、）
珊船》捌飴膵概帆会………………渋江保著「社会学全」（明治〃・１）
社会、我社会・…………・…：：……大和田建樹著『明治文学史全」（明治〃・加）
当時の社会、読書社会……………「明治三十年史」『太陽第四巻第九号臨時増刊」所収（明治ｎ．４）
史
学
社
会
社
会
の
活
舞
台
、
社
会
社会改良、社会腐敗、社…………州淋繍鮒合著『社会と文学』（明治弘・２）
会
の
人
間
、
社
会
的
人
物
社会、社会学、社会の人民
社会的進動、社会的造構………文学士建部遮吾講述『社会学原理」（明治別・３？）
渋江保『社会学全ｊ
（明治２７．１）
松木董宣『鶴
（明治２０。
教育競』
12）
[早稲田大学中央図書館蔵］
(12）１７９
社会学伝釆考
き
ん
し
る
く
し
ゆ
し
り
ょ
う
と
う
ら
い
ス
ヲ
近思録とは、宋の朱子、呂東莱らが編んだ中国の儒学書十四巻のことである．「近思録巻之九ｌ治法類」をみると、たしかに”郷民為二社会一．
ニ
テ
ヲ
レ
テ
ヲ
ム
リ
ム
コ
ト
ラ
ヅ
ル
コ
ト
為立二科条一。旋二別善悪一。使二有し勧有壱恥。〃（きょうみんしやかい、をなす、ためにかじょうをたて、ぜんあくをしようべっし、つとむ
（卯）
ることあり。はずることあらしむ）の一文がみられる（『漢文大系第一一十二巻』富山一房、大正５．ｍ）。
ソ
ス
ィ
ヨ
ロ
ジ
つぎに「社会学」といったことばの起源とその呼び名の中味について述べてみよう。明治初年にｍ・口・｝○空（英）、のＣＯ】○一．旧の（仏）の語が、わ
が
国
に
移
植
さ
れ
た
と
き
、
人
間
学
・
交
際
学
・
世
態
学
な
ど
と
訳
さ
れ
た
。
の
ち
こ
れ
ら
の
三
語
に
こ
ん
に
ち
わ
れ
わ
れ
が
使
っ
て
い
る
社
会
学
が
加
わ
る
の
だ
が
、
こ
明
、
清
それぞれつぎのような語源と釈義をあたえている。
要するに
Ｉじゃ葎（名）囿凹（一）同ジ趣キノ人人・
シ
ヤ
ー［社会］た所イｅ批参の会合の意・社曰戸
谷。［近思録、治法］郷民為二社会一為立二科条一、』
＠
人
の
世
の
中
。
世
間
。
（
大
修
館
書
店
『
大
漢
和
辞
典
ｌ
し
や
か
い
［
社
会
］
言
生活をする形態。また、
的であれ人為的であれ、
家族、村落、ギルド、
本
国
語
大
辞
典
第
十
巻
）
。
第五版）。
ｌしやかい［社会］［近思録楕法「郷民為二社会」（の。Ｑ畳の福地桜痴による訳語．
①人間が集まって共同生活を営む際に、人々の関係の総体が一つの輪郭をもって現れる場合の、その集団。②世の中。世間。（岩波書店『広辞苑』
（四）
の
時
代
、
廃
語
ま
た
は
死
語
に
近
か
っ
た
と
い
う
。
〃社会〃なることばは、明治初期に中国から移植した漢語であるようだ。もともと中国では、社会といった語はあまり使われず、元、
会］『名』（「近思録ｌ治法類」の「郷民為二社会一為立二科条一族二別善悪へ使二有し勧有禧恥」から出た語）①人々がより集まって共同
また、特に明治八年（一八七五）、福地源一郎（桜知）が英語の印・口のｑの訳語としてこの語を用いてから、近代の社会学では、自然
あ
れ
、
人
間
が
構
成
す
る
集
団
生
活
の
総
称
と
し
て
用
い
る
。
ルド、教会、階級、国家、政党、会社などはその主要な形態である。②｜般的に、家庭や学校をとりまく世の中。世間。（小学館『日
せ
つ
じ
つ
又
は
節
日
（
祝
祭
日
Ｉ
引
用
者
）
に
行
っ
た
御
村
住
民
の
会
〈
ロ
．
Ｏ
郷
村
の
人
民
が
相
互
の
向
上
の
た
め
に
作
っ
た
組
雄二別善悪一へ使二有し勧有禧恥。⑤共同生活をする人類の団体、又は組織。⑲同種類の範囲。なかま。
一〈巻八色。
同流の仲間。（富山房『新編大一一一一口海』）。
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を
採
っ
た
。
一
方
、
当
時
学
生
で
あ
つ（皿）
学」「世能どなる邦語を採用した。
昭和三年（一九一一八）三月七日
記念会が開催されたとき、井上哲
べきか盛んに論議されたようだ。外山正一二
を
採
っ
た
。
一
方
、
当
時
学
生
で
あ
っ
た
井
上
哲
次
郎
と『近思録』とのうちに出てきているのが最』
恥」近思録巻九にこの文を引用したのである。
こ
こ
に
社
会
と
い
ふ
の
は
、
も
ち
ろ
ん
今
日
用
ビ
に
か
く
日
々
新
聞
の
社
説
に
、
社
会
な
る
言
葉
を
使
引
Ｉつぎに社会学といふ言葉の起原についていま記憶をたどって一言したい．そも社会といふ文字は．支那では私のみた書物のうちでは「二程全書』
『近思録』とのうちに出てきているのが最初ではないかと思ふ。『一一程全書」巻一一十九に曰く「郷民為一一社会一。為立二科条一。雄二別善悪一。使二有し勧有優
月
七
日
（
水
曜
日
）
の
午
後
五
時
よ
り
、
東
大
山
上
会
議
所
（
山
上
御
殿
）
に
お
い
て
、
東
京
帝
国
大
学
社
会
学
研
究
室
創
立
二
十
五
周
年
井上哲次郎は席上、外山正一のエピソードや社会や社会学といったことばの始まりについて貴重な証言を行なった。
職M錘‘へ＄し奎忽‘鰯もちろん今日用いているような広い意味のものではない。日本での○口のｑを社会と訳し出したのは誰であるかは知らぬが、と
社
会
な
る
言
葉
を
使
ひ
は
じ
め
た
の
は
福
地
源
一
郎
氏
で
あ
っ
た
。
正面の立っている人物が、井上哲次郎。東京帝国大
学社会学研究室創立25周年記念会場の当日の模様を
写したもの（昭和３．３．７、東大山上会議所)。
『社会学雑誌」第48号所収。
の語のみ生き残り、他は死語となった。
幕
末
か
ら
明
治
十
年
代
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
、
仏
・
英
・
蘭
の
対
訳
辞
典
を
み
て
も
、
見
出
語
と
し
て
の。Ｑ○一・四の》の。Ｑ・］・空》の。Ｑ・］。、】①の語は見当らない。しかし、尺新人訳『明治英和辞典」（六合
館蔵版、明治Ⅳ・４）だけは、〃の。Ｑ・］・空（名）社会学。世態学。〃といった風にのせている。
明治初年は英語全盛時代でもあったが、いったい誰がいつごろ、英語のの。、臣・空の語を邦訳
したのであろうか。『広辞苑』は、オーギュスト・コントの造語であるの。Ｑ・］○四のを社会学と訳
ま
さ
か
ず
し
た
の
は
外
山
正
一
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
『
大
漢
和
辞
典
巻
八
」
（
大
修
館
）
も
「
コ
ン
ト
の
造
雪
叩
の。Ｏ二・四のを外山正一が訳した語といふ」。
社会学講義の噴矢は、明治十一年（’八七八）八月に来日したアメリカ人フェノロサが、東京
大学文学部において行ったものがそれであるが、当時文学部内でもの。Ｑ・］・空をどのように訳す
八四八～一九○○、明治期の哲学者、教育家、のち東大総長）は、はじめから「社会学」「社会」
二
八
五
五
～
一
九
四
四
、
明
治
・
大
正
期
の
哲
学
者
、
日
本
に
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
を
輸
入
し
た
）
は
、
「
世
態
０
(14）１７７
社会学伝来考
などが掲げてあった。
井上哲次郎は、この談話の中で、の。Ｑ・］・空を世態学と訳しておいた、と語っているので、『哲学字彙」（明治Ⅲ・４）開くと、その八十五頁に
社会に関する語として、
つぎに「社会学」という学名がはじめて文献に表われた例について述べてみたい。
いま一般に用いられている〃社会学〃を最初に使用したのは尺振八ではないかと考えられている。尺振八は明治十三年（’八八○）四月、
ンサーの教育論その他（函・の己のロ８，回【冒日ご言．ミミミミ具諄ご§←帛寄房号員屋『Ｐｚのゴ因・【【）を『斯氏教育論』と題して刊行した。
同書の「何を以て最大の価値ある学識とするやを論ず」の中に、〃社会学〃の語が出てくる。
こ
こ
ま
た
せ
い
ひ
絃に又人生事業の成否に直接の関係力ご有－し、
Ｕ
よ
う
状
を
考
へ
、
貨
物
の
時
価
を
察
し
、
予
め
穀
物
、
綿
、
の。Ｏ〕囚辱のＨｐ
ｍｏｏ－の（ど
のｏｎ』。］○ｍ『
ところで社会学といふ一一一一口葉を使用したのは外山博士であります。私は「哲学字彙』に８９。｝・空を世態学と訳しておきました。これには加藤弘之博士
も賛成してをられた。社会学といふのは、何だかおかしいと思った。だから当時大学の学科課目に世態学としてあったのである。
な
は
じ
ところが外山博士はつねに社〈云学といっていられた。世態学では、家政学のようにも聞えるから馴れてみれば、やはり外山博士が大学で創められた社
会学のほうが良いのであります（「東大社会学研究室創立廿五年記念会記事」「社会学雑誌』第四十八巻所収、昭和３．４）。
ところが社会といふ言葉では、どうも一一一一口ひ一
会
社
と
い
ふ
文
字
は
全
く
新
し
く
造
っ
た
の
で
あ
る
。
社会 社会
論
世
態
学
し
ぢ
つ
どうも一一一一口ひ表はし悪い“・・冨がある．それで社会といふ文字を倒にして（ひっくり返すｌ引用者）会社とも‐」た。
す
な
わ
ち
こ
れ
そ
け
い
吾輩の常に注意せざるべからざる一科の学術あり、社会学なるｊＵの則是なり、今夫れ日々金銭通利の景
一小順勾
は
か
も
つ
す
な
わ
砂糖、羊毛、絹等の収獲の多少を［ⅡⅢ］し、戦争の勝敗を計り、以て商業上の処置法を判決する人は、即 スペ
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すでに述べたごとく、わが国ではじめの。□・］・空を翻訳する際に〃人間学、交際学、世態学〃などと訳して、なかなか訳語が定まらなかった。
が、の。Ｑ・］・空の訳語〃社会学“が新たに誕生し、やがてそれがしっかり根をおろし、不動のものになったのは、下出隼吉によれば、乗竹孝太郎
（卵）
訳述『社会学之原理』（原書はスペンサーのここ等冒向貧困貝ざｏご臼巴』の。。］・明治十五年［一八八一一］刊）以後ではないかという。
え
つ
乗竹は刊行するに当って外山正一の閲をうけており、また外山は当時流行しはじめた新体詩（西洋の詩の形式を採り入れて作った詩）によって
み
な
す
べ
「序」を書き、その中で「社〈室の事も皆都て」とか「社会の学の原理をば、書にものせらるる最中ぞ」と記し、さらにその末尾において「政府の
さ
そ
よ
つ
つ
し
舵を取る者や、輿論を誘ふ人達は、社会学をは勉強し能く慎みて軽卒に、働かぬ様願はしや、明治十五年四月、山外山一識」（八頁）と書いてい
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
有
誓
論）などをはじめとし、その
大正ｕ・皿、七四～七五頁）。
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
わ
が
当時の。□・］・空を社会学と訳すことに抵抗を覚えたのは、学界で権威をふるう立場にあった人々であった。井上哲次郎は語っている。
これまで英語のｍｏＱ・］・空を〃社会学〃と訳した者として、尺新人、外山正一などが考えられるが、有賀長雄もあるいはその中の一人ではなか
た
ず
さ
たかとも考えられる。有賀は『哲学字彙」の編纂に携わっていたし、社会学に関することば、たとえば８日目目】口（社会）、の。Ｑ囚］】の曰（社会
一などをはじめとし、その他多くの術語を訳していることからも伺われるという（下出隼吉「明治社会学史資料」『社会学雑誌」第十八号所収、
ち、社会学を学べる者と謂ふくし、
お
く
だ
ん
た
く
ま
し
す
あ
ま
た
ご
ぴ
ゆ
う
ま
い
し
か
其行ふ所は固より経験上の臆断を暹ふするに過きずして、許多の誤謬を免れざるくし、然れども尚其考究判決する所、善く真理に獣ふと融らざるとに
そ
の
も
と
な
お
そ
の
よ
よ
つ
あ
る
い
し
よ
う
え
由
て
、
或
は
賞
賛
を
得
、
或
は
利
得
を
失
ふ
所
の
社
会
学
の
生
徒
な
り
と
謂
は
ざ
る
を
得
ず
（
後
略
）
らといふので、自分はこれを世態学としたな△
一時世態学といふ名称を用ふることになった。
き
お
か
東京大学においての。、」・］・空の訳語を極めようといふ際に、そう簡単に社会学としたのではなかった。社会に学といふ字をくっつけるのも可笑しいか
と
い
ふ
の
で
、
自
分
は
こ
れ
を
世
態
学
と
し
た
な
ら
ば
、
よ
ろ
し
か
ろ
う
と
こ
う
い
っ
た
所
が
、
加
藤
博
士
が
そ
れ
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
、
と
賛
成
さ
れ
た
の
で
、
東
京
大
学
で
は
（井上哲次郎「我邦に於ける哲学術語の起源（其一）」「哲学雑誌」第四十五巻・第五二四号所収、昭和５．ｍ）。
16）１７５
社会学伝来考
たとえばフランスの『十九世紀世界大辞典』（Ｃミミロミミミ言〔冒言厨、（曼温罠⑮慧号》］雪、）などは、社会学の定義として「政治的、社
会的諸問題の科学」といい、またポール・ゴーリエ箸『社会学の原理』（句目一○四二の庁向忌蔦言鳥ご弓百号》三四円の一閃三の『の陣○。》ご屋已、）
な
ど
は
、
「
社
会
学
と
は
抽
象
的
な
科
学
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
社
会
的
現
象
を
統
御
す
る
一
般
的
法
則
を
探
究
す
る
こ
と
」
と
説
明
し
て
い
る
。
またルネ・ユベール箸『社会学の基礎便覧』（閃のロの出口すの弓ミミ蔦（同忌言§冒言号啓ｇ倉得》ロヮ日三のＣ囚］四］＆Ｐご蜀已）は、「社会学す
なわち社会科学は、社会的事実についての学問である。社会的事実と呼ばれるものは、社会を特徴づけているすべての制度である」という。
『オクスフォード英語大字典」（二へ、ｓミロ直言豆、言§ご》］麗函）によると、社会学とは「人間社会の起源歴史、組織などを研究するこ
シこ全とい言う。
つぎに社会学とはいかなる学問か。それはいつだれが創始したのであろうか。まず社会学の定義について述べてみよう。もっとも簡単に説明す
れば、それはョ１ロッパで生まれた科学であって、社会の組織、その発達、変遷などを調べ、研究する学問のことである（『新編大言海』冨山房）。
また社会関係や社会組織の現象・法則などを対象とする学問である、と『国語辞典』（第四版、岩波書店）は説明している。が、これは『大漢和辞
典
巻
八
』
（
大
修
館
書
店
）
の
釈
義
に
少
し
手
を
加
え
て
孫
引
し
た
も
の
で
あ
る
。
いちばん平易な説明は、社会学とは「社会を研究する科学である」（『社会学辞典』河出書房、昭和四・８）とか、「人間の共同生活を研究する社
会科学の一つ」（『日本国語大辞典第十巻』小学館）であろう。わたしは社会学とは、どんな学問か知るために過去、現在の専門的辞典を調べ、
そ
こ
に
載
っ
て
い
る
記
事
を
読
ん
で
み
た
が
、
大
半
が
難
解
な
記
述
で
あ
り
、
頭
の
中
に
す
っ
と
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
他方、外国の文献や事典などは、どのような解説をあたえているか調べてみると、やたらと説明がくわしかったり、簡単に片づけているものな
学
」
と
い
う
学
名
が
用
い
ら
れ
、
こ
ん
に
ち
に
至
っ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
ど
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
る
○同書
の
「
凡
例
」
に
、
「
社
会
学
之
原
理
ハ
英
国
単
Ｚ
と
あ
り
、
原
文
に
拘
泥
せ
ず
訳
し
た
も
の
と
い
う
。
また訳者は「原序」において、「社会ヲ論スルノ学問ヲ称シテ「ソシヲロジー（社会学）卜云ヘル」と訳しているが、これ以後、一般に「社会
同
書
の
「
凡
例
」
に
、
「
社
会
学
之
原
理
ハ
英
国
学
者
へ
ル
ベ
ル
ト
・
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
ノ
著
述
ニ
シ
テ
原
名
ヲ
『
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ス
、
ヲ
フ
、
ソ
シ
ヲ
ロ
ジ
ー
』
ト
云
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つ
ぎ
に
社
会
学
の
先
駆
者
ｌ
社
会
的
テ
ー
マ
を
取
扱
っ
た
先
例
、
先
達
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
．
最
古
の
成
文
法
と
い
わ
れ
る
ハ
ム
ラ
ビ
法
典
に
は
、
社
会
的
関
係
（別）
についての法令の記述が多いといわれるし、コントやスペンサー以前の古代ギリシャ・ローマ時代には、もとより社△室学といった名称も学問もな
（妬）
（妬）
か
つ
た
が
、
す
で
に
哲
学
者
・
政
治
学
者
、
経
済
学
者
、
歴
史
家
ら
は
、
国
家
や
政
治
や
社
会
の
こ
と
を
哲
学
的
に
論
じ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
ア
リ
ス
ト
ー
ア
レ
ス
（
紀
（”）
元前三八四～一一一一一一一）は、人間はすべて政治的、社会的動物である、と断定した。
社会学誕生の思想的萌芽は、ヴィーコ（’六六八～’七四四、イタリアの哲学者）、テュールゴー（一七二七～八一、フランスの経済学者、政
治家）、モンテスキュー（一六八九～’七五五、フランスの政治哲学者）、コンドルセ（一七四一一一～九四、フランスの数学者、社会哲学者）、ヘル
ダー（’七四四～一八○三、ドイツの哲学者、作家）、ヘーゲル（一七七○～一八一一一一、ドイツの哲学者）などに至り、かれらは歴史的事実から
（詔）
社会学的原理を概括することによって、人間にかかわる問題を研究しようとした。
その他、ヨーロッパの社会学者が下した定義を若干しめすと、社会学は「社交の勢力、形状およびその発達を研究する学」（ジンメル）とする
（羽）
もの、「社会学は心意連合の学である」（ギィジングス）とするもの、「社会学は人間社会をして幸福ならしむる学である」（チェック）、「社会学は
（加）
社〈室の構造機能の学である」（伊・グロッパリ）などがある。
である。
(上）オーギュスト・コントの肖像
(下）パリのムッシュ・ル･プランス街10番地にあ
るコントの家の講義室（日本大学社会学研究室
『社会学論叢」７）より。
いま述べたような定義や概念をもうすこし詳述すれ
（羽）
ば、社〈室学は社〈雪の形、有様、勢力、進歩などを究め
る
学
問
で
あ
る
。
社
会
学
が
学
問
的
に
は
じ
め
て
成
立
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
混
沌
と
不
安
の
時
代
で
あ
り
、
や
が
て
そ
れ
が
他
の
学
問
テ
ー
マ
と
結
び
つ
い
た
。
社
会
学
は
十
九
世
紀
前
半
に
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
二
七
九
八
～
’
八
五
七
、
フ
ラ
ン
ス
の
数
学
者
、
実
証
主
義
哲
学
者
）
や
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
（
’
八
一
一
○
～
’
九
○
三
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
）
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
学
問
的
に
体
系
化
さ
れ
た
も
の
(18）１７３
社会学伝来考
コ
ン
ト
は
、
社
会
を
静
と
動
の
二
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
を
静
的
に
み
打
能力を備えた生物）の比ゆを用い、「社会有機体」とも呼んだ。
コントやスペンサ１の社会学は、社会現象のすべてを含む、人間社会全体を研究の対象とするところから、総合社会学と呼ばれた。それは社会
（羽）
発展の理論ではなく、より実践的な性格をおびた社会改造の理論とい、えた。
観
察
科
学
の
域
に
ま
で
高
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
い
た
。
このの。Ｑ○一・ｍ】のという語は、コントによって創られ、かれによって自著「実証哲学講義』［全六巻］（ｎ．忌禺烏已言言８岑忌言の言己の）の第四巻の
ソ
キ
ウ
ス
ロ
ゴ
ス
（皿）
中で使用された。それはラテン語のｍ・ロロの（仲間）とギリシャ語の】。さめ（ことば）との合成語である。
コントは四巻が刊行される一八四一一年以前、社会学のことをつどｍ－ＥのｍｏＱ四｝の（社会物理）と呼んでいたのだが、『実証哲学講義』の第四巻の
中ではじめての。Ｑ○一・四のなる名称を使用したのである。コントは同書（シ后巨の庁の６．日（ＱＣ・忌易烏帛さ言の８吾尽エ）の曇三口宮臼国の］・「団・閃四三国の
①（国一の》田四房）］雪『）已霊）の中で、「いまから、この新しい術語を用いねばならない。この語はすでに紹介ずみの、わたしが〃社会物理学〃と表現
し
た
も
の
に
正
に
相
当
す
る
。
社
会
学
と
い
う
語
を
あ
え
て
使
用
す
る
ゆ
え
ん
は
、
こ
の
独
得
の
名
称
に
よ
っ
て
、
自
然
哲
学
に
欠
け
て
い
る
部
分
を
指
し
示
す
た
め
で
あ
る。それは社会現象に特有の、基本的法則の総体についての実証的研究と関係がある」と、社会学という名が誕生した当時のもようを語っている。
か
れ
は
社
会
学
の
命
名
者
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
〃
社
会
学
の
始
祖
〃
と
み
ら
れ
て
い
る
。
．
の。Ｑ・］○四①ということばは、その後各国語に移され、の。Ｑ・］・空（英）、の。且。］。旧の（独）、の。Ｑ○一・四の（蘭）、の。□・］○四四（伊）となった。社会学
の普及に大きな貢献をしたのは、イギリスの哲学者スペンサーであるが、明治の初年、その著述がわが国に輸入され、同十年代にスペンサーの社
会学理論が訳されるに及んで、「社会学」といった名称が使われるようになった。
コントは「社会再組織に必要な科学的な作業案」（弔寄邑鳥の言冒量の冒菖ミご馬の菖円舅＆言已・ミ息・忌冨易Ｓ冒呂忌融届巴）という論文の中
（犯）
で、ヨーロッパの危機やフランス社会の混乱を救うために、社会を改造したり、再組織する必要性を唱え、そのためには政治学（社会学の意）を
フランスのオーギュスト・コントは、社会学の父と呼ばれている。かれは実証主義（形而上学的な思弁によらず、事実を根拠とし、観察と実
験により理論をたしかめる立場）を拠りどころとして、それを社会現象に適用し、社会についての独自の学問体系を創出し、それを社会物理
フ
ィ
ズ
ィ
ヅ
ク
ｏ
ソ
ス
イ
ヤ
ル
ソ
ス
イ
ヨ
ロ
ジ
（己亘の一□このの。□四｝の）すなわちの。□・］。、］のと命名した。
そ
れ
を
静
的
に
み
れ
ば
〃
秩
序
〃
、
動
的
に
み
れ
ば
〃
進
歩
〃
と
考
え
た
。
ま
た
か
れ
は
社
会
を
生
物
有
機
体
（
生
活
172（19）
西の洋学事始め。
パ
イ
オ
ニ
ア
い
わ
み
西周（一八一一九～’八九七）は、わが国における西洋哲学、社会学研究の草分けである。文政十一一年一二月七日、石見国（島根県）津和野におい
（狐）
あ
ま
れ
と
き
て
、
藩
医
西
時
義
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
経
太
郎
、
元
服
し
て
か
ら
は
修
亮
、
周
助
と
い
い
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
「
周
」
と
称
し
た
。
幼
く
し
て
祖
父
時
や
す
（躯）
雍より「孝経」「四書」をさずけられ、十二歳で藩饗養老館に入り「五経」「近思録」「文選」「左国史漢」などを学んだ。
嘉永元年（一八四八）二月、医を罷めて儒学（とくに宋学）を修めよ、との藩命をうけ、ここに学問をもって身を立てる運命がきまった。同年
七
月
養
老
館
の
句
読
を
命
じ
ら
れ
た
。
翌
二
年
十
一
月
大
坂
に
出
る
と
、
後
藤
松
陰
（
一
七
九
七
～
一
八
六
四
、
江
戸
後
期
の
儒
学
者
、
瀬
山
陽
の
弟
子
）
の
塾
に
入
り
、
学のほうは大いに進歩した。
オランダ語の書物は高価であるため、
『訳鍵』ヨハルマ和解」を抜粋訂正した、
アという、蘭日辞典［九巻］、天保四年 しゅ
ん
だ
い
同
年
冬
、
お
な
じ
邸
内
に
住
む
医
師
野
村
春
岱
よ
り
、
は
じ
め
て
オ
ラ
ン
ダ
文
典
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
が
、
こ
れ
は
周
助
が
は
じ
め
て
西
欧
語
を
学
ん
だ
最
初
で
あ
る。時にかれは二十五歳であった。それまで儒学を中心に学んできたが、その後すべての学を捨て洋学に専心するために、安政元年（一八五四）
（弧）
一二月、父や同僚に遺書を残して脱藩すると、後藤塾で友人であった中島玄覚（江戸・本郷竹町在住）の家に寄寓した。
脱藩後、オランダ文典（おそらく箕作玩甫著『和蘭文典」のことであろう）の「語法の部」（前編）を大野藩士某に、「文法の部」（後編）を同
せ
い
け
い
り
つ
ぞ
う
郷の士・池田多仲（のち玄中、幕府の奥詰医師）について学び、かたわら杉田成卿（一八一七～五九、江戸後期の蘭学者）や手塚律蔵（’八一一一二
～
七
八
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
英
学
者
）
の
塾
に
も
通
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
修
業
に
つ
と
め
た
。
こ
の
間
住
居
は
転
々
と
変
り
、
生
活
も
ら
く
で
は
な
か
っ
た
が
、
蘭
七
月
養
老
館
の
句
読
を
命
じ
ら
れ
た
。
翌
二
年
十
一
月
大
坂
に
出
る
と
、
後
藤
松
胚
翌年八月まで寄宿したが、書物が乏しく思うように読書できなかった。
に江戸に出た。周助は桜田門外新橋筋の主家の邸内に投宿した。
に
し
あ
ま
ね
第
一
一
一
早
曰
本
社
会
学
の
始
祖
ｌ
西
周
の
ち
郷
里
に
帰
る
が
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
、
ペ
リ
ー
が
率
い
る
ア
メ
リ
カ
艦
隊
が
来
航
し
た
と
き
、
藩
主
よ
り
事
情
探
索
の
命
を
う
け
、
藩
士
数
名
ら
と
と
も
（師）
｜書生の身では購入できないので、原書を筆写せざるを、えなかった。当時、周助がもっていた辞引は、
簡略の蘭日辞典［二巻］）のみであった。なお、手塚律蔵の塾には、『和蘭陀字彙』（俗に〃ヅーフ、ハル
（犯）
（羽）
［’八一一一三］に完成）とジョン・ホルトロップの「蘭英対訳辞書」を各一部を蔵していたという。
(20）１７１
社会学伝来考
この書簡は、幕命を奉じてオランダ留学の途に上るべく船に乗る十数日前（文久一一年［’八六二］五月十五日）に出したものである。文中、最
近、西洋の哲学書や経済学書をよんでいるといい、これまでに学んだ漢書にもないすぐれた内容におどろいたことを伝えている。
そ
う
ろ
う
こ
と
候
事
に
御
座
候
」
と
語
っ
て
い
る
。
かれは津田真一郎とともにオランダ留学の途にあがるまでの約六ヵ年この蕃書調所の長屋に居住し、鋭意洋学の研究にはげんだ。
ところで周助はいつごろ西洋哲学や社会学の洋書に接したのか。その時期を明確にのべることはひじょうにむずかしい。けれど西洋哲学に関し
（㈹）
ては、ある程度推測が可能である。かれが西洋の哲学書を読んだのは、おそらく文久二年（’八六一一）以前のことと考えられている。
蕃
書
調
所
で
は
、
主
に
英
語
の
研
鎖
に
つ
と
め
て
い
た
と
き
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
哲
学
書
に
よ
ら
ず
、
英
語
の
哲
学
書
に
接
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。
周助は後者の蘭英辞引を塾から借りだすと、それをもとに独学で英語の勉強をはじめたが、英語の発音法はもと漂流民の中浜万次郎から学んだ。
し
ら
ぺ
し
よ
安政四年（’八五七）五月、蕃書調所（安政一一年幕府が神田小川町に開いた学校。文久一一年一シ橋門外に移転）では、英語を読みうる者を捜
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
手
塚
律
蔵
の
推
挙
に
よ
り
、
周
助
は
手
伝
並
と
し
て
採
用
さ
れ
、
十
人
扶
持
を
賜
わ
っ
た
。
す
で
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
で
約
五
年
、
英
語
を
学
び
は
じ
め
て
満
一
年
に
な
る
と
き
で
あ
っ
た
。
い
ま
な
お
い
た
し
お
り
周助は親友の松岡隣次郎宛の書簡（安政四年［’八五七］一一月一一十五日付）のなかで英書を研究１」ていることを「今猶ポッノく～と英学を致居
た
だ
て
て
い
し
ゆ
て
い
こ
う
て
い
い
す
も
と
ず
た
い
ぼ
ん
只ヒロソヒー之学に而性命之理を説くは程朱（北宋の大学者・程頴、程頤の兄弟のこと）にも峡き（ま宍ぐる）、公順自然之道に本き経済之大本（根
い
わ
ゆ
る
ま
さ
イ
ギ
リ
ス
か
の
ぎ
よ
う
し
ゅ
ん
か
ん
し
ゆ
う
し
ょ
う
｝」
本）を建たるは所謂王政にも勝り、合衆国英吉利等之制度文物は彼堯舜官（聖天子）天下之意と周召制曲〈型之心にも超へたりと相覚●申候。（松岡
隣宛書筒）
覚申候。
け
い
ら
い
ま
た
小生頃来（このごろ）西洋之性理之学（本義は、性〈叩［いのち］と理気［宇宙の本体とその現象］を説いた儒教哲学である。ここでは哲学のこと）又
な
ど
う
か
が
い
お
と
ろ
く
ぺ
き
て
ま
な
ん
だ
と
こ
ろ
す
こ
ぶ
た
ん
経済学杯之一端を窺候処、実に可驚公平正大（片よりがなく、正しく堂々としている）の論に而、従来所学漢説とは頗フ○端（ことがら）を異にし
こ
れ
あ
る
や
も
つ
と
も
か
の
や
そ
き
ょ
う
け
の
は
え
ぶ
つ
ぽ
う
ひ
ろ
う
ぎ
わ
み
こ
れ
な
く
候
処
ｊ
Ｕ
有
之
哉
に
相
覚
申
候
。
尤
彼
之
耶
蘇
教
杯
は
、
今
西
洋
一
般
之
所
奉
に
有
之
候
得
共
、
毛
之
生
た
る
仏
法
（
仏
教
）
に
而
、
卑
炳
（
粗
末
）
之
極
取
べ
き
こ
と
無
之
と
相
170（21）
献に表われた例はひじょうに少ない。
で没）は、蘭学から》
四
二
刊
）
を
著
し
た
。
同書の「上編巻之一
れたのは天保十一年二八四○）のことであった。
「ヒロソヒー」は、おそらく英語の己三・ｍｇ亘を音訳したものと考えられるが、当時かれはまだこの語を日本語に訳しかねていたようだ。哲学
ウ
エ
イ
ス
ペ
ヘ
ー
ル
テ
ィ
フ
ィ
ロ
ゾ
フ
ィ
の意であるオランダ語の三一のす①、の①耳のとか【」一・の○曲のは、幕末に洋学者によってすでに用いられているが、英語の己二・ｍ・己亘が当時わが国の文
し
ぷ
か
わ
う
す
き
渋川六蔵（一八一五～五一、江戸後期の暦学者、天文方見習、書物奉行のち秘密文書・を漏洩した科で豊後の臼杵の稲葉家に幽閉され、一一一十五歳
没
）
は
、
蘭
学
か
ら
英
学
へ
と
入
り
、
本
邦
最
初
の
英
学
書
（
英
文
書
）
で
あ
る
「
英
文
鑑
』
（
上
編
［
天
保
十
一
年
Ⅱ
’
八
四
○
］
刊
、
下
編
［
天
保
十
二
年
Ⅱ
’
八
また、このことはまだ誰もいっていないと思われるが、わたしが知る限り英語の《ご巨・の○日の【のど（哲学者）が、わが国の文献にはじめて表わ
費
録
所
家
カ
ナ
セ
リ
帛壹言＆言身曰己の
大
ナ
ル
発
見
ヲ
先
、『の四斤□】のｎｏぐのユのの一口の（
世糊代ト云プが柳シ
Ｏの口斤ｐＨ『。
大
ナ
ル
発
見
ヲ
当
四、の四斤ｓのｎｏぐの『】①の庁巨の
こ
れ
是当世トーーニロヲ以テ過去ヲ用ヒタルナリ然しドモ左ノ如ク一一一一ロフトキハ過去現在を用フ
費
録
所
家
ハ
ナ
セ
リ
、言ごｇご昏国“す四ぐの曰四□の□のミョの、の①円のロケのすすのロ
仮
令
ハ
千
八
百
年
「上編巻之六」
費
録
所
家
力
当
世
大
ナ
ル
発
見
ヲ
ナ
セ
リ
に、目】一・の。旨の【のの語が出てくる。
□の急ぐの、の円のご曰四四戸（のロ
一口□のぐｏｐｍの①①巨【巨
●
○口【Ｑの六戸』□ぬの□ぬのＱ四円ロ．
］ロロの固のの①ロ［口》ぬ【○○斤の
(22）１６９
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渋川は文中において、ョ誼すの、の①耳の（蘭・折
純正哲学）を「天地鬼神之論」と訳している。
渋川もｂ二・ｍ・目の【の（哲学者）を日本語に訳せなかったようだ。おもしろいのは、
る。その他、『英文鑑』には、哲学に関係した語として、勺耳冨、○日の「ピタゴラス」
純正哲学のこと）などがみられる。
天地鬼神之論
壹自の【四つげ『巴Ｏｐ
ｍｏぐの□ご囚（口。【【ロロロの
ラス」畝ハ費録所費亜ヲ学フ弟子ニハ五年ノ無一一一一口要セント人語しり
ミミ烏忌ロミ『十、包亘弔菖層冒厨の§豊汀ミヨ叱雪十一己ミニコ冒一§Ｅ日円鳫十一一ｅ§烏叱雲の§＆、ｓ・三豊烏困冒号三思へ応隠言上一一ピタゴ
ー
１
１
世棚齢牌評北緬孵シ
ｏのご【ロ【三・
ｍ『。。（の。□（Ｑの穴丙一□ぬのロ・
費
録
所
家
力
先
世
大
ナ
ル
発
見
ヲ
ナ
セ
リ（蘭・哲学の意）を「費録所費亜」と訳している。またおもしろいことに英語の日の己□ご巴Ｏの（形而上学、
立っている人物は津田直
道。すわっているのが西
周助。この写真は渡爾後
撮ったもの。
ふ
た
た
び
西
周
助
に
話
を
も
ど
す
。
先
に
引
い
た
西
の
松
岡
宛
書
簡
に
み
ら
れ
る
「
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
」
は
、
こ
ん
に
ち
わ
フ
ィ
ロ
ソ
プ
ィ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い
る
哲
学
と
い
う
術
語
の
い
ち
ば
ん
古
い
使
用
例
で
あ
る
。
、
二】一・ｍ・旨の［のの音を借りて「費録所家」と－）ている点であ
（人名）や曰のご己亘の】８（名）「天地鬼神之論）（形而上学、
（下編巻之三）
（下編巻之三）
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[筆者蔵］
西は勺三一○ｍｇ亘（英）という語を、
当初「性理之学」「理学」「希哲学」とも
訳
し
て
い
た
が
、
明
治
七
年
□
八
七
四
］
『百一新論』において、「哲学」と訳すに
及
ん
で
、
そ
の
後
こ
の
訳
語
は
一
般
に
用
い
ら
幕
府
は
蒸
気
軍
艦
二
隻
を
ア
メ
リ
カ
に
発
注
し
た
が
、
同
年
春
に
南
北
戦
争
が
起
っ
た
た
め
に
こ
の
計
画
は
流
れ
、
代
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
で
軍
艦
（
の
ち
の
開
陽
丸
）
を
一
隻
建
造
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
こ
の
国
の
軍
事
科
学・技術・医学・人文科学を学ばせるた
め
に
、
幕
生
（
士
分
、
工
匠
、
水
夫
ら
十
六
西はかねて海外留学する希望をもち、
そ
の
旨
請
願
も
し
た
が
、
事
は
容
易
に
進
ま
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
蕃
書
調
所
掛
役
の
大
久
保
越
中
守
（
忠
寛
）
の
助
力
に
よ
り
、
つ
い
に
文
久
元
年
（
’
八
六
一
）
幕
府
留
学
生
の
一
員
に
加
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
えられた。
西
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学
24）１６７
社会学伝来考
[筆者蔵］
名）を派遣することに決し、西は津田真一郎とともに蕃
書調所から一行に加わった。
幕
生
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
進
ん
だ
西
洋
文
明
を
学
ぶ
ために、｜意専心あたえられたテーマについて研鑛を積
むことがじぶんに課せられた使命と感じ、また己れへの
勉学のムチとしたのである。
オ
ラ
ン
ダ
「和蘭行御軍艦方」と呼ばれた取締・内田恒次郎以下十
五名（のち長崎で一名脱落した）は、文久二年六月十八
日（’八六二・七・’四）の夕刻、戒臨丸に乗船すると、
品
川
沖
を
抜
錨
し
長
崎
へ
む
か
っ
た
。
同
年
九
月
十
一
日
二
一・二）の午後、カリプス号に乗換えて長崎を出帆したキール
が、十月四日（一一・一一五）ガスパル海峡において竜骨
を打ち破り座礁した。幕生らは九死に一生をえたのち、
バタビアヘたどり着いた。十一月一一一日（一二・二一一）の
午前、｜行はテルナーテ号日の目胃の（一一一本マストの帆
船
）
に
乗
換
え
る
と
、
バ
タ
ビ
ア
の
錨
地
を
あ
と
に
し
、
ヨ
ー
ロ
ッパへむかった。
途中、薪水をえるためにへント・ヘレナ島に寄ったが、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
河
岸
に
繋
留
さ
れ
た
の
は
、
文
久
三
年
四
月
十
八日（一八六三・六・四）のことであった。江戸を発っ
て当地に着くまで、じつに三百一一十一一一日も要した長途の
166（2５
回あがった。
ま
ち
目敏い市の住民はみたこともない旗に興味をおぼえ、早くも岸壁の上では数百名の見物人がひしめきあっていた。それを大勢の警官が制していた。
き
じ
ん
税関更が一二名やって来て、崎人ヨハン・ヨゼフ・ホフマン博士（’八○五～七八、オランダ東インド政庁の中国語・日本語翻訳官、レイデン大学
教授）と何やら話しをしたのち、幕生らが持参した荷をあらためた。
同日の午後六時半ごろ、待ちに待った上陸のときが訪れた。｜同、長い航海中、世話になった船長や乗務員らにていねいに礼を述べ、かついと
まどいを告げた。
別れは哀しいものである。人種や顔つきが違っても、人情は変らない。互に気心を知った仲間であった。
シュルレルという者とホフマンがまず端艇（ポート）に乗り移ったのにつづいて、日本人留学生もそれに乗った。やがて岸壁に横づけになり、
ヒ
ー
プ
ヒ
ー
プ
フ
ウ
ラ
ー
ャパネルスヒープヒープフウラー（ｕ）
｜同ロッテルダムに第一歩をしるしたとき、突如大勢の見物人らの間から、「万歳１．万歳！」とか「日本人万歳！」といった歓声が一一、’一一
19世紀のロッテルダムの港の風景。
当時の銅板画より。［筆者蔵］
旅であった。
ロッテルダムへ到着。
ロッテルダムは、イギリスのリバプールのマージー（三円‐
の
①
己
川
と
同
じ
よ
う
に
、
川
そ
の
も
の
が
港
を
な
し
て
い
る
。
当
時
は
まだマース川に架かる鉄橋（「ウィレムス橋こがない時分であ
った。マース川には大小の帆船や蒸気船のマストが林立し、往き来
する船も数多みられた。両岸にみられる赤い屋根の建物にまじ
って、寺院の塔のようなもの、無数の風車やオランダ国旗など
が、天に向けて突き出ていた。船や家の煙突から立ちのぼる黒
い
け
む
り
は
、
空
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
テルナーテ号は、マストの上に日章旗をかかげていたせいか、
26）１６５
社会学伝来考
やがて馬車は、大勢の群集をかき分けながら進んだ。この港町は、運河が縦横に走っている。
そこには帆を下ろした、小さな帆船や小蒸気船の姿もみられる。岸壁にまじって街路樹や建物なども静かな水面に影をおとしている。馬車が市
街
を
通
っ
て
駅
舎
に
向
う
と
き
、
沿
道
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
建
物
の
窓
と
い
う
窓
か
ら
、
大
勢
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
市
民
が
顔
や
半
身
を
乗
り
だ
し
て
、
日
本
人
の
一
行
を
し
も
つ
け
の
か
み
ロッテルダムでの盛大な歓迎で思い出されるのは、竹内下野守ら一一一十数名の日本使節団がテームズ川を下り、北海を渡り、ヘレフートスーフイ
カ
ー
デ
スを経て、ロッテルダムのウィレム岸壁に上陸した文久一一年五月十七ｎ口（’八六一一・六・’四）のときである。
このとき一行は、迎船アルジュノ号から上陸したのだが、おびただしい数の見物人の間から、桶き起った「日本人万歳！［ロ本人万歳！」とい
った歓叫の声を耳にしている。しかも、時節はこの幕府の海軍留学生らが上陸したときとほとんど変らない。
カ
ー
デ
ロッテルダム市民らは、前年につづいて一一度までも、ロ本人をみたわけである。岸壁（場所は不明。おそらくウィレム波止場、ド・ポームピエス、
オースター波止場のいずれか）には、ホフマンが手配した四人乗りの二頭曳の馬車が五台、一行を待っていた。
留学生らの身なりは、洋装ならぬ和服である。国を発つときの誓いどおり、お国風を守っていた。
ぞ
う
り
みな一様に黒紋付またはラシャの羽織に小袖、裁付袴をはき、両刀を腰にさし、チョンマゲをゆっている。足元は当然のことながら草履ばきで
ある。荷物を馬車にのせ、それぞれ分れて馬車にのった。けれど野次馬が多く、警官の手をかりなければ進めそうもない。しかたなく駅舎まで付
き
添
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
こ
の
と
き
な
ら
ぬ
歓
呼
の
声
に
、
日
本
人
ら
は
び
っ
く
り
し
た
。建物
の
窓
と
い
う
窓
か
ら
、
大
勢
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
市
民
が
顔
や
半
身
を
乗
り
だ
し
て
、
日
本
人
の
一
行
を
の
和
みつめていた。
蔵
と
秘
軍
ま
た
主
だ
っ
た
建
物
は
、
祝
意
を
表
す
た
め
に
、
日
蘭
の
国
旗
を
十
字
に
し
て
掲
げ
の
海
真
が
尚
我
仇
て
い
た
・
真袖馴よ
市
民
に
と
っ
て
日
本
人
の
チ
ョ
ン
マ
ゲ
姿
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
興
味
を
引
い
た
も
の
に
写
。
明
ｊ
授大ｉ５違いない。御医師ｊ州と伊東はもともと坊主頭であった。が、長い航海中、
一噸Ｐ削附いつの間にか髪がのび、今では散切りである。だからあんまりじろじろ見
う
れ
の
田
ｊ
ホ
こ
も
水
蘭
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
当
地
で
は
す
こ
ぶ
る
体
裁
が
よ
い
。
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往き来している。
馬車はレウフェハーフェンと呼ばれる運河に沿って北上し、橋をわたり、コールシンゲルという通りを経て駅舎にむかった。しかし、一行にと
って初めてのオランダ、だれひとり通過した街の名を知るよしもない。
午後七時半ごろ、広場（デルフトセ・ポールト）に達した。その先にアーチ型のレンガ造りの大きな立派な駅舎がみえた。汽車が構内に入って
おり、煙突から黒いけむりを黙々として吐きだしている。汽車の利用客もちらほらみえるし、乗合馬車、ハンサム型二輪馬車などがひきりなしに
御軍艦方・赤松大三郎だけは、数年前ペリー提督の献上品の中にあった汽車の模型を神奈川でみており、また万延元年（’八六○）威臨九に乗
り組みサンフランシスコに赴いたとき、カリフォルニア州知事の演説のなかで、数年のうちに北米横断鉄道が完成する、といった話を聴いておど
ろ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ
それまでのかれの頭の中には、汽車についての漠然とした心象があっただけで、オランダに着てはじめて汽車をじっきい体験したのである。赤
幕生らがはじめて汽車に乗った、1860年代のロッテルダム
の「デルフトセ･ポールト」（オランダ鉄道の中央駅）の図。
［筆者蔵］
この駅舎は、「デルフトセ・ポールト」（〃デルフトの門〃の意）または「セントラール・スタシオ
ン」（〃中央駅〃の意）と呼ぶらしい。構内には手広い待合室が三カ所、そのそばにコーヒー店が
あ
り
、
こ
こ
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
食
事
や
バ
タ
ー
つ
き
の
パ
ン
な
ど
を
コ
ー
ヒ
ー
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
れ
る
し
、
酒
な
ど
も
売
っ
て
い
る
。
駅
舎
に
つ
く
と
す
ぐ
、
一
行
は
ホ
フ
マ
ン
に
導
ぴ
か
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
鉄
道
の
一
等
車
に
乗
り
込
ん
だ
の
で
、
ひ
と
ま
ず
大
勢
の
野
次
馬
た
ち
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
だ
け
は
免
が
れ
た
。
最
終
目
的
地
で
あ
る
レ
イ
デ
ン
ま
で
の汽車賃は、ニフルデンだという。
午
後
七
時
四
十
分
ご
ろ
、
汽
車
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
発
し
、
途
中
静
か
な
運
河
に
小
舟
が
行
き
か
う
、
彩
色
陶
か
ん
が
器で有名なデルフト、スレースウェーキ、中央官衛の所在地ハ１グ（ス・フーフーフェンハーヘ）な
どで停車したのち、牧草地の風景をみながら同八時半ごろレイデンに到着した。
日
本
人
の
一
行
は
、
汽
車
と
い
う
も
の
を
生
れ
て
は
じ
め
て
見
、
ま
た
そ
れ
に
乗
っ
た
の
も
こ
れ
が
最
初
で
あ
った。
(28）１６３
社会学伝来考
柔らかなベッドに身を横たえ、久々に安眠をえた。
ここは世界に名だたる大学の所在地だけあって、市全体に何となく落ちつきと文化の香りが感じられる。十六世紀にできたという市役所の壮大
な建築を左手にみながらしばらくゆくと、小じんまりとしたホテルの前で馬車は止まった。そのホテルの名は「ホテル・ド・ハウデン・ゾン」
国・亘Ｑの○・己のごＮ・ロ（現在の一五五番地、の＆・］（の｝という洋品店）という。｜行はここに投宿し、しばらく滞在することになった。
このホテルに着いたのは、午後九時前のことである。小さいながらもプレー街でただ一つのホテル。
好奇の目を日本人にむける野次馬たちが、表通りからガラス越しにホテルの中をのぞき込んでいる。すでに日は没し、ランプに明りがともされ
ている。おそい夕食がはじまった。そして食事を摂りながら、歓談のひとときをすごす。めいめい胃をみたすと、ほろ酔いきげんで部屋にもどり、
物が、》
行った。
放牧地には、こだちに囲まれた農家、家畜に対して垣根の役目をはたしている小川や運河なども車窓にみた。
ハーグに近く、ライン河の分流に位するオランダ最古の都市レイデンの駅に着いたとき、幕生らは大勢の見物人にとりかこまれ、立ち往生した。
幸い警官がいて、やじ馬を押し分けてくれたから、出迎えの馬車に乗れたものの、どこへ行ってもよい見世物であった。
レイデンの駅は、ロッテルダムの駅には規模や宏壮ざの点で及ばない。けれどレンガ造りのなかなか立派な建物であった。｜行は駅前広場から、
馬車に分乗し、スタティオンウェッヒをまっすぐ進んだ。樹木の茂みの上から、大きな風車が顔をのぞかせていた。
ス
ト
ラ
ー
ト
やがて一フイン河の分流に架かる橋をわたり、この市いちばんの目抜き通りであるプレー街に入った。特異なオーフンダ式の屋根と窓をもった建
物が、街路の両側にところ狭いばかりに建ち並んでいる。乗合馬車、人馬、通行人が往きかう通りを、日本人をのせた馬車は旅宿へむけて進んで
草地に家畜が点々と遊んだり、草をはんでいる光景である。
松にとってはじめての経験なら、西をはじめその他の仲間もおなじである。二本の鉄路のうえを、人間を乗せた箱がうごき、ちゃんと目的地まで
（蛆）
運んでくれる、このふしぎなのりもの。その設備の優秀さ、速くて便利なこと、かねて聞きもし、想像していた以上なのにただただ驚くだけであ
った。学都レイデン。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
か
ら
レ
イ
デ
ン
ま
で
約
一
時
間
の
汽
車
の
旅
で
あ
っ
た
。
当
地
に
着
く
ま
で
、
い
く
つ
か
大
小
の
町
を
通
過
し
た
。
町
の
外
に
見
ら
れ
た
も
の
は
、
｜
面
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名
画
を
描
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
Ｉペル人らが来住するようになったときから、レイデンでは、繊維産業がさかんとなった。’五七一一一年十月から翌年三月までスペイン軍に攻めた
てられたが、この市はその囲みに耐え、市民は勇敢によく戦った。やがてこの市は落せぬと思ったスペイン軍は、包囲をといて退却した。
伝説によれば、オラニエ公ウィレムは、’五七四年レイデン市民の勇敢な行為をたたえ、その功労にむくいるべく、｜定期間税を免じるか、大
学を建設するか、どちらか選ぶようにいった。すると市民は大学を設けてほしい、といったという。
ウィレムは市民の希望をいれた。’五七五年大学の礎石がすえられ、その後大学の設備・拡充がおこなわれ、高名な学者を招き教育にあたらせ、
後年〃国際法の祖〃と呼ばれるユーゴ・グロティウス（一五八三～一六四五、法学者・政治家）や『医学論」（’七○八年刊）で有名なへルマン・
ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ
（
’
六
六
八
～
’
七
三
八
、
医
学
者
）
な
ど
の
碩
学
が
輩
出
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
屈
指
の
大
学
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
また十七世紀から十八世紀にかけて、レイデンから数多の画家が出ているが、最も有名なところではレンブラント（’六○六～’六六九）がい
る。かれは地元の粉屋の息子に生まれ、レイデン大学に入学したが、のち廃学し、ヴェネチア派絵画を学んだ。レイデンで長くくらし、数多くの
レイデン市の目抜き通り（Breestraat)、正面の建物は市
庁舎。
［筆者蔵］
西ら幕生が滞在した「ホテル・ド･ハウデ
ン．ゾン」（右端の建物）（現在のBrees
traatl55番地)。
静
か
な
町
で
あ
る
。
時
が
来
る
と
、
教
会
の
鐘
が
「
カ
ー
ン
、
カ
ー
ン
」
と
い
っ
た
澄
ん
だ
、
美
し
い音色をひびかせる。それがまた耳にとて
も
快
い
。
ラ
イ
ン
河
の
分
流
が
何
本
も
市
の
中
を
ゆっくりと流れている。その水はよどみ、
み
な
も
す
い
れ
ん
水
面
に
睡
蓮
が
浮
い
て
い
る
。
疾
病
に
襲
わ
れ
た
十
四
世
紀
中
葉
に
、
ベ
ル
ギ
ー
北
西
部
に
住
む
イ
幕
府
の
留
学
生
ら
が
、
長
い
旅
路
の
果
て
に
旅
装
を
と
い
た
レ
イ
デ
ン
は
、
〃
シ
ン
ゲ
ル
〃
と
呼
ば
れ
る
運
河
に
と
り
囲
ま
れ
た
古
い
町
で
あ
る
。
中
世
こ
の
か
た
ず
つ
と
眠
っ
て
い
る
よ
う
な
、
(30）１６１
社会学伝釆考
ホフマンが弟子二人を連れてきたのは、日本人らにレイデン市内を見物させるためである。西たちは、馬車に分乗すると、大・中・小学校、動
植物園、養育院、博物館、教会、病院、城などを逐次みてまわった。
馬車が石畳のうえを音を立てながら進むと、通行人は足をとめ、日本人にじっと視線をそそぐ。どの目も興味がしんしんとして尽きないようだ。
ま
ち
この古い中世以来の市は、その建物の形態・装飾、色彩のどれひとつとっても何ともいえぬ美しさをもっている。独特の切妻と壁をもった家。だ
こ
う
ぱ
い
いだい色や一月みがかった黒色の屋根の多くは急勾配をもち、中にはマッチ箱を立てたような正方形、長方形の家があり、ゆるやかな勾配がついて
（“）
という学生である。
いつつ。
1880年代当時のレイデンの城を描いた銅版画。
［筆者蔵］
Ｉ
コ
ー
ヒ
ー
に
パ
ン
、
そ
し
て
ソ
ー
セ
ー
ジ
又
は
ハ
ム
に
野
菜
．
ど
れ
も
珍
し
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
．
｜
同
が
朝
食
を
と
り
、
く
つ
ろ
い
で
い
る
と
、
十
時
ご
ろ
例
の
ホ
フ
マ
ン
博
士
が
、
日
本
学
専
攻
の
学
生
二
名
を
つ
れ
て
ホ
テ
ル
に
や
っ
て
き
た
。
一
人
は
ハ
ー
レ
ム
出
身
の
学
生
で
、
名
を
ド
・
ブ
ル
ウ
ク
と
い
う
。
も
う
一
人
の
ほ
う
は
ル
・
メ
イ
ト
ル
そ
れ
は
低
い
岡
の
上
に
建
っ
て
い
る
円
形
の
小
城
（
十
世
紀
の
創
建
）
で
あ
る
。
当
時
、
そ
こ
に
登
る
と
、
遥
か
カ
ッ
ト
ウ
ェ
イ
ク
の
海
岸
が
み
え
た
。
と
も
あ
れ
レ
イ
デ
ン
は
歴
史
と
文
化
の
ゆ
た
か
を
町
な
の
で
あ
る
０ 市に
は
十
四
世
紀
か
ら
の
古
い
町
並
み
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
。
並
木
の
多
い
運
河
に
そ
っ
て
、
三
層
、
プ
ル
フ
四
層
の
赤
レ
ン
ガ
や
白
亜
の
家
が
建
ち
な
ら
び
、
新
旧
の
両
一
フ
イ
ン
が
合
流
す
る
と
こ
ろ
に
古
城
が
そ
び
え
いつ●。
ている。
レイデンの幕生。
西
ら
幕
生
は
、
レ
イ
デ
ン
で
一
夜
を
明
か
し
た
。
ま
だ
オ
ラ
ン
ダ
に
着
い
た
と
い
っ
た
実
感
が
あ
ま
り
な
い
。
夢
や
お
伽
話
の
世
界
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
で
あ
ろ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
式
朝
食
が
待
っ
て
160（3１
ス
ト
ラ
ー
ト
博物館も市内に一一つあり、プレー街の「古代博物館」（一八一一一七年創設、プレー街十八番地）と「シ１ボルトの国立日本博物館」を見学した。
教会は市内だけでも十五カ所もあるという。そのうちクロックステーヒの「聖ピィーテルス大教会」（’’’’’五年の創建）、ピィーテルスケルクフ
ラフトの「ホーフラントセまたは聖パンクラス教会」などを見てまわった。
ついで馬車はフラウェカンプ（現在の国立民俗学博物館があるあたり）の「カエシリア病院または市病院」に至ると、そこも一見した。
こ
れ
ら
の
建
物
を
見
て
ま
わ
っ
た
の
ち
、
さ
い
ご
に
訪
れ
た
の
は
古
城
で
あ
る
。
これは円形のレンガを積み上げて造った小さな城であり、市のほぼ中央に位置している。銃眼つきの丸い胸壁がぐるりと丘の上を取り囲んでい
る。城内には古井戸が一つあるだけの何の変哲もない城だが、その起源は古く十世紀ごろの創建とされている。
一同は馬車をおりると、案内人のあとについで、一六五八年に造られたという門をくぐり、階段をのぼって行った。
それより馬車は、ラーペンブルフの運河沿いにあるレイデン大学の本部を訪れた。赤レンガのこの建物は、もとドミニコ派の尼僧院というだけ
キ
ュ
ー
ポ
ラ
あって、教会そっくりである。建物のわきに付いている小さな丸屋根の塔が、灰色の元エに向かってぬっと突き出ている。
丸屋根の下に時計がいくつか付いていて、｜時間ごとに鐘をうつ。また濃い灰青色の屋根には、小さな屋根窓がいくつもついている。屋内を一
見したが、議事堂のような大きな部屋には、歴代の有名教授たちの肖像画がかけられており、ひっそりとしていた。ついで建物に付随する植物園
養
育
院
も
、
市
内
に
い
く
つ
も
坐
の「プロテスタント孤児院」、
及び養老院」なども巡覧した。
園内には世界中から集められた珍しい植物が植えてある。蘭領東インドやシ１ボルトが日本から持ち帰って植えた、竹・モミジ・桜などがたく
さんみられる。温室もあって、そこにヤシ科の植物が栽培されている。
養育院も、市内にいくつもあった。ホフマンの住居に近いホーフラントセ・ケルクフラフト（中世には運河であったが、のち埋めて街路とした）
の「プロテスタント孤児院」、シント・ヤコブスフラフトの「ローマカトリック教会の孤児養育院」、ピィーテルスケルクホフの「ワロンの孤児院
二五八七年創設）の中に入る。
窓
も
一
風
変
わ
っ
て
い
る
。
格
子
を
縦
塁
日本人を乗せた馬車は、どこをどう程
ロックホール街の「市立ヒムナジゥム」
こ
う
し
格子を縦・横に組んだ大・小の窓は、白や濃い緑色でぬられていて、こげ茶のレンガ壁や白亜の壁から浮きでている。
どこをどう行ったものかわからない。やがてハーフェル街に至ると、そこにある「市立学校」（小学校）を見、ついで
などを訪れた。
32）１５９
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とにした。
ポンペは、海軍諸術や万般の学を修めるには、首都のハーグのほうがよい、といった考えをもっていた。｜方、ホフマンのほうは、レイデンこ
そが、日本人の修学にとって最適の場所と考えており、両者の考えは相いれなかった。
ポンペは幕生らといっしょに昼食をとったのち、再訪を約してハーグに帰って行った。
パ
ー
ト
ハ
イ
ス
またセント・ヘレナ島以来この日まで、日本人は風呂に入っていなかったので、ホテルの、王人にどこかに湯屋はないか、とたずねると、ここか
ら百メートルほど行ったところに「リュトヘルス」という湯屋がある、と教えてくれたので、｜同そこへ行って久々にゆっくり体のあかを落すこ
ルについたとき仲間の口からもれた。これ－
やがて昼食のしたくがととのい、｜同食》
九
～
’
九
○
八
、
も
と
出
島
の
医
官
）
で
あ
っ
た
。
かれは医師の林や伊東らとは旧知の間柄だが、幕生の中には初対面のものも少なからずいる。かれは幕生のあとから長崎を発ち帰国の途につい
たが、一足早くオランダに着き、当時ハーグに住んでいた。ポンペは取締の内田その他に、海相カッテンディ１ケの命により、「日本人掛」とな
（妬）
ったことを伝えにレイーデンにやって来たのである。
' 「リュトヘルス」というのは風呂屋の主人
（妬）
赤松だけは、日誌にその構造と特徴などを矢立てを取り出すと、しきりにメモし、また写生もした。
馬車による市内見物をおえると、ちょうど昼時になっていた。｜同いったん「ホテル・ド・ハウデン・ゾン」に戻ることにした。
た
の
し
い
は
ず
の
馬
車
を
駆
っ
て
の
市
内
見
物
も
、
馬
車
が
止
ま
る
た
び
に
、
数
百
名
の
野
次
馬
に
と
り
か
こ
ま
れ
じ
つ
に
閉
口
し
た
。
そ
ん
な
話
が
ホ
テ
ル
の
テ
ー
プ
に
つ
い
た
と
き
仲
間
の
口
か
ら
も
れ
た
。
こ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
思
い
や
ら
れ
る
。
あ
ら
か
ん
やがて昼食のしたくがととのい、｜同食べはじめると、まるで阿羅漢のような外国人がホテルの食堂にぬっと入ってきた。ポンペ医師（一八一一
の
名
前
で
あ
り
、
名
を
そ
の
ま
日本人桂トポンペ・フ
ァン・メールデルフォ
ールト
ま
屋
号
に
用
い
て
い
た
も
の
か
。
当
時
、
か
れ
は
風
呂
屋
の
理
事
を
し
て
お
り
、
フ
リ
メ
ー
ソ
ン
リ
１
（
相
互
扶
助
や
友
愛
を
目
的
と
す
る
秘
密
結
社
）
の
レ
イ
デ
ン
支
部
（Ｗ）
（「一フ・ヴェル｜アュー」）の会員でもあった。しかし、幕生らはそんなことは
何一つ知ってはいない。
｜同そこに出かけてみて入場料や石けんの高いことにびっくりしてしま
う
。
入
湯
料
は
一
人
一
回
五
十
セ
ン
ト
、
石
け
ん
は
一
個
十
セ
ン
ト
で
あ
る
。
158（33）
市長宅（現・プレー街八十五番地、いまは学生アパート）を訪れると、市長のジーヘンベークと妻エリザベット（当時五十歳）らにていねいに
出迎えられ、茶菓子などのもてなしをうけた。その折、ヨーロッパ人の接客法の巧みなのに驚くと同時に、日本人の客のあしらい方の稚拙さが思
二十一一日（六・八）、午前中、内田は榎本・伊東・林・津田および大川らをともない、ハーグに下宿先の下見に出かけ、午後おそくレイデンにも
どって来た。さらに二日後、ポンペはオランダ外相の日本人の学術修業に関する意見書をたずさえて、レイデンに来ると、幕生らと協議した。
ポンペは、ハーグに来なければ、とても十分な修業はできない、といった。そこで一同相談の結果、津田と西と職方五名は、レイデンにとどま
（蛆）
り、語学や数学を学ぶことにし、その他のものは一一十八日（六・一五）、ハーグへ引き移った。
レイデンに残留することになった西と津田、職方五名は、内田ら七名がハーグに移って行ってからも、約一ヵ月ほどホテル住いをつづけた。や
ろう。
ダ
ム
新
聞
』
は
、
そ
の
「
国
内
ニ
ュ
ー
ス
」
の
欄
に
、
日
本
人
の
こ
と
を
小
さ
く
取
り
あ
げ
た
。
曰く「レイデンー六月五日．教育を受けにわが国にやって来た何人かの日本青年は、まず当地のホテル・ド・ゾンに旅装をといた」．
翌日は、レイデンに来て初めて迎える日曜日である。早朝からホテル前は大勢の野次馬らがひしめきあっており、一歩も外へ出られそうもない。
昨日といい、今日といい、どうゆうことになるのか、いろいろ思いやられた。午後二時ごろ、ホフマンがやってきた。これからレイデン市長
（Ｄ・ティブゥール・ジーヘンベーク、一八五八～六六年まで在任）宅を訪問するという。
そ
の
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
馬
車
も
用
意
さ
れ
た
。
ホ
テ
ル
か
ら
そ
こ
ま
で
歩
い
て
も
せ
い
ぜ
い
十
分
ほ
ど
の
距
離
な
の
に
へ
馬
車
を
呼
ん
だ
の
は
野
次
馬
た
ち
の
せ
い
で
あ
。
い知らされた。
西ら幕生が会ったレイデン
市長ジーヘンベーク。
当
時
、
日
本
の
銭
湯
代
は
、
十
二
文
が
相
場
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
高
い
こ
と
に
驚
い
た
の
も
む
り
は
な
い
。
パ
ー
ト
カ
ー
メ
ル
各
浴
室
は
一
二
人
が
い
っ
し
ょ
に
入
れ
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
。
部
屋
の
中
に
は
、
椅
子
・
鏡
・
マ
ッ
チ
ま
パ
ー
ト
カ
イ
プ
でが備えられていた。肝心な湯船はすべてブリキ製であった。
幕生らは、料金が高いと思いつつも、さっぱりしたい気持が先行し、湯船に体をひたし、石
け
ん
で
体
に
こ
び
り
つ
い
た
あ
か
を
洗
い
流
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
日
本
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
湯
屋
に入ったのがこれが最初であった。また気づかなかったが、この日（洋暦六・六）、『ロッテル
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苣窒Ｌ皇
(3)
２
(’
(4)
悶日忠盈田
(1)西と津田が講義をうけに通ったフイッセリング教授宅（現在のRapenburgl2番地)。［筆者撮影］
(2)西の２度目の下宿（現在のHooigracht94番地）
(3)西の３度目の下宿（現在のＮｉｅｕｗｅＲｉｊｎ９４番地）
(4)津田の３度目の下宿（現在のHoogewoerdl25番地）
156（3５
日本人としてはじめて西洋の大学教授から直かに人文科学を教授されたのは、西と津田が最初である。両人が文久一一一年四月十八日（一八六三・
六
・
四
）
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
上
陸
し
て
、
慶
応
元
年
十
月
十
四
日
（
一
八
六
五
・
’
二
・
一
）
レ
イ
デ
ン
を
出
発
し
、
帰
国
の
途
に
つ
く
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
た
の
は
約二年半である。が、かれらが主に滞在した学都レイデンでの生活の実情については、よく分かっていないのである。
な
ぜ
な
ら
、
両
人
に
関
す
る
拠
る
べ
き
史
料
が
ひ
じ
ょ
う
に
乏
し
い
上
に
、
造
船
学
を
専
攻
し
た
赤
松
大
三
郎
（
則
良
）
と
は
ち
が
っ
て
、
在
蘭
中
の
く
わ
し
い
日
記
を
残していないからである。ただ救いなのは、赤松日記や西や津田が教えをうけたシモン・フィッセリング教授の講義筆記の稿本や両人がフィッセ
リ
ン
グ
お
よ
び
そ
の
家
族
と
や
り
取
り
し
た
手
紙
が
残
っ
て
お
り
、
あ
り
し
日
の
二
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
、
あ
る
程
度
わ
か
る
。
いま年譜的に、西のオランダ時代の主な出来事をたどるとつぎのようになる。
がてホフマンの世話でめいめい下宿先が決まると、逐次宿を引き払い、オランダ人宅へと移って行った。
津田と西の下宿先は、つぎのようになる。
津田……’八六一一一年七月ごろ、商人ハルトフ・マウリッッ方に入居（ホフマン宅の向い側、現・ホーフラントセ・ケルクフラフト国○・ｍ］四目の＆の丙の【宍
四目耳四十四番地）。翌一八六四年七月、現・ホーヘウールト百一一十五番地に転宅。
西……一八六一一一年七月ごろ、ホテルを引払い、プレー街のアウデンドルプ方（不詳）に転宅〔第一回目の下宿〕。のちホーイフラフト国・・侭田、耳九
十四番地に移転〔日付は不明、第一一回目の下宿〕・’八六五年、現・ニューウェ・レインニの口ョの幻旨九十四番地の仕立屋に移転〔日付は不明、第三回
目の下宿〕。
文久一一一年四月十八日（一八六一一一・六・四）……：…・…ロッテルダムに上陸、汽車でレイデンヘむかい、プレー街の「ホテル・ド・ハウデン・ゾン」に投宿。
四月十九日（六・五）………・……………：…レイデン市内を見物。市内の銭湯に行く。
四月一一十一日（六・七）・……・……・…………ホフマン教授の案内でレイデン市長宅を訪問。日曜につきホテルの前、見物人多｝し。
四月一一十七日（六・一一一一）……………………内田取締をはじめ海軍班の者、ハーグに転居。西、津田らレイデンにとどまる。のち西と津田、プ
レー街のアウデンドルプ（。＆の己・巳）宅（不詳）に転居（日付は不明）。
36）１５５
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九月二十一一一日（一一・四）……………………フィッセリング教授の講義はじまる。
十月九日（一一・’九）・…・………・…………木曜日。赤松、午後レイデンにおもむく。西や津田らと会い、市内を遊歩する。
十一月一一三日（’八六四・一・一一一）…………赤松、レイデンの西と津田の下宿を訪れたが、両人は不在であった。
元治元年正月元日（’八六四二人）……………「元治元年秤歳三十六歳（年のはじめｌ引用者）ヲ来丁府（レィデン）ブレードスタヲードォゥ
デンドルプ広街老村氏ノ櫻上一一迎フ」「西家譜略」（自叙伝）より。榎本、伊東、林ら津田を招き堅
モチにて雑煮をふるまう。
’一月一一十日（一一一・二七）………………………日曜日。西と津田、会食。
四月五日（五・一○）・…………………・……・ケルミスの祭。
四月七日（五・一一一）…………………………木曜日。津田、ハーグの榎本方を訪れる。同所で赤松とも会う。
五月三十日（七・’一一）…………………………日曜日。赤松、大川の下宿で職方一同に手当金を渡す。西、津田ら同人宅でソバをごちそうになる。
オ
ッ
プ
ヂ
レ
イ
ン
慶応元年正月（一八六五・｜）…：………………・……「歳一一一十七歳ヲ来丁府来因河畔裁縫商某の模上二迎フ」「西家譜略」（自叙伝）より。
八月一一日（’八六五・九・一’一）…・………：鍛冶職・大川喜太郎、アムステルダムでアルコール性肝炎により病死。「腹部は太鼓のごとく張り、
（伯）
胸部は紫色に焼けおりたれども……」。
八月四日（九・一一一一一）…………………………西と津田、アムステルダムにおもむき会葬する。
十月十四日（’一一・｜）・…・……・…・・…・……西と津田、この日をもって学業をおえレイデンを離れ、帰国の途につく。ハーグの榎本の下宿に一
同
あ
つ
ま
り
、
酒
宴
を
も
よ
お
し
、
別
れ
を
告
げ
る
。
五月一一十日（七・五）…………………………日曜日。
五月一一十七日（七・一一一）……………………日曜日。
六月十八日（八・一一）・…………………・・……日曜日。
七月一一一○（九・’一一）………………・・……・…土曜日。
八月一日（九・一一一一）………．．…………：：…日曜日。
八
月
八
日
（
九
・
二
○
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
曜
日
。
たのち、
も
ど
る
。
西と津田、ハーグの赤松の下宿を訪れる。両人はこのころ洋装であった。
赤松、伊東、林、榎本、沢ら五名、レイデンにおもむき、西および職方の下宿を見舞う。
赤松、津田および西の下宿を訪れ歓談。
赤
松
、
レ
イ
デ
ン
の
諸
所
を
訪
れ
、
夜
行
で
ハ
ー
グ
へ
も
ど
る
。
赤松、津田の下宿を訪れる。
日
本
の
十
月
の
陽
気
と
な
る
。
赤
松
、
午
後
か
ら
レ
イ
デ
ン
に
お
も
む
き
、
職
方
連
中
に
手
当
金
を
渡
し
西や津田と会う。西の案内で赤ランプの遊女屋を試みる。夜九時十九分の汽車でハーグへ
154（37）
また時間があれば、フランス語を習いたい、とも述べている。フランス語は、すべての学問に重要な役割をなしているからだとし、われわれ日
本人にとって、フランス語を話すことは甚だ困難だといい、「英語はすでに勉強しましたが、それを話すことはできません。しかし読んだり、理
良
き
師
を
一
名
選
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
っ
て
い
る
。
西
は
オ
ラ
ン
ダ
へ
む
か
う
テ
ル
ナ
ー
テ
号
の
船
上
で
、
留
学
生
の
世
話
掛
に
宛
て
て
蘭
文
書
簡
を
し
た
た
め
、
学
習
上
の
希
望
や
計
画
な
ど
を
伝
え
た
。
西
が
書
い
た
一
書は、まだ誰に師事するかが分らぬ時期に書かれたものであるから、宛名は「関係者各位」となっている。日付もついていない。
ホ
フ
マ
ン
は
、
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
教
授
経
由
で
同
書
簡
を
一
八
六
三
年
六
月
十
一
一
日
（
文
久
３
．
４
．
別
、
幕
生
ら
が
オ
ラ
ン
ダ
に
到
着
し
て
約
一
週
間
後
）
に
受
取
っ
これらすべての学問をわずか一一、三年の滞在で修得することは不可能と考えられるので、「私の意図は、そのためにこれらの学問を逐条的に、
（別）
順序だてて学ぶのではなくして、簡要なことを習得することであります」といい、要点だけを速修的に学びたいと伝、えた。
各科目を一つずつ学ぶことは、今後なされるであろう第二回目の留学生にやらせて欲しい、といい、以上わたしが述べたことを理解された上、
文
面
は
、
海
軍
局
（
御
軍
艦
操
練
所
）
と
駐
日
オ
ラ
基
本の海軍将校や蕃書調所からもわれわれ二名が派瘤
学
ぶ
た
め
の
官
立
の
学
校
（
洋
書
調
所
）
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
学
校
の
設
備
や
教
授
法
に
は
欠
陥
が
あ
る
と
い
い
、
「
物
理
学
、
数
学
、
化
学
、
植
物
学
、
地
理
学
、
歴
史
学
、
ｌ
そ
れ
に
四
ヶ
国
語
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
語
高
地
ドイツ語、英語、仏語」などを教授しているが、学生はただそれらを読み理解するに止まっていると記している。
ヨーロッパ列強との交渉や国事や国内の諸施設の改善をおこなうためにも、これからは統計学、法律学、経済学、政治学、外交術が必要になる
が
、
こ
れ
ら
の
学
問
は
日
本
で
は
未
知
の
分
野
で
あ
る
、
と
語
っ
て
い
る
。
ている。
西の学習計画。 十月十五日（’二・一一）．：……………………西と津田、ベルギーへむかう。レイデンの書籍商ファン・サンテン同行する。
十一一月一一十九日（一八六五・二・一四）……西と津田、横浜に帰着。
と
駐
日
オ
ラ
ン
ダ
領
事
デ
・
ウ
ィ
ッ
ト
と
の
間
で
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
軍
艦
を
一
隻
建
造
し
て
も
ら
う
契
約
を
結
ん
だ
が
、
日
わ
れ
二
名
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
近
年
、
日
本
も
外
国
と
外
交
通
商
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
術
を
38）１５３
社会学伝来考
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
は
、
西
と
津
田
の
語
学
力
は
十
分
で
な
い
と
見
て
と
っ
た
の
で
、
語
学
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
基
本
か
ら
学
ぶ
必
要
を
説
い
た
。
や
が
て西と津田は、いつから始めたものか不明だが、小学校の校長で、初等・中等学校用のオランダ語文典を何冊か著したＪ・Ａ・ファン・ディクか
ら、｜週六時間（西の「五科口訣記略による」）、約一一一カ月間オランダ語の特訓をうけ、ついで一八六一一一年十一月一一一日（文久３．９・躯）より、毎
週火曜と金曜日の晩、フィッセリング宅（現・ラーペンブルフ冗邑の弓巨『ぬ十一一番地、現・学生アパート）に通い、個人教授をうけることになっ
利を保留した。
渡蘭後、幕生が日本人世話掛のホフマンやポンペから指摘をうけたのは、オランダ語の発音の悪さであり、それを匡正する必要があった。結局、
西と津田の教育を引きうけたのは、レイデン大学のシモン・フィッセリング教授（一八一八～八八）であるが、両人が西洋人についてこれまで教
わ
っ
て
き
た
概
念
や
物
の
考
え
方
に
通
じ
ず
、
ま
し
て
や
オ
ラ
ン
ダ
語
の
、
話
し
こ
と
ば
（
会
話
力
や
聴
解
力
）
に
未
熟
で
あ
ろ
う
点
か
ら
、
講
義
を
い
つ
で
も
や
め
る
権
いっしょに渡蘭した赤松大三郎は、仲間のオランダ語の学力について若干ふれているが、内田と伊東は、「書物は読めるやうになっていたが、
へ
た
く室話は下手であった」といっている。「その次は榎本、沢、林で多少の素養はあった」といい、だめであったのは最年長の田口で、船中ですこし
（皿）
学んだだけで進歩はなく、はなはだ怪しく、気の毒に思ったと述べている。
いちばん学力が高かったのは、深川冬木町八幡裏の坪井信良の塾に学び、のち蕃書調所の教授手伝並をつとめた赤松ではなかったかと思われる。
か
れ
は
坪
井
塾
以
来
、
書
物
の
う
え
で
オ
ラ
ン
ダ
語
の
修
業
を
相
当
し
て
い
た
の
で
、
た
い
て
い
の
用
に
も
さ
し
つ
か
え
な
か
っ
た
が
、
発
音
だ
け
は
よ
く
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
赤
松
は
士
分
の
者
た
ち
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
力
を
あ
ま
り
高
く
買
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
内
田
・
沢
・
榎
本
・
伊
東
・
林
ら
の
語
学
力
は
そ
れ
ほ
ど
低
い
も
す
。
こ
の
学
問
は
、
（皿）
ます」と伝管えた。
解したりします」と語っている。
のでなかったはずである。
でない。
西
に
せ
よ
津
田
に
せ
よ
、
両
人
は
蕃
書
調
所
の
教
授
手
伝
並
で
あ
っ
た
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
の
読
解
力
は
か
な
り
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
力
の
ほ
ど
は
明
ら
か
ブ
イ
ロ
ゾ
フ
ィ
ウ
ェ
イ
ス
ペ
ヘ
ー
ル
テ
ついで時間があれば、「哲学」の一端でも勉強したいといっている。「勺二・ｍ・己亘①とかヨ「二ｍすの、の①【（①とかいわれる学問をも学びたいと思いま
―
こ
の
学
問
は
、
わ
が
国
の
法
律
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
宗
教
思
想
と
は
異
な
り
、
デ
カ
ル
ト
、
ロ
ッ
ク
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
カ
ン
ト
等
の
唱
導
し
た
も
の
で
あ
り
１５２（3９
トに筆記できるほどの語学力はなかったので、フィッセリ』
れを書き写した上で講義にのぞんだものと考えられている。
フィッセリングは授業計画をたてた。二人に授けるべき】
りであった。政治学にはつぎの五科があるとし、それを示‐
な
ど
で
あ
る
。
フィッセリングは、これらの科目の範囲は広いのに、学ぶ時間は短いから大要だけを教え、あとは両人に後日、書物によってくわしく学習させ
五四三 二万
国
公
法
之
学
（
国
際
公
法
）
国法之学（国法学）
制産之学（経済学）
政表之学（統計学）
［西の訳語］
性法之学（自然法）
［原名］
［幕末から明治初年にかけて西、津田らが翻訳刊行したもの］
【の目」のぐ目ｚ胃目閂の巴………………「性法説約」（西周訳、慶応三年［一八六七］刊）。
「性法略」
（神田孝平訳、明治四年［一八七二刊）。
【のご己のぐ目ぐ・一戸①日の巴………………
「万国公法』（西周訳、慶応四年［’八六六］刊）。
【のご巳のぐ目の百日閂の巴…………………「泰西国法論』（津田真道訳、慶応四年［一八六八］刊）。
【のご己のぐ目の冨囚夢昌のケ・已百＆①……訳書なし。
（銘）
【の目】のぐｐｐｍ（四房（】の【…………………「表記提綱』（津田真道訳、明治七年［一八七四］刊）。
’一人に授けるべき学科は、広義の政治学の原理であり、それを二ヵ年でなるべく簡単明瞭に説明するつも
る
と
し
、
そ
れ
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
若き日の赤松大三郎
(渡蘭後撮影したもの）
フィッセリングは講義を行なう前に、
Ill鍵liil1I
その草稿を両人にあらかじめ渡し、
一宇一
一雪‐（・》や一一
壷
。）》在（
グ〈（》γ』
〆〆・‐
〆
〆
／／▲
フィッセリング教授の肖像
（レイデン大学蔵）
た。フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
の
講
義
は
、
大
学
の夏期休暇とクリスマス休暇をの
ぞ
い
て
、
週
二
回
、
夜
九
時
か
ら
二
時
間
ほ
ど
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
津
田
と西はオランダ語の文語にこそ多一
少
通
じ
て
い
て
も
、
師
の
口
述
を
ノ
ー
め
渡
し
、
下
読
み
さ
せ
た
。
二
人
は
そ
(40）１５１
社会学伝来考
フィッセリングは、西や津田に経済学の講義をしていたとき、社会主義的思想を批判し、両者の興味をそそった。当時、オランダの哲学界はお
（弱）
おむねコントの実証哲学の影響下にあり、フィッセリングもその流派に属していた。哲学界の代表的学者コル冨不リス・ウィレム・オプゾーマー
６．日の房三］］①日○官・・曰円（一八一一一～九一一、ユトレヒト大学哲学教授）も、コント学派のひとであった。
蓼
１
１
零
．
こ
ろ
西は『洲西先生論集全」（明治Ｅ・４）の中で、オプゾーマーについてふれ、「余十年前、利蘭二遊ヒシ時、和蘭ニテ其頃有名ノ哲家タルハ、
コ
ン
ト
ー
Ｌ
Ｉ
Ｉ
阿伯〈室米爾氏ナリ此人ナトモ坤度、王為拉、彌爾、等ヲ推尊セヲレタリト見１」（一一頁）と語っている。
ヲ
ツ
プ
ソ
ー
メ
ル
フ
エ
エ
ミ
ル
オプゾーマーは、’八一一一年九月一一十日ロッテルダムに生まれ、当地のエーフスムス・ヒムナジウム（六年制の中等教育機関）を経てレイデン大
学に進学し、法律や神学、哲学などをまなび、一八四五年十月博士号を取得した。’八四六年一月、勅命によりユトレヒト大学の哲学教授となり、
（師）
のち『民法』（三巻、’八四九～五一一年刊）をはじめ、多くの著述を著わした。
オプゾーマーは、アーノルド・ゲーリネックス（の①已曰の×》し目○一□、’六一一四～六九、オランダの哲学者、デカルトの影響をうけた）やスピノ
ザ（’六一一一一一～七七、オランダの哲学者）の以降のオランダ最大の哲学者らしいが、万有在神論を主張したドイツの哲学者クラウゼ（【日巨の①》
【閂｝Ｏ耳一のは自司己①Ｑ『一ｓ、’七八一～’八一一一一一）の影響をうけ、神学研究に従っていたが、ユトレヒト大学で講じるようになってから、コント
や
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
（
’
八
○
三
～
七
六
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
、
経
済
学
者
）
な
ど
に
傾
斜
し
て
行
き
、
著
作
や
講
義
に
よ
っ
て
、
こ
の
派
の
哲
学
を
吹
や
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
（
’
八
○
三
～
‐（師）
美ご込んだため、国中に広がって行ったという。
ち
ょ
う
ど
西
や
津
田
が
オ
ラ
ン
ダ
に
い
た
時
分
は
、
の
中
に
は
、
オ
プ
ゾ
ー
マ
ー
の
も
の
が
か
な
り
多
い
。
宗教（キリスト教）については扱わないことにした。哲学に類した科目は、含まれていなかった。けれど西も津田も哲学や一般思想にたいする
（別）
関
心
は
深
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
界
の
思
潮
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
フィッセリングは、’八五○年からヤン・ルドルフ・トルベッケ（’七九八～’八七一一、オランダの政治家、’八四年オランダの自由主義新憲
法
を
起
草
、
の
ち
三
た
び
組
閣
）
の
後
任
と
し
て
、
レ
イ
デ
ン
大
学
で
経
済
学
・
統
計
学
・
外
交
史
な
ど
を
講
じ
た
の
で
あ
る
が
、
哲
学
的
に
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
に私淑していたらしい。
るつもりであった。
そ
の
勢
力
が
学
界
を
風
塵
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
西
や
津
田
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
哲
学
関
係
の
書
物
150（41）
西
は
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
の
講
義
や
オ
プ
ゾ
ー
マ
ー
の
著
書
を
通
じ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
実
証
主
義
を
識
り
、
そ
の
立
場
に
よ
っ
て
哲
学
的
思
索
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
が
、
西
が
オ
プ
ゾ
ー
マ
ー
や
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
存
在
や
そ
の
学
説
を
識
っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
幕府の洋学校ともいうべき蕃書調所（文久一一年〔’八六一一〕には「洋書調所」、翌三年には「開成所」に改称）が持っていた哲学関係の洋書の
う
ち
、
現
存
す
る
の
は
十
七
冊
で
あ
る
。
こ
の
中
に
オ
プ
ゾ
ー
マ
ー
の
も
の
と
し
て
は
「
真
理
と
そ
の
根
源
』
□
の
ご
§
蟇
の
ミ
ミ
ミ
忌
訂
弓
ご
ミ
ミ
一
冊
が
含
ま
れ
る
。
しかし、これは第二版（一八六一一年刊）であるから、西は同所に勤務中、目にふれることはなかったはずである。
またオーギュスト・コントの「実証哲学講義』○員易烏菖曽の８ｓ局、・の葛量］・国・国昌一一再の①罠】の》］函窒）は、十一一版（’八六四年刊）である。
し
た
が
っ
て
西
は
渡
蘭
前
、
ま
だ
オ
プ
ゾ
ー
マ
ー
や
コ
ン
ト
の
名
を
知
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
森林太郎箸「西周伝」の序（明治三十年）には、余（津田真一郎）は、レイデンに住み、レイデン大学のフィッセリング教授について「欧州政
た
が
い
た
た
か
学の要を聞き、余暇互に議論を闘はしたり・但君（西周助）はカント派の哲学を喜び、余は去陣の実学（実証哲学？ｌ引用者）を好めり」
き
み
よ
ろ
こ
とある。
こ
の
文
章
に
よ
る
と
、
西
周
助
は
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
中
、
カ
ン
ト
の
哲
学
に
親
し
み
、
一
方
、
津
田
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
実
証
主
義
の
信
奉
者
と
し
て
、
フ
ィ
ッ
［西周助の蔵書］
己の君四四ｓの丘のごず日の【の□すＲｏｐｐのロ・屋望・
〃
ノ
ロの。の、□の『三の（のロの０ケ四℃．』、巴・
の庁四四【の［の、庁の］】］丙。ごＱの月田○の丙・
ヨの庁のロの、言己のロヨ］のワの、の①耳の」②望．
［津田真一郎の蔵書］
国のづご①Ｎのご』の【□ご胆のＰの旨口のロのごシ日の（①ａ田口）』函室・
ＤＣ目（の》シ・少一ｍの日の①ロの四○口□の一四ｍのロロの［の庁①］一付のご「】］のウの、の①［（の．ｍ・の曰くのロケ四ｍ①》』函宝・
注
・
麻
生
義
輝
「
近
世
日
本
哲
学
史
』
＊『物の存在』（’八四八年）
＊『実証哲学の一般的基礎」（一八四一ハ年）
（［覆刻］昭和蛆“５、六四頁）より。＊は引用者による。
＊「真理Ｌ」その根源』（一八五九年）
＊『科学の道」（一八五一年）
＊『
曰
】
内
法
の
研
究
」
（
？
）
＊『科学と哲学』（’八五七年）
42）１４９
社会学伝来考
それより二人はパリに出ると、しばらく都見物をして遊んだが、この間に森有礼、福地源一郎らと交遊した。ついでマルセイユに至り、そこか
らフーフンス郵船でアレキサンドリアに出、さらに陸路スエズに出ると、ふたたび船に乗り、香港、上海を経て、同年十二月一一十八日（’八六六・
一一・’三）横浜に安着した。そしてその夜のうちに江戸に入った（「五科口訣記略」）。
翌慶応一一年三月、前職を引きついで開成所（蕃書調所の後身）の教授手伝となり、かたわらフィッセリングの講義録「万国公法之学」（国際法）
で一泊し、
をつげた。
（詔）
平和論」の執筆者としてのカントであった。
西がコントの哲学概念にふれたのはオランダにおいてであり、「開題門」（オランダ時代の良質のノートに、槽書（漢文）で書き記した哲学入門
（弱）
のような原稿）には、コントやミルへの実証、王義思想への傾倒が表れている。が、つぎに引く漢文はひじょうに難解である。
セ
リ
ン
グ
の
講
義
の
余
暇
に
議
論
を
戦
わ
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
慶応元年十月十四日（’八六五・’一一・一）の午後、西と津田はレイデンを出発し、帰国の途についた。当日は見送りの同胞らとロッテルダム
一泊し、翌十五日はブリュッセルに至った。当地までレイデンの書籍商ファン・サンテンが多年の友情から両人に同行したが、ここで双方別れ
しかしながら、西がカントの哲学を信奉したのは明治十年ごろまでであり、「純粋理性批判」二七八一年）の著わしたカントではなく、「永久
た
だ
ぼ
ん
き
ん
ポ
ス
テ
ィ
ピ
ズ
ム
ぎ
ょ
し
よ
う
峰
、
輔
近
（
こ
の
ご
ろ
ｌ
引
用
者
）
に
至
っ
て
、
学
士
氏
非
士
謨
（
・
・
の
一
言
目
実
証
哲
学
）
は
擢
證
確
実
弁
論
明
哲
な
れ
ば
（
道
理
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
、
意
か
）
、
ま
さ
こうがく
こ
ア
ソ
ア
い
皮
し
こ
う
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
コ
ン
ト
は
じ
こ
れ
う
た
将
に
大
い
に
後
学
に
補
す
う
○
こ
と
（
自
分
に
と
っ
て
役
立
つ
こ
と
）
あ
ら
ん
。
是
れ
わ
が
亜
細
亜
の
未
だ
見
ざ
る
所
な
り
。
而
し
て
塊
梧
支
・
坤
度
実
に
首
め
て
之
を
唱
う
（
と
な
、え『６）。
ポ
ス
テ
ィ
ピ
ズ
ム
オ
ー
ゴ
ス
ト
コ
ン
ト
唯
至
軸
近
、
学
士
氏
非
士
謨
撮
證
確
実
、
弁
論
明
哲
、
将
有
大
補
乎
後
学
。
是
我
亜
細
亜
之
所
未
見
。
而
澳
梧
支
・
坤
度
実
首
唱
之
。
蓋
取
理
於
胸
臆
、
無
有
堤
際
。
錐
論
大
而
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
ア
ナ
ル
キ
ー
（
㈹
）
語詳、所稗幾可。弁駁相継、支吾互発、所謂斐圭凶蘇比之学亜那爾幾非邪。
け
だ
き
よ
う
お
く
て
い
さ
い
く
わ
ほ
と
べ
ん
ば
く
あ
つ
し
ご
蓋－し理を胸臆（心の中）より取りて、堤際有ること無し。論は大にして語は詳しく、稗する所幾んど可なり。弁駁相い継ぎ、支吾（行き違い）互い
い
わ
ゆ
る
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
ア
ナ
ル
キ
ー
に発し、所謂斐歳幽蘇比（哲学）の学亜那爾幾（無秩序、混乱）は非なるか。
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明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
宮
内
省
御
用
掛
、
翌
年
『
利
学
』
（
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
の
白
忌
ご
冒
舅
ミ
功
利
主
義
の
訳
）
を
刊
行
。
明
治
十
一
年
参
謀
本
部
出
仕
。
明
治
十
二
年
（
’
八
七
九
）
｜
月
、
東
京
学
士
会
院
が
設
立
さ
れ
る
と
、
津
田
真
道
と
と
も
に
そ
の
会
員
に
選
ば
れ
、
の
ち
会
長
と
な
る
（
『
東
京
日
々
」
明
治
皿．１．羽）。明治十三年参謀本部御用掛（准奏任官、月給三五○円）となり、京橋区一一一十間堀に移転した（『東京日々」明治Ⅲ．１．４）。
明治十四年、五十三歳。文部省御用掛兼東京師範学校校長。『兵語字書』なる。翌年、元老院議官に任ぜられる。明治十六年、「独逸協会学校」
の
校
長
と
な
る
。
明
治
十
七
年
二
八
八
四
）
｜
月
、
学
習
院
に
お
い
て
「
哲
学
会
」
（
東
京
大
学
の
教
員
お
よ
び
哲
学
者
ら
が
中
心
と
な
っ
て
作
っ
た
団
体
）
の
発
会
式
が行なわれた。西もその会員となったｓ郵便報知』明治Ⅳ・１．肥）。
この年の十二月、津田真道とともに「日本節酒会」の会員となった（『東京日々」明治Ⅳ．ｎ．妬）。
明治一一十一一一年（一八九○）貴族院議員に勅選。明治三十年（一八九七）一月、男爵を授けられた。一一月一日中風により大磯の別荘で死去。享年
六十九歳であったｓ国民』明治刈・２．４）。
の翻訳に従事し、同年末これを訳了した。
宗
三
の
あ
と
を
引
き
う
け
た
も
の
）
を
営
ん
だ
。
明治元年（’八六八）、時に四十歳。洩
れて上京すると、兵部省に出仕、学制取訶
英舎」）を開き、翌四年、神田小川町広小
「
新
聞
雑
誌
五
」
（
明
治
４
．
６
）
に
み
ら
』
生徒
洋
学
西
周
助
十一一一名
と
あ
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
た
。西周はオランダ留学中にヨーロッパの社会科学、とりわけコントの実証哲学の洗礼をうけ、帰国後その移植者として知られた。西は、主として
西
周
と
社
会
学
あ
ま
ね
六
八
）
、
時
に
四
十
歳
。
沼
津
兵
学
校
頭
取
と
な
り
、
城
内
に
住
ん
だ
。
翌
年
十
一
月
、
周
助
を
改
め
、
は
じ
め
て
周
と
称
し
た
。
明
治
一
二
年
、
微
さ
兵
部
省
に
出
仕
、
学
制
取
調
掛
と
な
り
、
同
年
十
月
に
浅
草
鳥
越
三
筋
町
に
居
を
す
え
、
自
宅
か
ら
す
こ
し
離
れ
た
所
に
借
家
を
か
り
て
私
塾
（
「
育
（Ⅲ）
ユ四年、神田小川町広小路角の屋敷に移転すると、英・数・国漢を教、えた。
（明治４．６）にみられる「都下の私塾一覧」に、
陸
軍
大
丞
に
任
じ
ら
れ
、
同
七
年
に
は
「
明
六
社
」
（
明
治
六
年
森
有
礼
を
中
心
に
つ
く
ら
れ
た
思
想
団
体
の
一
つ
）
の
会
員
に
な
っ
同三年一一月、奥詰となり京都におもむくと、公務のかたわら私塾（名称は不詳、徳川昭武に随った木村
(44）１４７
社会学伝来考
論）につい
小品Ｈのしょっぱなに「斐歯蘇比」（〃哲学〃のこと）の壷
出てくる。が、コントに一一一一口及したのは、これが最初であろう。
ソ
シ
オ
ロ
ギ
Ｉ
ソ
シ
オ
ロ
ジ
ー
さらに小口叩四の中に、「曾士乎魯義」（〃社会学〃のこと）の
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
公
刊
の
目
的
を
も
た
ず
、
私
記
と
し
て
し
ま
い
込
ん
で
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
十
一
月
上
旬
、
浅
草
鳥
越
町
前
町
よ
る
ず
や
（開）
にある万屋の持物である長屋で私塾（「育英全ロ」）を開くや、「百学連環」（「子供を輪の中に入れて教育する」の意。ヨーロッパの一局度な学問の慨
英書を通じて学んだコント社会学の片鱗を、文明開化期の日本一
か
れ
が
紹
介
し
た
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
論点をこの二点にしぼり、これらの問題について論じてみた・
幕末期、西はコントの学説について人に何も語らず、また何。
私塾での講義の中でそれに一一一一口及している。西がはじめてオーギ’
西の「開題門」（短文による小品、前半は中
（田）
オランダ時代の思索であると推定されている。
ン
ダ
に
留
学
中
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
西は講義の中で、コントとその三段階説、実証哲学などについて一一一一口及している。 （舵）
西の「開題門」（短文による小口叩、前半は中国の儒学と西洋哲学の沿革を略述し、後半は学問体系論、すべて難解な漢字で書かれている）は、
ま
た
（
エ
チ
ッ
ク
）
》」
の
ち
（
ポ
リ
チ
ッ
ク
）
》」
又役知古（の三８倫理［学］）と名づくる是れなり。後、人を治めるの要を論じ、政原索理知機（己○一三、の政治学）と曰ふ是れなり。
み
な
も
と
り
り
そ
う
ひ
ら
（の。。】○一・巴社会学）と名づく。此の一一編は源を前四篇から取り、以って理利の宗ヲ開く．：…
（エチック）
（
競
り
チ
ッ
ク
）
（
ソ
シ
オ
ロ
ギ
ー
）
（脳）
又名役知古是也、後論治人之要、日政原索理知幾是也、又名曾士乎魯義、此二編取源於前四篇、以開理利之宗、（後略）
て講義を開始した。 ヒ
ロ
ソ
ヒ
１
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
斐歯蘇比一（〃哲学〃のこと）の語が●出てくる。
これらの問題について論じてみたい。
何も語らず、また何も記していない。が、明治維新後、稿本（下書き）用にいろいろメモを取り、また
西
が
は
じ
め
て
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
存
在
を
知
り
、
そ
の
学
問
体
系
に
つ
い
て
は
じ
め
て
筆
を
取
っ
た
の
は
オ
ラ
文明開化期の日本文化に移植したのであるが、
の語がはじめて姿をみせるが、
そ
の
あ
と
実
証
哲
学
、
実
証
主
義
の
こ
と
ば
や
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
名
が
西はの・口○一・空を音訳している。
かれはどの程度それに通じていたのであろうか。また
（
ソ
シ
オ
ロ
ギ
ー
）
又
曾
士
乎
魯
義
146（4５
この文章は、ジョージ・ヘンリー・ルイス（の①・后の■の目ごＦのぎのの》屋］「～『、》イギリスの哲学者、批評家）の『列伝哲学史」（団】・ぬ日日】８］
四宮○二・ｍ夢の弓三・の○℃ご）中の「オーギュスト・コント」（第一一章六四一一一～六五六頁）に関する記事を要約したものである。
西が参酌した原文は、つぎのようなものである。
つ
ぎ
に
引
く
文
章
は
、
実
証
哲
学
に
つ
い
て
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（朱書）
○
実
理
上
哲
学
三
・
三
二
雪
呈
す
の
言
豊
菖
１
両
雪
盲
三
・
二
三
畳
舅
…
唇
…
臺
胃
三
答
誉
…
浸
巨
言
臺
三
三
・
１
三
三
目且岳のミ⑮目菖）風向巳》。Ｈ弓の日日、武四＆》岳の已○の（言の。【のＱのご〔風、．（中略）
巨弓のの愚ミミミベミの宮、の》岳の白】己の①の【の四津のＲｎ§の異口の口『①のＳ戸口○葛弓の①ｍの①ロ、①の。、弓曰、の目□弓の肖白。□①の。【○℃の日は○口．（中略）
百号のミミ貝菖》風ロミの国頗の》ゴ豆＆』の。ゴー］四口］。□感ｎ日』○口。【岳の命○口目のＨ》すニョ「豆ｏケ』の旨〕己。Ｈ百日四の四斤田口の匿○目］の菌、①》（中略）
旨岳の已○の菖烏の菌、の》弓の曰一己》８曰く宮Ｏの□。【号の百ニーミ。【四一］】ｇ巳二言汁。Ｂこの①の囚己の⑩の①ごＯのの》四壱］』①の】（の①」洋○岳の○ずの①『ぐ臼］。ご囚己Ｏ］四ｍの践日毬○口
。｛旨ミヨ己亘ＳＨの胸巨］胃の①魚のＲの》（後略、□・の裳～ロ．、ミ）
（師）
と一一一戸へり（後略）
すぺ
つ
ご
う
よ
と
げ
そ
れ
す
な
わ
ぷ
た
い
ぼ
近来仏国のシ巨砲Ｅの庁の０．日庁①なる人の発明せし語に、総て何事にもあれ最初より都合克く遂るものにあらす、其を遂んには⑩（四ｍの即ち舞台、或は場と
そ
の
は
じ
訳する字にして、其場所一一一シあり。始めの一シより次第に一一シを経て、第一二に至りて止ると云へり。
其の第一の場所とは目彦の。］。、】８｝の画、の即ち神学家、第一一は三の画己どの」８］の画、の即空理家、第一一一は弓・の葺く①の百ｍの即ち実理家、此に至り始めて止る
弔○の】（一ぐの勺三一○の○℃ご・此学の根元は仏人シ后屋の（の○○日庁の什一零及ひ英人三二の弓の一一片｝蕊及ひ］・言の已胃（二二］なり。ミルなる
（、）
人は当今尚存〈叩なるへし。
か
の
え
う
ま
（
明
治
一
二
年
庚
午
冬
十
一
月
西
先
生
口
述
「
百
学
連
環
」
第
一
総
論
稿
氷
見
の
饒
香
）
46）１４５
社会学伝来考
物理学・化学・生物学
西
の
「
五
原
新
範
」
は
、
明
治
四
、
五
年
（
（閉）
また「百学連環覚書」（第一冊）の中にコンーｒの名が出てくる。
寡廃：庁
雪
望
○。こ『のＱの□ず一一○の。ロケご己○の一はぐの
０勺０勺
少巨胸巨の（○○日（の＋弓①ロー］の、『
０
０
のＲロ己一ユｎ口｝Ｏ一四ｍの】ｍ－Ｃｍ（一○口。【【四、〔の
喜崖」い
雪
望
斜
謄
（
西
先
生
口
授
第
二
編
第
一
一
号
百
学
連
環
第
一
一
編
稿
中
な
か
み
の
饒
香
）
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ご
ろ
、
講
義
用
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
コ
ン
ト
の
科
学
分
類
法
に
よ
っ
た
、
天
文
学
・
（的）
の五科を、百学の基本的学科と考、え、原学、五原、五学などと呼んだ。
は
つ
う
ん
（刀）
Ｐ
０
ｊ
Ⅲ
ロ
－
Ｃ
二
『
》一》》一》》一一》
E」艶，…'7力了:惹蟻;畠～へ副ズーニベ:「「÷三豊鷲歸;■１．．勺ｍｆｆ字一.GLdNDON:上十に…ＷｊサルGBE醐些肝がtj髄187趾ど（入･ﾂﾞ:､趣･'－．ロー■、 》」露一一一（』》》》●。■０●■‐１・ の｜□鋒電…盤▽.醜＝ぬ由のO応画面仏”
西周がコントの三段階説を説くとき利用した
ジョージ・ヘンリー・ルイス箸「列伝哲学史ｊ
(第３版より)。
［早稲田大学中央図書館蔵］
「生性発穂」は、明治四年前後の起稿と考えられ、哲学の性質、
西
洋
哲
学
史
を
概
説
し
、
さ
い
ご
に
コ
ン
ト
哲
学
を
土
台
と
し
て
、
じ
ぶ
ん
（、）
の学問体系を明らｂかにしたものである。全編コント哲学の解説で
もある。
この中で西は、コントの小伝、その実験上の理論、三段階説、
生命論、社会学（人間学）、などについて論じている。
コ
ン
ト
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
名
ハ
塊
胡
斯
、
姓
ハ
坤
度
（
十
紀
後
一
七
九
五
～
’
八
五
七
）
、
仏
ノ
１４４（47）
とある。
ま
た
実
験
上
の
理
論
、
生
命
論
、
三
段
階
説
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
の
ち
そ
の
つ
い
で
厄羅爾徳州蒙徳不利爾ノ人、歳十九（一八一四）巴里ノ百術学校二入り、後其校の復習人二補シ、尋テ入学試業ノ、官僚ニ補ス（任じられるｌ
エ
ロ
ウ
ル
ト
モ
ン
ピ
リ
エ
ー
エ守－ルポリテクニック
きよひレペチテウル
引用者）、歳四十九（一八四四）同僚卜議合ハスシテ官ヲ罷ム、初メ通生学派ノ巨臂（大きな力のある人）聖西門方サニ新学ヲ唱へ名アリ、坤度聞テ之
ゴ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
サ
ン
シ
ー
モ
ン
す
な
わ
統一ノ観ハ即チ哲学ナ加ソ
》」
い
ち
活
い
て
い
か
く
こ
れ
是レ坤度氏ノ、｜大鼎革（大革命の意かｌ引用者）ヲ起スノ要旨ナリ、而〆尚之二加へテ、其創立セル三条ノ要訣アリ、是し此学ノ条理一え始ムル
者
二
係
ハ
リ
テ
、
其
ニ
ハ
、
入
門
ノ
方
法
ニ
シ
テ
、
其
一
ハ
、
此
学
ノ
史
伝
来
由
ナ
リ
（
後
略
）
此最後ノ策世差其過失ノ大イナルヲ尤ムル者ナリ、
Ｉ
識
：
い
も
つ
わ
か
坤
度
ノ
学
自
ラ
号
シ
テ
ポ
シ
チ
ヰ
ズ
ム
卜
謂
フ
、
以
テ
超
理
物
質
ノ
諸
流
派
二
別
シ
、
い
ま
よ
○今余力従う所ノ／方法ハ、
禄可ノ発明二属セルヲ……
ロ
ッ
ク
テ実理哲学史ト云う（一“
ヨリ’八五四マーエアリ、
よ
る
こ
に
え
卜
リ
こ
う
そ
く
。／悦上贄（礼物）執テ其門に入り高足（すぐれた）弟子タリ
…
ｌ
ま
き
あ
ら
マ
マ
後西門死ス（’八一一五）、坤度歳一二十方サニ己レカ説ヲ立テ新ダニ学問ヲ創セムト謀しり、箸ハス所クウル・ド・フィロソフィー・ポシチーウ訳シ
そ
の
其
第
一
ハ
、
哲
学
ノ
要
訣
ニ
シ
テ
（
中
略
）
其
第
一
一
ハ
、
類
別
次
序
ノ
要
訣
ナ
リ
（
中
略
）
ま
さ
其
晩
年
著
書
中
説
教
門
ノ
事
二
及
ハ
サ
ル
ヲ
悔
イ
、
箸
ハ
シ
テ
ー
フ
・
オ
レ
リ
ジ
オ
ン
・
ド
・
リ
ュ
マ
ニ
テ
イ
人
道
教
門
ノ
書
ア
リ
、
将
二
新
ダ
ニ
教
法
ヲ
建
ム
ト
謀
し
り
、
そ
の
か
し
っ
と
が
八一一一九ヨリ次年マテ）カテシズム・ポシチヰスト、訳シテ実理問答（一八五○）、ポリチック・ポシチヰスト実理政学（一八五一
１
１
嘘
菱
ど
み
な
も
と
こ
と
坤
度
美
爾
二
頓
ル
ト
錐
も
、
実
験
上
ノ
性
理
ヲ
講
ス
ル
ニ
、
其
源
ヲ
起
セ
ル
「
‐
‐
ハ
、
コ
ン
０
卜
ミ
ル
や』や』
（犯）
ポ
シ
チ
ー
ー
ウ
ハ
定
実
確
等
ノ
意
畏
に
実
理
学
ト
訳
ス
な
お
ふ
る
猶古クョリ然ル’－１ニテ、
す
で既二観念伴生，／説ハ、
ア
シ
ソ
シ
エ
シ
ウ
ン
(48）１４３
社会学伝来考
し
よ
う
は
く
と
う
き
小論「尚白劉記」は、明治五年（’八七一一）ごろの起稿と考えられている。この中で西は、五学
著
を
発
表
し
た
コ
ン
ト
の
名
を
掲
げ
、
つ
い
で
現
象
の
単
純
複
合
と
理
法
（
法
則
）
の
基
準
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
西
が
人
間
学
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
社
会
学
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
澳居斯多・坤度嘗て五学の模範を著はし、天上理学（天文学）、地上理学（格物学、化学）、生禮学（パイオロジー）、社会学（ソシオロジー）と為す、
（沼）
是現象の尤概通単純なる者より尤特別組織せる者まて、杜〈理法の度に準して定めたる者なれは、近世の諸名家も亦之を取れりと見ゆ、（後略）
篝
ま
力
、
坤度モ、（中略）有機性禮ノー一学、即チ、生態学、人間学二至リテハ、名「フサヘニ、新夕｜一命シタル者ニテ、未夕斯ル学問ノ、世二立タサル者ナレハ、
こ
れ
い
ミ
ズ
カ
之「フ立ル「‐‐ｌノ、一大難事タルハ、一一一一ロハスシテ知ルヘシ、是し坤度モ其ノ人間学ノ｜要部ダル、新教門（新しい学派）ヲ創立セムトシテ、自ラ過テル所
（万）
ナリ（後略）
そ
の
さ
わ
ば
ん
し
よ
う
き
わ
せ
つ
よ
う
又
最
後
／
人
間
学
ハ
、
其
見
象
極
メ
テ
特
別
極
メ
テ
組
織
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
万
象
（
万
物
ｌ
引
用
者
）
中
ノ
、
至
近
至
実
ナ
ル
者
ナ
レ
ヘ
人
二
在
テ
、
極
メ
テ
切
要
（市）
タリ（きわめて重要である）（後略）
お
な
有機生禮ノ理学モ、同シ々／別テ、
（市）
ハ
、
生
禮
学
二
継
ク
ヘ
シ
（
後
略
）
か
い
て
い
る
う
ぷ
（ね）
数
学
ハ
星
学
ノ
桔
梯
ト
ナ
リ
、
格
物
学
、
化
学
ハ
、
生
態
学
ノ
門
戸
ト
ナ
リ
、
而
メ
生
態
学
ハ
、
人
間
学
ノ
廊
嚥
（
長
い
建
物
）
ト
ナ
ル
ヵ
如
シ
マ
テ
マ
チ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
フ
イ
シ
ッ
ク
ケ
ミ
ス
ト
リ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
ソ
ン
オ
ロ
ジ
ー
じ
ゅ
ん
じ
よ
う
あ
ら
バイオロジー、希脳ビオス、生ロゴス論ノ義、是坤度ノ創立二係ハリ、尋常此語「フ用フル意二非ス、（中略）
鬘
：
ｉ
（刑）
是
亦
坤
度
ノ
創
意
、
ソ
サ
イ
テ
ノ
語
ヨ
リ
変
成
ス
ル
者
、
人
間
相
生
養
ノ
道
ヲ
論
シ
、
其
中
二
政
事
法
律
教
法
等
ノ
科
ヲ
兼
ス
ル
哲
学
ナ
リ
生態学、
パ
イ
オ
ロ
シ
な
ら
び
井二人間学・トース、
ソ
ン
オ
ロ
ジ
カ
カ
人間一一係ハル見象ハ、
ひ
と
り
ゆ
え
一人ノ人二係ハル見象ヨリモ、組織セル「‐‐ヲ箸シ、故二、人間学
（
天
文
、
物
理
、
化
学
、
生
物
学
、
社
会
学
）
の
模
142（4９
明
治
十
年
代
の
ス
ペ
ン
サ
ー
社
会
学
の
受
容
に
先
立
つ
こ
と
数
年
あ
る
い
は
十
年
前
に
、
西
に
よ
っ
て
実
証
主
義
哲
学
が
維
新
後
の
日
本
社
会
に
、
コ
ン
ト
の
革
命
後
の
社会再建や改造の理論として伝わったことは、わが国の社会学史上看過してはならぬ点である。
き
よ
う
て
い
西
の
コ
ン
ト
に
つ
い
て
の
研
究
の
多
く
は
断
片
的
な
も
の
で
あ
り
、
公
刊
の
目
的
を
も
た
ず
、
講
義
の
中
で
塾
生
に
語
っ
た
も
の
と
か
、
筐
底
に
し
ま
い
こ
ん
で
い
た
ば、三段解説や学問体系論について紹述したことであろうか。
西はコントのような独創的な体系家ではなく、百学敬蒙家であった。
会
の
歴
史
的
研
究
も
行
な
わ
な
か
っ
た
。
か
れ
の
念
頭
に
あ
っ
た
中
心
的
な
考
え
、
なかった。
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「生性発漉」（明治四年前後の起稿）において、西は英語のの。Ｑ・］・空を〃人間学〃と訳したが、「尚白割記」の中では、こんにちわれわれがふ
つうに用いている〃社会学“といった風に訳している点に注目せねばならない。明治初年ごろ、西の訳語は一定せず、いろいろ使いわけている。
「人性一一一宝説一」は、明治八年（一八七五）六月に、『明六雑誌』（第一一一十八号）に発表した小品だが、日・日一己三・の。ご身（道徳学、倫理学）
マ
メ
チ
エ
ト
ミ
について語ったものである。一二宝とは、西によれば健康、知識、富有のことであり、社会生活の基をなすものであるという。かれは、道徳論にお
お
お
も
と
いて、この一二つを宝としている。つまり道徳の大本だというのである。
西
の
社
会
学
は
、
コ
ン
ト
の
原
書
に
よ
っ
て
学
習
し
た
も
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
イ
ス
や
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
１
ト
・
ミ
ル
ら
の
著
述
に
よ
っ
て
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
西
は
、
日
本
に
コ
ン
ト
社
会
学
を
伝
え
た
第
一
号
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
が
、
そ
の
紹
介
は
組
織
的
な
も
の
で
は
西
の
社
会
学
の
展
開
は
、
あ
く
ま
で
こ
ま
切
れ
的
で
あ
り
、
体
系
立
っ
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
コ
ン
ト
社
会
学
の
移
植
者
と
し
て
の
西
の
貢
献
に
つ
い
て
あ
え
て
い
え
こ
せ
き
へ
い
っ
て
つ
お
そ
の
う
じ
欧
州
哲
学
上
道
徳
ノ
論
ハ
古
昔
（
む
か
し
）
ヨ
リ
種
々
ノ
変
化
ヲ
歴
テ
今
日
二
至
り
、
終
始
同
一
轍
二
帰
ス
ル
「
－
１
莫
シ
、
中
ニ
モ
曇
時
ノ
説
（
中
略
）
猶
盛
ン
二
行
ハ
ル
、
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
モ
ラ
ー
ル
し
か
す
こ
ぶ
（ね）
「１１ト見エタリ、然しドモカノ実理学［仏ノ澳及期多坤度］起リテョリ頗ル世間ノ耳目ヲ一新シタルト見１（後略）
ポ
シ
チ
ヒ
ズ
ム
ア
ウ
グ
ス
ト
コ
ン
ト
（帥）
家ではなく、百学敬蒙家であった。大観すると、西は社会生活について一般理論の展開を試みず、ま‐してや社
か
れ
の
念
頭
に
あ
っ
た
中
心
的
な
考
え
は
、
明
治
と
い
う
社
会
の
革
新
期
に
あ
た
っ
て
、
哲
学
的
敬
蒙
活
動
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
＄
(50）１４１
社会学伝来考
（皿）
ものである。本邦においてオーギュスト・コントの名とその学説が、はじめて紙上に現われ、紹介気」れたのは明治十年代であった。
コントの名が現われ、簡単ながらその学説の一端が最初に紹介されたのは、刎聯町蓉咋悲著『交鵬歸済初編一』（丸家善七、明治Ⅱ．、）においてで
あった。
ついでコントの学説がさらに具体的に紹介されたのは、鋳朴勵撒調原著「論理学全』（文部省印行、明治ｎ．型であった。
こ
う
た
い
き
ん
み
つ
な
お
い
ま
あ
き
ら
か
人
間
ノ
交
態
（
交
際
の
や
り
方
）
〈
人
心
天
然
ノ
性
質
二
依
頼
ス
ル
コ
ト
更
二
近
密
（
き
わ
め
て
親
し
い
）
ナ
ル
カ
故
二
他
の
諸
学
ノ
尚
未
ダ
明
ナ
ラ
サ
リ
シ
時
代
ヨ
リ
す
で
よ
世
人
既
二
人
心
ノ
理
法
（
人
の
心
の
筋
道
）
ト
共
二
交
際
。
／
其
浅
短
ノ
思
想
二
由
リ
テ
講
究
セ
リ
ぱ
な
こ
と
）
ナ
ル
ヲ
得
ベ
シ
■
し
こ
う
い
わ
ゆ
る
ぷ
ん
か
く
い
た
つ
よ
す
な
わ
ち
オーグスト、コント氏始テ学術ニコノ一一大区別ヲ建テ而シテ所謂抜類学科ヲ分画シタルコト至て厳明ナリキ其説二由レハ則算学、星学、理学、
こ
ん
げ
ん
お
よ
化学、生活学、交際学（社会学のこと）ハ抜類学科ニシテ六種ノ根元（事のおおもと）ダル性質及上功用二適合ス
ぞ
し
ん
わ
其レ算数ハ数、量、度ヲ説キ星学ハ中心二偏向スルコトコノ論シ物理学〈凝聚シテ形ヲ成セル物体ヲ論シ化学ハ同シカラサル物質ノ親和（よく化
ゆ
え
ん
合
す
る
）
ヲ
論
シ
生
活
学
ハ
動
植
物
ノ
生
活
ス
ル
所
以
ヲ
論
シ
交
際
学
ハ
人
生
交
際
ノ
設
立
。
／
論
ス
ル
者
卜
定
メ
タ
リ
か
よ
》
」
れ
ら
は
じ
め
ま
た
こ
○
斯
ク
学
科
ノ
次
序
ヲ
立
テ
タ
ル
モ
同
氏
ノ
説
二
依
レ
ハ
是
ヲ
自
然
至
当
ノ
次
序
ト
ナ
シ
是
等
ノ
学
術
始
テ
発
明
セ
ラ
レ
シ
順
序
モ
亦
此
ノ
如
シ
ト
ナ
シ
此
数
者
ヲ
学
フニモ亦此ノ序一一従テ漸々二進メハ則チ其理ヲ了解シ得ルコト至テ易シトイフ（同書、九十一一頁）
が
く
こ
と
ご
と
こ
れ
交際学〈人間社会ノ理（道理、すじ道）ヲ講ズルノ学ニシテ其論スル所ノ発象多端ニシテ前二位スル五大学科ノ理悉ク存セザル無ケレハ則之
モ
ヲ末位一一置ケリ夫レ人世交際ノ情態ハ無機体有機体ノ性質ト万物ノ霊ダル人心ノ性質トー基キテ成ル
み
な
こ
れ
あ
た
「
ま
た
ま
す
ま
す
か
ん
こ
う
而
シ
テ
人
及
ビ
社
会
ノ
生
命
皆
是
ノ
学
科
二
論
ス
ル
所
ノ
理
ヲ
雛
ル
、
能
ハ
ズ
是
ノ
利
ヲ
益
々
能
ク
証
明
シ
得
ル
ト
キ
ニ
生
命
モ
亦
益
完
好
（
す
べ
て
備
わ
っ
て
り
っ
い
わ
し
ん
み
預
預
ペ
カ
た
と
コムトノ曰ク学問ノ真味ハ前一一一一ロノカニアリト故二其前一一一一ロス可ラザル者ハ之ヲ学問卜云う可ラス例令へ〈舎密学ノ如ク何ニテモーーッノ元素或
●よつ
預
こ
れ
預
ハ其混合物ノ親和二依テ何々ノ混合物ヲ生ス可シト前一一一一ロスルヲ得ルガ故二之ヲ舎密ノ学問トコソハ云ブリ然ルー人間ノ如キハ其前一一一一ロス可一フザ
ル
意
ト
感
覚
ト
ノ
自
動
カ
ヲ
有
ス
ル
活
動
ナ
レ
ハ
決
シ
テ
ー
ノ
原
法
二
由
テ
支
配
サ
レ
可
キ
者
二
非
ル
ナ
リ
ト
（前掲書、「交際論ノ説明並歴史」二頁）
140（51）
同書の中で、塚本がｍｏＱ○一・四（
社会学の意で使っているのだろう。
また「人間社会」とか「社会ノ・
年前後のことである。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
端
を
発
し
、
同
十
二
四
年
（
一
八
八
Ｑ
八
一
）
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
藩
閥
専
制
政
治
に
反
対
し
て
自
由
に
政
治
に
参
与
す
る
運
動
ｌ
（昭）
自由民権運動を、時の政府は国民運動であることを否定し、外国の思想にかぶれた不平士族や愚民らの煽動とみていた。
たしかに外国思想のうちでも、ルソーやモンテスキューのフランス思想と並んで、ベンタム、ミル、スペンサーのイギリス思想は、明治初年の
わが国の政治思想に大きな影響をあたえた。自由民権論者も、その学説や思想をよりどころとして利用した。
一
一
年
二
八
七
八
、
九
年
）
ご
ろ
ま
で
酒
文物を西洋化することに没頭した。
十五代将軍慶喜が大政奉還したことで、幕府は事実上倒れ、わが国は、天皇を中心とする君主政体に復したのであるが、日本社会は明治十一、
（皿）
一一年（一八七八、九年）ごろまで混沌としていた。その間、社〈雪にもっとも勢力があったのは欧化主義であった。維新以後、朝野をあげて一切の
第
三
章
明
治
期
の
日
本
社
会
学
ハーバート・スペンサー思想の受容。
－
”
ま
た
し
よ
う
さ
し
さ
つ
れ
き
れ
き
然し時Ｉモコント氏曰ク他ノ諸学開明二進メハ交際学モ亦然ラサルナキコトノ証左史冊（史書）上二歴々（あきらか）タリト、交際学ハ平和進歩ノ
リ
よ
う
ご
そ
の
い
こ
と
両語アリーア各其意ヲ異ニスルコト猶器械学二動静二別アリ
ｃ
よ
う
た
い
か
わ
り
や
す
く
生
活
学
二
生
活
成
長
ノ
両
カ
ア
リ
テ
之
ヲ
論
別
ス
ル
ガ
コ
ト
シ
平
和
ト
ハ
交
際
ノ
情
態
（
あ
り
さ
ま
）
変
易
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
依
然
ト
シ
テ
平
和
ナ
ル
ヲ
謂
上
進
た
と
え
け
だ
し
歩
ト
ハ
交
際
ノ
情
態
変
易
シ
ー
ア
更
二
善
二
進
ミ
例
（
奴
隷
ヨ
リ
自
由
二
進
ム
ガ
如
キ
ヲ
謂
フ
ナ
リ
蓋
此
ノ
ー
一
者
ヲ
判
然
論
別
ス
ル
ヲ
得
ハ
交
際
ヲ
知
り
歴
史
ヲ
観
ル
歩
ト
ハ
交
際
ノ
情
態
変
易
シ
テ
ひ
え
き
二大ナル稗益アルベシ（後略）
塚本がｍｏＯ二・空のことを
「社会ノ生命」
といった風に、〃社会〃の語がみられるが、既述のように英語のの。□のロを「社会」と訳したのは明治十
「交際学」と訳している点にわれわれは注目すべきである。「生活学」という語もみられ
るが、これも
二
一
四
～
一
一
六
頁
）
52）１３９
社会学伝来考
と語ったのち、スペンサーの『心理学原理』（コミ愚行＆⑰旨きど巴》第一巻）に一一一一口及した。ついで同書の内容にふれ、所感を述べている。
こ
セ
ル
シ
ュ
ル
チ
ヒ
ケ
ー
シ
ウ
ン
も
と
た
だ
よ
つ
西がはじめてスペンサーの名にふれたのは「生性発穂」においてであり、「是し皆、細胞増加ノ｜理二本ツキ、唯時処ノ景況二因テ、変化ス
…
：
膿
‐
Ｉ
ｌ
（別）
ル者ナリ、余吾力友非巴尭へ士斑節ノ発明二依テ、他日此論二及フヘシ」と語っている。
ヘ
ル
ベ
ル
ト
ス
ペ
ン
セ
ル
西
は
明
治
初
年
ご
ろ
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
著
述
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
スペンサーの著書は、ジョン・スチュアート・ミルのものと同じく、維新後ほどなくわが国に輸入されたものと思われる。スペンサーの著述と
して、本邦において一番早く翻訳紹介されたものは、凹司量のご斡易ミニ①、§Ｓご旨の閉、ミミご出寓言§国凰貫菖巴の色⑮畳評且§包暮の司量旦
暮⑯言へ討烏ｓＣａ》］。ごＣ宮己白四ＰＦｏａｏＰ屋、Ｐ略してふつう②Ｈ冒一のご註目という）である。
こんにちの。Ｑ四一の菌号のは、ふつう「社会静学」と訳すが、明治前半期においては、抄訳して、
西は既述のごとく、オーギュスト・コントの紹介者として、またその所論において、近世日本の社会学の創始者であったといっても過一一一一口ではな
い。コントがわが国に及ぼした影響はそれほど大きくはなかったが、維新後の日本に、逸早くその学説や思想が組織的に紹介され、かつ重大な影
響をあたえたのは、ハーバート・スペンサー（一八一一○～一九○三、イギリスの哲学者・社会学者）であった。
西はコントについでスペンサーについて、「学問ハ淵源ヲ深クスルー一存ルノ論」と題して、明治十年（’八七七）東京大学において講演を行な
っ
て
い
る
（
の
ち
講
演
内
容
は
「
学
芸
志
林
」
第
一
巻
に
発
表
さ
れ
た
）
。
『風俗習慣改良論』（城泉太郎訳、刊行年不詳）
『権利提網」（尾崎行雄訳、明治十年）
『社会平権論』（松島剛訳、明治十七年）
…
－
あ
た
余
近
日
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
ノ
性
理
書
（
哲
学
書
）
ヲ
読
ミ
感
ス
ル
所
ア
リ
今
論
題
。
／
論
述
ス
ル
ニ
方
リ
い
ざ
ざ
耶力基本文ノ大意。／訳シ
つ
ぎ
お
よ
次二余力論述二及フヘ、ン（一頁）
注
．
（
）
内
は
引
用
者
に
よ
る
。
138（5３
父母膝下の教育を受け、後、
これ害有るを知るなり……）
『権理提綱」は、「天」と
き尾崎はふたたび「序文」上
も
の
デ
ル
ピ
ー
（のｏｎ】四］の斤呂、の社会静学）中より抄訳した者にして、氏が紀元一千八百十年に甸留比（Ｃの『耳）に生れたるを以って、幼くして学に志し、始めて
し
つ
か
の
ち
卜
マ
ス
ス
ペ
ン
サ
ー
ふ
せ
い
や
ま
い
父母膝下の教育力己受け、後、叔父の東馬西斯辺鎖に就いて学ぶ。其の父、氏が賦性（天から与えられた性質）疾多ければ、静座して書を読むに、
ル
尚
ホ
可
也
わ
ず
か
し
つ
み
だ
り
あ
わ
僅
二
其
堂
二
昇
テ
未
タ
其
室
二
入
ラ
ス
妄
二
之
ヲ
臆
断
シ
テ
自
一
フ
誤
り
併
セ
テ
人
ヲ
誤
ル
者
ア
リ
是
し
戒
メ
ス
ン
ハ
ア
ル
可
一
フ
サ
ル
也
そ
き
わ
め
は
な
は
い
え
ま
よ
且
シ
夫
レ
権
理
ト
云
上
自
由
ト
ー
云
う
其
一
一
一
一
口
極
テ
簡
ナ
ル
モ
其
義
甚
夕
広
シ
学
士
論
客
ト
錐
ト
モ
尚
ホ
惑
う
所
ナ
キ
能
ハ
ス
権
理
提
綱
再
版
序
権理自由ノ説ハ
ひ
と
み
と
な
人
皆
ナ
之
。
／
唱
フ
然
し
ド
モ
如
何
ナ
ル
者
是
し
権
理
ニ
シ
テ
如
何
ナ
ル
者
是
し
自
由
ナ
ル
ヤ
ニ
至
テ
ハ
世
間
之
ヲ
知
サ
ル
者
多
シ
之
ヲ
知
サ
「地」の一一冊本から成るが、五年後の明治十五年（’八八一一）六月には、再版（『洲権利提綱全』）が出た。このと
を
書
い
た
。
同
書
の
再
版
を
求
め
る
書
騨
の
声
が
高
く
、
加
筆
訂
正
の
の
ち
再
刊
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
と
あ
る
。
尾崎行雄訳『権利提綱」（天・地）（明治１１．３刊
［法政大学図書館蔵］
）
と名づけられて訳された。
このうち最後の「風俗習慣改良論』は、版元に原稿を渡し、出版を托したようだが、果して出版
（妬）
さ
れ
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と
い
う
。
スペンサーの名が本邦において最も早く紙上において紹介されたのは、尾崎行雄二八五九～’
九五四、明治・大正・昭和期の政党政治家）が訳した『権理提網辨鋳砺辨総天』（明治Ⅲ。、）であ
ス
ペ
ン
サ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
チ
ッ
ク
訳者による序文（漢文）の中に、「此書也抄訳於英国碩学斯辺鎮氏著一示西留斯大的中者、氏以紀
デ
ル
ピ
ー
ト
マ
ス
ス
ペ
ン
サ
ー
元
一
千
八
百
十
年
生
於
甸
留
比
幼
而
志
学
始
受
父
母
膝
下
之
教
育
後
就
叔
父
東
馬
西
斯
辺
鎮
学
焉
其
父
（
父
の
誤
り
せ
き
が
く
ス
ペ
ン
サ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
チ
ッ
ク
か）知氏賦性多痴静坐読書之有害也：：：」（此の書は、英国の碩学斯辺鎮氏の著「西留斯太的』
ろう。
(54）１３７
社会学伝来考
調権理提綱全』は、明治十年に同じタイトルで出版した同書の「天」と「地」のすべてを収録し、さらに生命ならびに自由、貿易、自由
演説、土地使用、財産所有などの権理などを新たに訳出し、｜冊にまとめたものである。
序文の中に、〃権理〃とあるのはスペンサーがいうところの己。］量８－国、耳の（政治的権利）を訳したものであり、また〃自由〃は］岳の【この訳
か
い
し
ゃ
である。この〃権利〃も〃自由〃も、当時の日本社〈玄において、人口に膳炎されたものであろう。
（船）
スペンサーの著作物の多くは、明治前半期において盛んに紹介され、各方面に影響をあた、えたのであるが、中でもいちばん多く訳され読まれた
のは、鈴木義宗訳「代議政体論』（丸善商社書店、明治ｎ・辺であった。
スペンサーが一八五○年（嘉永三年）にざロミｍご註目を自費でもって初版七五○部出版したとき、まだ無名であったせいか、本の売れ行きは
（師）
わ
る
く
完
売
す
る
の
に
十
四
年
以
上
も
か
か
っ
た
。
が
、
日
本
で
は
皮
肉
に
も
爆
発
的
に
売
れ
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
名
声
は
大
い
に
上
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
と
し
み
ち
『社会平権論』の訳者・松島剛（’八五四～’九四○、享年八十七歳）は、もと紀州藩士である。元の名は辰一二郎利通といい、明治六年に剛に改
めた。七、八歳のころより藩儒について漢学をまなんだのち、十一一、三歳で蕃書調所で『法朗西文典』や『仏語明要』をたよりとして、一一年ほど
（胡）
フーフンス語を学習した。明治七年（’八七四）ごろ、大坂の河口居留地において、聖書クラスを主宰する聖書クーフスで、ウィリアムという外国人
す
な
わ
じ
ら
い
せ
い
そ
う
ま
た
り
ゆ
う
ぐ
う
即
チ
其
権
理
ヲ
論
ス
ル
者
十
有
余
篇
ヲ
抄
訳
シ
題
シ
テ
権
理
提
綱
ト
云
う
爾
来
（
そ
れ
以
来
）
五
星
霜
（
五
ヵ
年
）
ヲ
経
過
シ
余
モ
亦
去
テ
四
方
二
流
寓
ス
（
他
国
き
よ
さ
い
ふ
た
た
と
う
と
に
宍
こ
す
ら
い
住
む
）
去
歳
（
昨
年
）
ノ
秋
余
ノ
再
上
東
都
（
東
京
）
二
留
ム
ル
ヤ
し
よ
こ
き
た
り
う
な
が
い
え
し
ょ
う
ち
ゅ
う
す
で
さ
き
ま
こ
と
あ
た
書責（書店）ノ来テ再版ヲ促ス者少ナカーフスト錐トモ箱中既二稿本ヲ止メス響二印行スル所ノ者（以前に刊行した本）復夕一部得ル「－－能ハス
も
つ
じ
ん
ぜ
ん
の
木
Ｔ
ｍ
閃
つ
い
ざ
ぐ
再
訳
ノ
労
ヲ
経
ス
ン
ハ
何
ヲ
以
テ
カ
書
買
ノ
求
メ
ニ
応
ス
ル
ヲ
得
ン
荏
暮
幾
ン
ト
一
年
ノ
後
チ
（
ぐ
ず
ぐ
ず
一
ヵ
年
た
っ
て
）
丸
善
［
Ⅱ
ｕ
書
房
ノ
人
終
二
一
部
ヲ
探
り
得
き
た
り
こ
す
な
わ
て
ん
さ
ん
も
と
来テ訂正ヲ請う則チ加除添削（文章の語句●を削ったり修飾したりする）シテ其求メー一応ス
こ
れ
も
ん
て
い
け
だ
そ
む
世
人
之
。
／
読
ン
テ
室
二
入
ル
ノ
門
庭
ト
為
サ
ハ
蓋
シ
余
力
期
ス
ル
所
二
背
カ
ス
し
ゆ
さ
て
ん
え
ん
者）輩ノ説ク所Ｌ‐殊差天淵ナルコノ（雲泥の差）覚フ
ざ
せ
き
が
く
り
つ
る
ん
こ
う
ぷ
ん
ふ
じ
ゆ
余響キー（以前）英ノ碩学スペンサー著「ソーシャル、スタチックス」ヲ読ンテ其立論（議論）行文（作った文章）共二他ノ腐儒（くだらない学
明
治
十
五
年
夏
夜
尾
崎
行
雄
識
136（55）
行
し
た
。
か
く
し
て
明
治
十
四
年
二
八
八
二
五
月
に
》（的）
大野堯運（僧侶）であり、発行所は報生口社である。
わ
た
し
が
見
た
も
の
は
第
三
版
「
社
会
平
権
論
完
』
一
社会平権論巻一再版緒言もつば
む
れ
い
か
ん
我
輩
ノ
此
書
ヲ
訳
ス
ル
ヤ
専
ラ
通
俗
（
だ
れ
に
も
わ
か
り
や
す
い
）
ヲ
ご
曰
ト
シ
行
文
ノ
平
易
ヲ
務
メ
タ
レ
ト
モ
奈
何
セ
ン
原
書
ノ
意
味
な
ら
く
る
し
け
潜
殊
二
文
字
二
鯛
ハ
ス
行
文
暗
渋
ナ
ル
（
あ
い
ま
い
）
故
二
読
者
ヲ
シ
テ
通
会
（
理
解
）
二
苦
マ
シ
ム
者
蓋
シ
多
カ
ラ
ン
（
中
略
）
本書ノ著者斯辺墳氏ノ主義二於テハ
ぞ
う
か
最
大
幸
福
ヲ
以
テ
造
化
（
天
地
万
物
左
（
物
さ
し
）
ト
ハ
ナ
サ
ス
シ
テ
同
等
自
由
．
つまびらか
詳二之ヲ一一一一ロヘハ同等自由ノ法則一 lllilll1lllliiIhhllllllililiかくして明治十四年二八八二五月に第一巻、うかすなわ
み
な
い
え
た
だ
ち
そ
く
ざ
ん
き
］化（天地万物をうみだす）ノ目的即チ天力人類ヲ造りシ目的卜視倣スト錐トモ之ヲ以テ直二行為ノ正邪善悪。／測算スベキ規矩
つ
ま
み
ら
シ
ー
ア
同
等
自
由
ノ
法
則
（
巻
一
一
二
詳
カ
ナ
リ
）
ヲ
以
テ
之
力
規
矩
ト
ナ
セ
リ
も
と
同等自由ノ法則ヲ遵奉シテ毫モ之二悴ラサレハ必ラス最大幸福ヲ得ラルベシト云う一一アリ（後略）
（東京
自由閣書店、明治別・２）である。同書の序文につぎのようにある。
同年六月第二巻、
松島剛訳「社会平等論完』（明治２３．２）
か
せ
ん
について英語の手ほどきカニうけ、ついで堺市の河泉学校（英学校）、慶応
義塾で英学を勉強した。西南戦争（明治十年）前後のころのことであり、
当時慶応義塾の生徒のあいだで聖書の研究が盛んであった。
やがて松島は日曜日ごとに、築地居留地にある長老教会のタムリンのも
とに通うようになった。もともと儒教思想に何となく不満を感じていたが、
だ
ん
だ
ん
西
洋
哲
学
の
ほ
う
に
関
心
が
向
い
て
行
っ
た
。
こ
の
と
き
ス
ペ
ン
サ
ー
の
ｍミミいき貝冒と出会い、同書の中において、］この回８（正義）とかすの口の，
ぐ・］①ロ８（慈悲心、博愛心）などが説かれていることに大いに感動し、訳
筆をとり三分の一ほど訳したとき、友人の勧めにより、「社会平権論』（原
書は一八六四年刊のアメリカ版のミミの貢冒）と題し、六冊に分けて刊
巻、明治十七年（’八八四）二月に第六巻が刊行された。版元の経営者は
か
つ
深遠高砂且五口輩ノ／浅学努材
訳者識
(56）１３５
社会学伝来考
板垣退助（一八三七～’九一九、土佐藩大参事を経て、自由民権運動のさきがけ）は、この書に心酔し、自由民権の教科書とみなしたし、宮地
茂平（板垣の女婿？）は、「国家を無視するの権理」（目ロの用荷宮の（・［砲口・円の岳のの己（の）という一項をよんで、日本政府の支配を脱したいとおも
『社会平権論」の稿料は一冊につき二十五円であっ
ら
、
同
書
が
い
か
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
（スンサー氏）
なお、この第二一版には訳者による「斯氏小伝」が付いている。
明治十四年（一八八一）といえば、この年の一一一月参議大隈重信は国会開設意見書を提出したが、十月には伊藤博文らのクーデターが敢行され、
参議を罷面されている（明治十四年の政変）。この年、自由民権と国会開設論が盛んなときであったから、本書はひじような歓迎をうけた。何ょ
ひ
ょ
う
け
ん
りも「平権」の一一字は民衆の心に感銘をあたえたものらしい。
そ
の
た
め
版
元
に
は
諸
方
か
ら
注
文
が
殺
到
し
、
土
佐
の
立
志
社
頭
と改称）などは、電報にて何十、何百とまとめて注文した。版
『
社
会
平
権
論
」
の
稿
料
は
一
冊
に
つ
き
二
十
五
円
で
あ
っ
た
が
、
だ
，
（皿）
い、国籍離脱の届けを役所に提出し、世間一とおどろかした。
明
治
十
四
年
九
月
識
緯
鍵
璽
櫛
で
〉
ご
…
（明治七年に板垣退助ら民権論者が高知県に設立した政治結社、明治十六年海南自由党
版元の報告堂はあまりの売れ行きに勢いづき、訳者に次巻を催促した。（卯）
だんだんせり上って全部で二千五百円ほどにもなったということである。このことか
！
上）板垣退助の肖像
下）自由民権論者の図
松
島
は
明
治
十
九
年
二
八
八
六
）
に
埼
玉
県不動岡中学の校長として赴任したが、
同校はほどなく廃校になったため東京へ
も
ど
り
、
青
山
学
院
の
教
師
と
な
り
明
治
三
十
年
二
八
九
七
）
ま
で
勤
務
し
た
。
こ
の
間
、
教師の同志会をつくり、教育方針、教授
法などを研究しあい、また機関誌を発行
し
て
日
本
風
教
育
を
鼓
吹
し
た
。
晩
年
、
赤
坂
134（57）
。●，－９０‐。。■『０屯ぷ●Ｕ●状Ｃｅ▽ＣＯ■●
９
千
ふ
れ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
(1)２
英
国
浪
斯
辺
鎖
著
日
本
尾
崎
行
雄
訳
権理提綱卵諭舸辨絲天
［西周の演述］
「学問ハ淵源ヲ深クスルニ在ルノ論」（東京大学法理文三学部編纂「学芸志林』第一巻所収、明治皿・１）
明
治
十
年
十
二
月
出
版
明
治
十
年
二
八
七
七
）
官憲が自由民権論者を弾圧する図。『新旧時代自
由民権号」（大正１５．８）より。
（肥）
区〈室議員、軍人後援会の評議員をつとめた。
と
も
あ
れ
、
当
時
政
治
を
論
ず
る
に
も
、
ま
た
政
治
を
じ
っ
き
い
行
な
う
に
も
、
そ
の
学
的
根
拠
を
ス
ペ
ン
サ
（肥）
ｌの学説や思想に９℃とめたのである。
お
た
け
この〃自由民権〃の雄叫びがもっとｊＤ盛んであったのは、西南戦争前後から明治十四、五年ご
ろ
ま
で
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
ろ
の
自
由
民
権
と
い
う
も
の
は
、
幕
末
の
尊
皇
擁
夷
の
浪
士
気
分
に
、
百
姓
一摸、直訴気分を加味した反政府運動であった。反政府の運動家は〃自由民権〃といった言葉の
本当の内容を理解していなかったし、どうでもよかったのである。ただ権威に反抗したり、反政
（肌）
府
の
気
勢
を
煽
る
こ
と
に
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
る
、
政
治
運
動
で
あ
っ
た
と
い
う
。
スペンサーの著作物は、明治十年代から同三十年ごろまで、訳書の形であるいは諸雑誌などに
紹
介
記
事
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
ス
ペ
ン
サ
ー
に
関
係
し
た
刊
行
物
を
列
挙
し
、
そ
の
中
味
に
若
(58）１３３
社会学伝来考
(４
す
で
も
と
こ
と
○此論ノ如キ既――余力前論ヲ｜読スレハ固ヨリ明瞭一一シテ故サラ弁論ヲ要セザレトモ今マ簡単二之ヲ解カン条規二曰ク他人同一ノ自由ヲ
な
ぺ
侵サズンハ人皆ナ其好ム所ヲ為ス可キ自由。／有ス果シテ然ラハ生命ヲ保持ス可キ権理アル固ヨリナリ（後略）
(３
鈴
木
義
宗
訳
述
鮒唾代議政体論全
明治十一年十一一月出版
権
理
提
綱
巻
之
二
日
本
尾
崎
行
雄
訳
権
理
提
綱
地
地
明
治
十
一
年
三
月
出
版
英
国
浪
斯
辺
鎖
著
な
ら
び
生〈叩並二自由之権理
明
治
十
一
年
二
八
七
八
）
露聯蠣
鰯
mlEJ
ハ
ル
ベ
ル
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ー
著
述
協
義
社
尾
崎
行
雄
訳
鈴木義宗訳『代議政体論全』（明治11.12）
[法政大学図書館蔵］
ヘルベルト・スペンセル氏嘗テ簡単ナル式ヲ以テ
表ハシテ曰ク上二挙クル所並一一他ノ生機ノ作用ハ
関係卜相響応スルニ在リト云へり（二○五頁）。
⑤「動物之天性智恵」（『学芸志林』第二巻所収、明治ｎ．４）
⑥「宗教理学不相矛盾」ｓ学芸志林」第一一巻所収、明治ｎ．４）
ダ
ル
ウ
ヰ
ン
ス
ペ
ン
セ
ル
ニ
氏
ノ
理
論
ハ
「
かつ
原来証左二依テ断定セル者一一非 ｂ
此一一重ノ関係ヲ道上
外
部
ノ
関
係
ト
内
部
ノ
132（59）
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
又
曰
ク
現
今
天
地
遂
テ
創
造
セ
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
ト
云
へ
り
サルカ故二
7） （
前
略
）
此
書
英
国
碩
学
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
絶
世
ノ
卓
識
ヲ
以
一
丁
代
議
政
体
ノ
利
害
得
失
ト
其
立
君
政
体
ト
ノ
優
劣
ヲ
弁
ス
ル
者
ニ
シ
テ
立
論
聾
お
も
い
（だんだんと）適切人ヲシテ欧州政治上ノ実景ヲ目撃スルノ思アラシム（中略）
み
ん
か
い
い
か
な
る
ひ
と
わが
よ
つ
せ
ん
れ
つ
は
か
海外万里民会（議会）ノ如何ヲ知ルハ独り此編二在り以テ我亀鑑ト為ス可シト因テ剪劣ヲ猯一ブス（よしあしを考えずに）
わ
が
士二鐵頒ケ併一フ政治論者ノ参考二供スト云云爾
明
拾
十
一
年
十
二
月
詩
人
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ー
ル
氏
ハ
蠣
畭
（
ひ
き
が
え
る
）
ひ
ゆ
ア
ル
ニ
比
嚥
セ
シ
カ
此
比
噛
ハ
独
り
銀
難
ノ
ミ
ア
ー
フ
ス
鮒麺代議政体論
ハ
ル
ベ
ル
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ア
曰
ク
初
代
一
一
於
テ
人
口
ノ
多
キ
ー
過
シ
ハ
社
会
進
歩
ノ
直
接
原
因
ナ
リ
ト
思
う
二
人
種
元
来
ノ
繁
殖
モ
是
二
由
テ
生
シ
人
間
ヲ
シ
テ
貧
米
国
ト
ン
プ
リ
日
本
加
藤
政
ラ
交
際
論附経
済
題言
勝
凹
ｌ
も
つ
そ
の
明
治
十
二
年
二
月
出
版
明
治
十
二
年
二
八
七
九
）
ト
ン
プ
ソ
ン
氏
著
加
藤
政
之
助
訳
諭
初編二
ひ
と
し
ざ
あ
い
通常ノ理論ト均ク多ク臆説ノ疑飲アルコ／免レサルカコトシ（後略）
こ
う
じ
よ
う
氏
又
曰
ク
現
今
天
地
間
二
存
在
ス
ル
浩
繁
（
ひ
ど
く
混
雑
す
る
）
，
／
有
生
物
ハ
英
国
斯
辺
撤
氏
原
著
日
本
鈴
木
義
宗
訳
述
せ
ん
じ
よ
う （二六一頁）。
な
そ
の
と
う
り
あ
り
か
ん
な
ん
ノ
容
貌
醜
悪
ニ
シ
テ
毒
気
ヲ
含
メ
ル
モ
猶
ホ
其
頭
裡
二
宝
珠
。
／
有
テ
ル
ヲ
銀
難
ノ
悪
ム
ヘ
キ
モ
之
ヲ
実
事
ノ
不
快
ナ
ル
ニ
応
用
ス
ル
モ
蓋
シ
亦
当
ラ
サ
ル
ニ
非
サ
ル
ナ
リ
（
後
略
）
瞼し」｛かっこ
其
上
古
（
大
昔
）
ヨ
リ
減
ス
ル
者
ト
増
ス
者
ト
ヲ
論
セ
ス
皆
漸
次
歳
月
ヲ
み
な
ち
ゃ
く
ち
や
く
立論皆実験上ョⅡソ来川ソ着々
之
ヲ
訳
述
シ
テ
同
好
ノ
訳
者
誌
な猶ホ
人
二
益
(60）１３１
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Ⅲ「倫理学ノ大意」［文学部教授シ、ゼー、ク１パー氏演述、井上哲次郎訳］（東京大学法理文三学部編纂「学芸志林』第八巻所収、明治ｕ・４）
有
名
ナ
ル
英
国
ノ
学
士
へ
ル
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
論
者
か
此
ノ
区
別
ヲ
立
ツ
ル
ハ
正
確
ニ
シ
テ
セ
リ
、
然
ル
ニ
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
ハ
之
ヲ
駁
シ
テ
、
９ 8） 食ノ慣習ヲ脱シ耕作ノ業ヲ取ラシメタルモ是一一由テ起り地面ノ開墾モ是二由テ成り人ヲシテ交際二導キ社会ハ組織シ交際ノ感覚ヲ発セシメタ
ルモ亦是一一由テ発シ（後略）
た
と
仮令」」
明治十三年一一一月出版
火
災
保
険
ト
火
災
予
防
ト
ノ
間
二
果
シ
テ
区
別
ア
ル
カ
英
国
ハ
ー
〈
日
本
井
上
女
権
真
論
明
治
十
四
年
一
月
発
行
思
誠
堂
蔵
版
外
山
正
一
箸
民
権
弁
惑
全
明
治
十
四
年
二
八
八
一
）
明治十三年（’八八○）
ハ
ー
パ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
著
汗
上
勤
訳
。
◎
理
性
ヲ
以
テ
、
善
悪
ノ
由
「
フ
判
ル
、
者
ト
定
ム
ル
モ
、
此
ハ
善
ニ
シ
テ
、
彼
レ
ハ
スペンサーノ如キハ絶エテ是ノ如キ区別アル「ｌヲ知ラズ、皆一様一一政府ノ任外ニアルモノト看倣スガ如シ・サレバ
ー
そ
ほ
う
こ
ん
反り一丁目カラ暖昧ノ中二陥しり、又方今
ス
ペ
ン
サ
ー
ノ
此
ノ
区
別
ヲ
立
テ
ザ
ル
ハ
誤
謬
二
属
ス
ル
カ
。
切悪ナリト請う分別アルニ非サル「ｌハ、シヂウヰク氏既一一此レヲ論
（ただいま）生物学ヲ以テ、世一一名アル学士ノ説ヲ按スルニ、善悪ノ
み
な
（同書六十六頁）
130（61）
も間、原ト毛髪「フ容レス、是ヲ以テ、若シ一
着スヘシトス（後略）（一一一一一一一～三一四頁）
1３ (12） (1１
；
Ｉ
腱
第
四
再
び
人
権
親
切
著
者
に
質
し
併
せ
て
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
の
為
に
冤
力
△
解
く
（
外
山
正
一
）
・
臘
纐
の
み
スペンセル氏は吾人々類は他動物而巳ならず、植物と同源に出てたるものたることを最３Ｄ分明に説かるる所の進化主義者なるに加藤（弘之
Ｉ
１
閻
ｌ引用者）氏はスペンセル氏の権衡論を自ら誤解せらるるとは知られずして、意気揚々として、スペンセル氏其人の如きも自身は立派なる非天賦
け
ん
こ
八
ノ
ー此書原名「フ「ソシアル、スタチックス」ト題シ、一千八百六十四年米国ノ再版二係ルモノニシテ、同等白］由ニアラサレハ社会ノ権衡（つりあい
ろ
ん
ぺ
ん
１－１引用者）ヲ保持スルコト能ハサル旨ヲ論弁（道理を論じてはっきりさせる）スルモノナリ。故二此義「ブ訳シテ社会平権論ト題ス。
谷
山
楼
蔵
版
第
四
再
び
人
凡例長
束
宗
太
郎
編
唾繩家、王権論纂
明治十五年一一一月
斯辺墳著
松
島
剛
訳
社〈琴平権論
東
京
報
告
堂
社
会
平
権
論
明
治
十
四
年
五
月
巻
一
、
同
年
六
月
巻
一
一
、
明
治
十
七
年
二
月
六
巻
合
本
出
版
大
野
堯
運
出
版
報
告
社
発
見
斯
辺
墳
著
松
島
剛
訳
明
治
十
四
年
五
月
巻
之
一
出
版
明治十五年二八八一一）
完
一一一一口一行一一就イテ、之ヲ論スレハ、スペンセル氏ノ説ノ如ク、彼ハ此ヨリ善ナリ、此ハ彼ヨリ善ナリト謂フニ帰
(62）１２９
社会学伝来考
社
会
学
之
原
理
第
一
巻
社
会
学
之
原
理
ハ
英
国
学
者
へ
ル
ベ
ル
ト
、
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
ノ
著
述
ニ
シ
テ
原
名
ヲ
「
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ス
、
会
二
於
テ
講
義
録
ヲ
発
行
ス
ル
ニ
ッ
キ
余
此
書
ヲ
訳
シ
外
山
正
一
先
生
ノ
是
正
ヲ
請
一
ア
之
ヲ
読
者
ニ
ー
ホ
ス
人権者流なりと思ひ居ることなるべけれども、其実は矢張り吾人々類の真に他の動物と同源に出でたるものなることを知らざるものなり杯と云はれた
（筋）
る
こ
そ
、
抱
腹
絶
倒
の
至
な
れ
。
1４○
凡
例
乗
竹
孝
太
郎
訳
述
外
山
正
一
閲
社
会
学
之
原
理
甲
乙
明
治
十
五
年
四
月
明
治
十
五
年
四
月
幽圏再調
iii1Ili;iliiiliii篝i11i蕊
乗竹孝太郎訳『社会学之原理』
（明治１８．４）
[法政大学図書館蔵］
第
一
篇
社
会
学
之
根
本
．
第
一
章
超
越
有
機
的
ノ
醇
化
一
種
類
ダ
ル
無
機
的
ノ
醇
化
如
キ
ハ
イ
ン
ヲ
ル
ガ
ニ
ッ
ク
つ
醇化ノ一二大種類ノ中二就キ
エ
ウ
ヲ
リ
ユ
ー
シ
ョ
ン
日日英
本本国
わ
れ
。／フ、ソシヲロジー」ト云う此度我東京経済学講習
（後略）
訳
者
記
ス
へ
ル
ベ
ル
ト
、
ス
ペ
ン
セ
ル
原
著
外
山
正
一
閲
乗
竹
孝
太
郎
訳
述
い
ま
ぺ
余ハ今第一一一種類。／論ス可キ場合ニ達セリ其第
も若シ之ヲ論スルトキハ一一巻ノ書。／要シ
128（6３
一
巻
一
天
天
物
ヲ
論
シ
ア
ス
ト
ロ
セ
ニ
は
な
は
甚タ願ハ、ンカラヌ「ｌユヘ
1１ｌ
ｌ
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
嘗
テ
曰
ク
、
几
ソ
想
像
ハ
確
説
ノ
基
礎
ト
ナ
ル
者
ナ
リ
ト
、
然
し
（
即
チ
進
化
ノ
、
王
義
二
拠
テ
之
ヲ
考
フ
レ
バ
人
間
社
会
ノ
事
物
ハ
概
ネ
始
ヨ
リ
完
全
ナ
ル
者
有
ル
コ
ト
ナ
ク
亦
動
植
物
ノ
如
キ
モ
其
始
メ
ハ
極
メ
テ
不
完
全
ナ
ル
者
ニ
シ
テ
漸
々
其
進
化
ス
ル
ニ
随
上
形
体
ヲ
具
シ
然
ル
後
始
メ
テ
完
備
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
思
（妬）
想
上
ノ
コ
ト
ト
錐
ド
モ
亦
然
リ
、
其
始
メ
ハ
蒙
朧
ダ
ル
妄
想
説
二
起
り
進
化
シ
テ
上
達
シ
終
二
確
乎
ダ
ル
一
大
、
王
義
二
至
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
（
後
略
）
⑰「天賦人権論」［明治十五年（一八八二）十一月十一日に開催された国友会政談討論演説会において、加藤弘之君の「人権新説を読む」と題して、馬
場辰猪が行なった演説の筆記］Ｓ朝野新聞」明治咀・、．Ⅳ～四・３まで十一回にわたって掲載されたものの一部）
101０
英
国
斯
辺
墳
著
尾
崎
行
雄
訳
権
利
提
綱
改
訂
英国学士波、
斯
辺
玻
氏
箸
日
本
山
口
松
五
郎
訳
刑
法
原
理
獄
則
論
綱
明
治
十
五
年
十
月
印
行
馬
場
辰
猪
著
天
賦
人
権
論
全
明
治
十
五
年
六
月
再
版
丸
善
醤
書
房
出
版
明
治
十
六
年
一
月
出
版
朝
野
新
聞
社
会
党
明
治
十
六
年
二
八
八
五
）
完 ｜巻一天艶ゼ勅ヲ論スベキナレドモ
之ヲ略セリ（後略）
原書は国・のロのごｎの【ののど、量堕貝冒の抄訳。
そ
も
そ
抑モ醇化ノ理。／下等ナル者二適用セシガ為メニ上等ナル者二適用スルヲ遅滞スルハ
(64）１２７
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(2１ 川 (1)
か
つ
お
よ
か
く
せ
つ
（前略）スペンサー氏誉テ曰ク、凡ソ想像ハ確説（しっかりしていて動かない説ｌ引用者）トナル者ナリト．然レハ即進化／主義二依テ之ヲ考フレ
ハ、人間社会ノ事物ハ概ネ始メョリ完全ナル者有ル「ｌナク亦動植物ノ如キモ其始メハ極メテ不完全ナル者ニシテ漸々其進化スルニ随上形体
（卯）
ヲ具シ然ル後始メテ完備スルモノナリ（後略）
ｆ
Ｌ
ｒ
－
．
Ｋ
目
１
０
②
⑪
。
函
⑰
「
劃
騨一麺・稗鮨鮓卿
英
国
斯
辺
玻
著
日
本
大
石
正
巳
訳
政
体
原
論
斯
辺
項
原
著
山口松五郎訳
道
徳
之
原
理
仏
国
グ
ュ
イ
ヲ
箸
日
本
鳥
洲
生
訳
ス
ペ
ン
セ
ル
政
治
論
略
明
治
十
六
年
六
月
出
明
治
十
六
年
七
月
出
版
明
治
十
六
年
十
月
刊
行
松
井
忠
兵
衛
発
免
瓢》彫渉軸趣函繩馳鹸駆麹翫醇蝿縦軸麹甑錘醗鈩鈍慰慰溺駕錘雑慧奄鯲鉛線“麹》魏蝿鯲麺『鋼野
四
日
丈
昭
出
版
澳
溺
職
醸
臘
澱
蝋
蝿
聯
原書は国・の己の月の【の
原書は因・の己のｐＯの【の中曽愚行のａ同二言》ｚの言＆。『穴。
翻彌§s餅i鏡ﾋﾞﾁﾞ蝿雛翻噸饅繍i『､識Gb蔚鯛騨鼎鰯繭
高知県士族・大石正巳が訳したスペンサーの
社会学。
エ
ヨ
ミ
（
(2３ (22) 昏昌言言三冒帛さ胃包言旦の言量Ｐ空画く○一・
英
国
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
箸
原書は四・の己のｐＯの円の曰青の冒骨＆
日
本
高
知
県
士
族
大
石
正
巳
訳
社
会
学
のＲご雪侭ご〉屋『四・
明
治
十
六
年
十
一
月
巻
ノ
五
出
版
出
版
人
東
京
府
平
民
西
村
玄
道
英
国
学
士
波
斯
辺
軌
氏
署
日
本
山
口
松
五
郎
訳
松
永
保
太
郎
出
版
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(2０㈱⑪ (2０
１
１
ｌ
欧州近世哲学家中最モ著名ナルーーー氏ノ哲学ヲ｜層細密二講ス（中略）一一一氏トハカント、ヘーゲル、スペンセルニシテ差シ其哲学ノ現時ノ問題二最
き
ん
せ
つ
す
な
わ
モ
緊
切
ナ
ル
（
ひ
じ
ょ
う
に
重
要
で
あ
る
）
関
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
二
乃
チ
撰
択
ス
ル
ナ
リ
教
科
書
ハ
カ
ン
ト
氏
著
純
理
論
ワ
レ
ー
ス
氏
著
へ
１
ゲ
ル
氏
論
理
学
、
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
著
心
理
学
第
二
巻
（
後
略
）
参考書ハ
近
世
哲
学
や
や
ざ
よ
う
ち
が
い
し
哲学ノ主義二協合スル（やわらぎあう、和合する）社会組織ノ状況ノ梢（すこし）緊要ナルモノヲ充分二暁知セシムヘキ概旨。／教示ス
も
つ
ば
参
考
書
ハ
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
著
社
会
学
モ
ル
ガ
ン
著
古
代
社
会
論
ヲ
以
テ
シ
専
ラ
講
義
ヲ
用
ヒ
テ
教
導
ス
ル
モ
ノ
Ｌ
‐
ス
第
三
社
会
学
英
国
波
斯
辺
墳
著
宮
城
政
明
訳
代議政体覆義
英
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
馬場辰猪序・
万
物
進
化
要
論
東京大学》一一一学部一覧雛蠅蹄
東
京
大
学
明
治
十
七
年
二
月
出
版
出
版
人
明
治
十
六
年
十
二
月
出
版
加
藤
正
七
発
行
「スペンセル氏哲学論」（馬場辰猪）『国友叢談」第一編所収、明治十七年一月九日）
スペンサーの「第一原理』を平易に説明するつもりであったが、一回きりでやめた。
明
治
十
七
年
四
月
出
版
民
徳
館
発
見
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
箸
馬
場
辰
猪
序
・
松
本
清
瀞
、
西
村
玄
適
訳
明
治
十
七
年
二
八
八
四
）
（第三年）
従
明
治
十
六
年
至
明
治
十
七
年丸家
善
七
原書は国・の己のロＯ①【の記§忌め§量ざの○・己亀言冒の舅
(66）１２５
社会学伝来考
剛 6１ 剛 (29
英
ハ
ー
パ
ー
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ー
箸
く
り
浜
野
定
四
郎
、
渡
辺
治
共
訳
Ｄ）政法哲学前後二編
丸善商社書店発見
文学士有賀長雄撰
文学叢書櫟
明
治
十
八
年
四
月
側を再刊したもの。反訳および出版は、経済学講習会、印行は秀英舍、経済雑誌社発見
英
国
ス
ペ
ン
セ
ル
日
本
乗
竹
孝
太
郎
社〈雪学之原理
国のＨすの耳のロのｐＯの、国営日斡・苫．冒量貯曼具苣。§（口員惠冒ｓ「》目・嵐・》届題・
明
治
十
八
年
二
月
、
原
文
の
ま
ま
出
版
。
発
行
人
岩
藤
錠
太
郎
、
加
藤
鎮
吉
、
亀
井
忠
一
、
石
川
貴
知
。
英
国
ス
ペ
ン
サ
ー
箸
日
本
山
口
松
五
郎
訳
哲
学
原
理
上
下
二
巻
明
治
十
七
年
十
二
月
明
治
十
八
年
八
月
（前編）は明治十七年十月刊、（後編）は明治十八年十二月刊
石川半次郎出版
明
治
十
八
年
二
八
八
五
）
スペンセル氏著
乗
竹
孝
太
郎
訳
述
上
巻
出
版
加
藤
正
七
発
行
原書は国・の己の口、の円の、誉魯宮旦のご暑涛電》■ぐ・｝の》祠○一三・四一閂口の二言・ロの一部。
原書は四・の己のごＯの円の画曼弔式一言貧困》扇ぎ。
124（67）
せ
い
ぬ
い
や
ま
と
第
十
節
人
の
性
命
（
い
の
ち
Ｉ
引
用
者
）
は
大
和
（
扁
口
本
特
有
の
事
物
）
を
現
す
に
在
り
（前略）スペンセル氏の愛他論（じぶんを犠牲にして、他人の利益や幸福の増進をねがう）は、人類の万物と共に変遷するに際し、境遇に応接するに
ま
す
ま
す
拙なうつ者ハ敗れ、巧なる者は栄ふるに従ひて益々善に進む次第を述べたる者なり（五一頁）。
同
書
の
第
二
冊
（
明
治
肥
・
皿
刊
）
ｌ
「
聖
門
哲
学
論
上
」
に
ス
ペ
ン
サ
ー
の
名
を
み
る
．
て
き
と
う
ち
な
み
し
し
善
と
は
常
に
適
当
の
（
ほ
ど
よ
い
の
意
ｌ
引
用
者
）
義
を
示
す
る
の
語
に
し
て
生
存
競
争
の
間
に
適
種
保
生
の
理
に
因
て
生
し
た
る
者
な
り
、
美
と
は
神
経
の
組
織
に
斯
斯
う
ん
ぬ
ん
や」
云々の次第あるに因て起るの感なりと一一二口ヘリ、スペンセル以下の進化論者の保持する所是れなり（七～八頁）。
明
治
十
九
年
二
八
八
六
）
閲 (3０ 一変シーアスペンサアトナリ「スタチック」
ぐらした内部）一一此ノ書アリ（八六頁）。
、細切｜』／ｒ几岳２コ可勺ヨーィ
ｎＷ一一十一二年未来記
明
治
十
九
年
六
月
わ
が
く
に
ふ
う
び
わ
ず
か
泰
西
哲
学
ノ
我
邦
二
入
リ
シ
ョ
リ
社
会
ヲ
拳
ケ
テ
ー
時
二
之
レ
ニ
風
塵
シ
其
ノ
洋
学
ヲ
修
〆
僅
二
「
リ
ー
‐
ド
ル
」
（
読
本
ｌ
引
用
者
）
ヲ
〈
英
米
歴
史
ノ
数
巻
ヲ
読
ミ
シ
者
ハ
直
チ
ニ
進
ン
デ
哲
学
ヲ
攻
究
セ
ン
ト
欲
セ
ザ
ル
ハ
無
ク
五
六
年
前
ニ
デ
ハ
書
生
ノ
喜
ビ
テ
談
ス
ル
所
ハ
ポ
ッ
ク
ル
ギ
ゾ
ー
ミ
ル
氏
ノ
著
書
ナ
リ
シ
ガ
近
来
ハ
ーワレ小男／ｎ〆
一変シテスペンサアトナリ「スタチック」（の（三つの）「スタアデー、「フフ、ソシオロジ１」（の冒骨＆の【）ｑミヘ閃〕〉）、如キハ家々ノ帳裏（たれまくをめ
○
醒
二
睡
気
一
瀬新体詩選
毛
野
首
藤
次
郎
校
閲
南
紀
竹
内
隆
信
纂
輯
明
治
十
九
年
九
月
串
英
国
項
辺
撒
先
生
箸
板
垣
退
助
序
高
橋
達
郎
訳
宗教進化論
末
広
重
恭
著
明
治
十
九
年
六
月
板
垣
退
助
出
版
出
版
原書は四・の己の円の【の記旦崎ご冨冗貝ご包円『§＆、ごｇＱＲ．
68）１２３
社会学伝来考
帥 ご
じ
ん
し
ん
ら
ば
ん
し
よ
う
も
の
そ
の
も
の
し
ん
せ
い
吾
人
（
わ
れ
わ
れ
ｌ
引
用
者
）
ノ
五
官
二
現
ハ
レ
テ
森
羅
万
象
ト
ナ
ル
物
其
物
ノ
真
性
（
し
ぜ
ん
に
も
っ
て
い
る
性
質
）
ハ
吾
人
得
テ
之
ヲ
知
ル
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
お
わ
さ
ら
不
明
ト断一一一一口シ了ラハ更二疑問ノ起ルアラン曰ク果［ⅡⅡ］然一フハ吾人ノ知ル所ノモノハ何ソヤ
す
な
わ
吾人ノ知ルトハ如何ナル意義二於テ称スルモノナルヤ吾人ノ最モ吾人ノ最モ高尚ナル智識トハ何ヲ力称スルヤト実体哲学則チ現象ト全ク
異ナル実体ノ何タルヤヲ説明スル哲学ヲ以テ到底成立シ得可キモノニアラズトシテ（後略）（一一七～一一八頁）
ハルバアト、スペンサア原著
とくぎようせい
英学科得業生（い｝談の学士ｌ引用者）佐竹時之助訳
し
ざ
本篇ハ須氏（スペン壮１引用者）哲学原理二出ヅ須氏人類ノ思議シ（考える）得可キモノト思議シ得可ラザルモノトアルヲ説キ物ノ真性ハ識ル
つい
能
ハ
ズ
ト
論
ジ
テ
終
二
哲
学
ノ
定
義
ヲ
下
ダ
セ
リ
㈱翻
訳
○
哲
学
ノ
定
義
種
々
の
学
者
の
多
き
中
（
中
略
）
狢
克ロック
英
国
斯
辺
撒
著
有賀長雄訳
標
註
斯
氏
教
育
論
上
下
二
巻
明
治
十
九
年
十
一
月
牧
野
善
第
一
節
中央学術雑誌
同
攻
会
編
纂
明
治
十
九
年
十
一
月
二
五
日
発
見
第
四
十
一
号
明
治
二
十
年
二
八
八
七
）
牧
野
善
兵
衛
出
版 倍
根
ベイコン
彌
兒ミし
原書は国・の己のｐｏのＨの回重言冨言苫》雪量苛ロミ具ミミミミ輿垣言胃己》］函詔，
牛
董
ニ
ュ
ー
ト
ン
瓠
：
ｌ
降
て
達
兒
尹
ダ
ウ
ヰ
ン
蘇辺薩一伊太利国の加里列阿子（九頁）
ス
ペ
ン
サ
ア
ガ
リ
レ
オ
122（69）
○
論
説
(4１
お
よ
す
こ
ぶ
がい
（前略）凡ソ欧米ニァリテハ哲学ノ如キモ他諸般ノ学術ト等シク学会ヲ設立シ雑誌ヲ発行スル「－－頗ル盛ニシテ各派慨シテ各個ノ学会アリ
か
く
そ
の
あ
い
囑
譽
１
１
１
１
１
１
ｌ
各
個
ノ
雑
誌
ア
リ
テ
各
其
主
義
ヲ
拡
張
シ
以
テ
学
理
ノ
進
歩
二
就
一
ァ
相
競
争
ス
例
へ
ハ
デ
カ
ー
ト
ベ
ー
コ
ン
カ
ン
ト
ヘ
ー
ゲ
ル
コ
ン
ト
ベ
ン
サ
ム
シ
ョ
ッ
ろ
い
あ
あ
さ
か
ん
ペンハウエルスペンセルハルトマン等ノ論派力互二自己ノ主義ヲ拡張スル所ノ雑誌。／発行シテ以テ相競争スルノ類是レナリ呼盛ナリト云
フヘシ（一～二頁）。
Ⅲ ㈱哲
学
会
雑
誌
第
一
号
明
治
二
十
年
二
月
五
日
発
行
○
本
会
雑
誌
ノ
発
刊
ヲ
祝
シ
、
㈱からず（十四頁）
大
阪
積
善
館
明
治
二
十
年
一
月
刊
行
女
子
を
軽
ず
る
の
風
は
お
こ
な
スペンサー氏曰く封建制行はると所には必ず家長権行なわる、ｊＵのなりと「社会学原理」（十七頁）
あ
た
か
「スペンサー」氏曰ク男女心的の差異あるは恰３Ｄ生理的の差異ある如しと（五一一頁）
哲
学
会
雑
誌
第
四
号
明
治
二
十
年
五
月
五
日
発
行
辰
己
小
次
郎
著
斯
氏
哲
学
要
義
明
治
二
十
年
四
月
哲
学
書
院
発
行
農
学
士
菊
池
熊
太
郎
著
述
男
女
心
理
之
区
別
あ
ら
つ
き
天下一般の風習に非ずして「ルボック」「スペンサー」諸氏の著書に就て見うっときに
あ
わ
た
遁
併
セ
テ
会
員
諸
君
二
質
ス
加
藤
弘
之
同
書
は
ス
ペ
ン
サ
１
の
ご
局
国
量
⑮
誉
暮
冒
の
要
点
だ
け
を
訳
述
し
た
も
の
。
す
ぐ
女権男権に優るの風俗ある社△室の例少な
(70）１２１
社会学伝来考
文
学
士
有
賀
長
雄
先
生
著
倒縦社会進化論全
東
京
牧
野
書
房
刊
・
明
治
二
十
年
十
月
再
辨社会進化論凡『
○
日
本
二
於
テ
哲
学
上
ノ
急
務
ナ
ル
問
題
し
ゆ
う
た
第
一
一
衆
多
ノ
（
多
く
の
ｌ
引
用
者
）
功利教諭ノ如キコレナリ（四○｜頁）
○
論
説
㈹（前略）
文
学
士
嘉
納
拾
五
郎
な
（前略）杜〈室ノ幸福ヲ増進スルヲ以テ人間ノ目的トスルノ理由ト為ス「ｌ能ハザルナリ
今
進
化
主
義
二
由
テ
之
ヲ
論
ス
ル
コ
ト
キ
ハ
又
一
歩
ヲ
進
メ
テ
答
弁
ス
ル
「
‐
ヲ
得
ベ
シ
例
之
ス
ペ
ン
サ
ー
ガ
所
謂
進
化
シ
タ
ル
社
会
二
於
テ
ワ
只
各
人
ガ
自
己
ノ
身
ヲ
護
り
子
孫
ヲ
養
育
シ
他
人
ヲ
害
セ
ザ
ル
ニ
止
マ
ラ
ズ
（
一
五
五
～
一
五
六
頁
）
（三九九頁）
有
神
哲
学
小
崎
弘
道
ｌ
こ
と
ご
と
（
前
略
）
夫
ノ
ス
ペ
ン
セ
ル
ハ
此
世
界
ノ
初
メ
ハ
悉
ク
平
均
シ
タ
モ
ノ
ガ
ア
ッ
テ
其
モ
ノ
ガ
段
々
変
化
シ
テ
世
界
ノ
様
ナ
モ
ノ
ガ
出
テ
来
タ
ト
云
う
（
一
一
一
九
五
頁
）
た
と
宇
宙
ヲ
時
計
二
醤
へ
又
ハ
人
間
ノ
目
ノ
「
１
杯
ヲ
引
イ
テ
神
ノ
働
キ
ヲ
説
明
サ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
之
ヲ
ス
ペ
ン
セ
ル
ハ
大
工
論
（
カ
ル
ペ
ン
タ
ル
シ
オ
リ
）
卜
申
、
ン
マ
シ
タ
哲学会雑誌
第
八
号
雑
誌
二
十
年
九
月
五
日
発
行
ユ
ー
チ
リ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
再版
凡例
（功利教）ヲ論ス
文
学
士
デ
ニ
ン
グ
ま
じ
わ
書
籍
ヲ
訳
述
或
ハ
編
纂
シ
之
レ
ニ
錯
ブ
ル
ー
其
自
論
ヲ
以
一
プ
ス
ル
モ
ノ
即
チ
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
ノ
不
可
知
論
的
、
普
通
総
念
ノ
説
、
（承前）同書の初版は、明治二十年二月。
120（71）
一
此
国
演
説
者
の
模
様
も
つ
と
せ
る
ん
演
説
は
尤
も
世
論
喚
起
し
《４モン
テ
ス
キ
ウ
を
友
と
な
し
（前略）
独り英国の哲学士ハルペルト、スペンセル氏、
「哲学全書」の第四部として「社会学之原理」
百鬼かいのけしょうぶ
夜行会仮粧舞
東
京
共
隆
社
発
見
明
治
二
十
年
十
一
月
三
木
愛
花
仙
史
戯
著
此
学
（
社
会
学
ｌ
引
用
者
）
を
専
修
す
る
人
、
□Ｓ△已曰ＢＤＳＦａ６』Ｂ乙汕０１１６口ｂＢ０ＤＧ■■９０．■ＦＤ
出
版人心
を
鼓
舞
す
る
に
功
能
あ
る
も
の
、
如
し
其
演
説
家
に
は
ル
ー
ソ
ー
を
以
て
自
任
す
る
も
の
あ
り
ス
ペ
ン
サ
ー
を
以
て
秘
か
に
比
る
人
あ
り
こ
う
が
い
お
お
い
ギ
ゾ
ー
を
兄
弟
と
為
し
常
に
憾
慨
の
演
説
を
試
み
し
か
ば
其
化
粧
ル
ー
ソ
ー
ス
ペ
ン
サ
ー
等
多
か
り
し
為
め
に
大
に
演
説
者
の
声
価
を
落
せ
た
い
せ
い
い
え
ど
も
い
ま
ほ
と
ん
な
よ
泰
西
と
雛
多
か
ら
ず
、
之
。
／
講
す
る
の
書
に
至
て
は
未
た
殆
と
無
し
、
是
れ
此
学
の
起
る
日
尚
ほ
桟
き
に
因
る
な
り
そ
の
り
一
家
の
哲
学
を
立
て
む
と
て
其
一
部
分
と
し
て
社
会
進
化
の
理
（
す
じ
道
）
を
講
究
三巻を著す（後略）（一頁）。
ハーバート・スペンサーの肖像
中島力造『スペンサー氏倫理学説」（明
治42.6）より。
そ
の
ひ
そ
く
ら
ぷ
｢ハイゲート墓地」（ロンドン郊外）
にあるハーバート・スペンサーの墓。
［筆者撮影］
(72）１１９
社会学伝来考
㈹
哲
学
会
雑
誌
略
、－＝
ｊロレ』》」
斯クアルヘシ、斯クアリナシ、固是レ故
ものに作りあげる－１引用者）（四五九頁）
㈹
哲
学
会
雑
誌
第
二
十
号
明
治
二
十
一
年
九
月
五
日
出
版
○
論
説
社
会
学
史
略
（
第
一
回
）
文
学
士
有
賀
長
雄
ひ
な
い
え
ど
おお
社
会
学
ノ
世
二
出
ツ
ル
日
尚
ホ
桟
シ
ト
雌
モ
既
ニ
シ
テ
大
二
進
歩
ノ
見
ル
可
キ
ア
リ
テ既二此ノ学ノ大家ダル者ヲ挙クレバ（後略）（’一一七九頁）。
㈹ り二
五
六
～
一
五
七
頁
）
此等諸氏ハ
四七四頁）
進
化
説
沿
革
一
斑
会
員
谷
本
富
い
ま
かつ
た
お
ぼ
ろ
げ
進化卜云へル語〈今ハ既二普通ノ語トナリヌ（中略）十中ノ八九ハ未夕嘗テ進化論一部ノ書ヲ読ミタル「ｌアルニアラス、唯タ朧気二進化論ハ
も
と
こ
そ
う
し
よ
》
フ
クァルヘシ、斯クアリナシ、固是レ故ダルウヰン氏ノ創撒スル〔人に先駆けてとなえる〕所ニシテスペンサー氏ノ集成セル者ナリ（まとまった
こ
の
ほ
か
ｌ
（中略）此外心理ノ進化ハスペンサー氏之ヲ始メ、及上、社会、国民、国語、宗教、風俗、芸術、制度、文物モ皆ナ進化ノ則一一従う者ナル「ｌモ（後
哲
学
会
雑
誌
第
十
九
号
明
治
二
十
一
年
八
月
五
日
発
行
明
治
二
十
一
年
二
八
八
八
）
●しこ』つ○し
皆ナ進化学ノ教師ナリ、発明者ナリ、而テ之一フ集大成シタル者ハ実ニスペンサー‐子トス、同氏ノ総合哲学ハ即チ進化哲学ナリ（四七一一一
第
二
十
一
号
い
崖
コント、スペンセルハ一一一一ロフニ及バズ其名未ダ多ク本邦人二知ラレスシ
118（73）
剛
哲
学
会
雑
誌
第
二
十
七
号
機団体ナリ（中略）
○
論
説
㈹ ○論
説
㈹
し
っ
た
およ
（前略）始メテ世間ヲ叱陀シ、社会学林ノ門額二「几ソ此川二入一フント欲スル者ハ
タ
ル
ハ
次
二
批
評
セ
ン
ト
ス
ル
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
ノ
逸
事
ナ
リ
（
五
四
五
頁
）
博士スタイン国家及上社会論
文
学
士
有
賀
長
雄
し
ゆ
う
ご
う
国
家
ハ
人
類
ノ
聚
合
（
あ
つ
ま
り
ｌ
引
用
者
）
英国ノ学者中ニモ摩辮→桂川社会国家ノ差別二関シ明瞭ナル議論ハ見エズ（五七五頁）
哲
学
会
雑
誌
第
二
十
二
号
明
治
二
十
一
年
十
一
月
五
日
出
版
英国波、斯辺玻氏原》
日
本
文
学
士
高
田
早
一
平
松
熊
太
郎
訳
述
代議政体得失論
明
治
二
十
一
年
十
明
治
二
十
一
年
十
月
五
日
出
版
明治二十二年（一八八九）
強者ノ権利ト道徳法律ノ関係
文
学
博
士
加
藤
原著早苗校閲
十
月
出
版
畠山房書店発行
加
藤
弘
之
講
演
ま
た
か
つ
ヨ
リ
成
レ
ル
有
機
団
体
ナ
ル
カ
社
会
モ
亦
曾
テ
社
会
進
化
論
二
於
テ
証
明
シ
々
／
ル
カ
如
ク
人
類
ノ
聚
合
ヨ
リ
成
レ
ル
有
原書は四・ｍ□のロ、のＨの記８§の§冒誉⑮。。ごミミ局員．
先
シ
其
情
心
ヲ
全
脱
ス
ベ
シ
」
ト
大
書
シ
以
一
丁
此
ノ
学
ノ
面
目
ヲ
一
新
シ
(74）１１７
社会学伝来考
㈱
す
こ
ぶ
又
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
の
如
き
は
主
と
し
て
社
会
進
化
の
順
序
に
基
き
て
宗
教
的
現
象
の
説
明
を
為
宍
ぐ
ん
と
す
る
者
の
一
例
な
り
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
の
論
す
る
所
頗
る
臆
断
に
いえど
そ
の
う
た
が
い
過
ぐ
る
の
癖
あ
り
と
錐
ｊ
Ｕ
彼
の
自
己
の
宗
教
を
除
き
て
は
全
く
他
の
宗
教
を
度
外
視
す
る
狭
隙
な
る
学
者
の
所
論
に
比
す
れ
は
其
勝
る
所
の
多
き
固
よ
り
疑
を
容
れ
ざ
る
なり（二八六頁）
○
宗
教
学
に
つ
き
て
（
承
前
）
6１ ○日
本
哲
学
の
現
況
百
・
日
・
）
Ｉ
１
１
…
は
な
は
だ
（
前
略
）
従
来
は
ス
ペ
ン
サ
ー
も
、
ミ
ル
も
、
ベ
イ
ン
も
、
其
書
概
ね
皆
な
英
学
校
の
読
書
科
に
用
い
ら
れ
た
る
の
み
な
る
を
、
甚
し
き
は
哲
学
書
類
を
翻
訳
公
行
せ
し
有
名
わ
ず
か
た
だ
く
だ
し
た
が
つ
き
つ
く
つ
の学者先生も、実は毫も哲学の何たるを弁ぜず、只管文字をたどりて字訳せられたるばかりにて、従て誤訳にあらざ壜れば詰屈（文章がむずかしく読みに
す
こ
ぶ
く
い
ｌ
引
用
者
）
難
解
も
の
多
き
は
頗
る
嘆
息
に
堪
え
ず
と
す
（
一
六
一
一
頁
）
ぽ
う
スペンサー氏はミル氏よりも一層広く流布したり、某外人日本のスペンサー流行には吃驚したりと物語りぬ（一六一二頁）
頁
、－〆 明
治
二
十
二
年
五
月
五
日
出
版
支
那
古
宗
教
論
（
承
前
）
会
員
ス
ペ
ン
サ
ー
曰
ク
宗
教
心
ノ
発
挫かなめ
ス
ペ
ン
サ
ー
曰
ク
耶
蘇
教
ノ
要
Ⅲ
英
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
箸
島
田
豊
訳
斯辺墳代議政体論
哲
学
会
雑
誌
第
二
十
九
号
明
治
二
十
二
年
七
月
五
日
出
版
雑
録明治一一十三年（’八九○）
前
）
会
員
谷
本
富
。
ｏ
宗教心ノ発端ハ霊魂別在ノ迷信一一在り、霊魂別在ノ迷信由リテ来ル所ハ、夢ノ誤解ナリ、（一一一一○頁）
か
な
め
か
い
ほ
う
耶
蘇
教
ノ
要
卜
セ
ル
霊
魂
復
活
論
モ
亦
、
原
始
人
力
懐
抱
シ
タ
リ
（
い
だ
く
ｌ
引
用
者
）
此
迷
信
ヨ
リ
変
遷
シ
来
リ
タ
ル
者
ク
ル
ー
過
ギ
ズ
ト
原書は四・の己のごｏの【の記８思い§言冒⑮０８⑩ミミの三・
（
’
一
116（7５
本
月
十
五
日
の
「
国
会
』
と
十
七
日
の
『
毎
日
』
と
の
記
事
に
依
れ
ば
総
合
哲
学
の
泰
斗
ハ
ル
ベ
ル
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ル
氏
は
十
数
年
以
前
よ
り
健
康
大
に
衰
へ
て
専
心
著
述
に
従
事
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
や
う
に
な
り
現
に
千
八
百
七
十
九
年
倫
理
学
史
料
を
著
せ
し
時
に
も
其
の
序
文
中
に
「
健
康
の
衰
へ
た
る
た
め
多
年
経
営
せ
る
総
合
哲
（前略）閣下を似て明治の新人物と為すは、誤れり、閣下は依然たる維新前の人物なり、たぎ従来の勤王討幕家が、スペンセルを読みたる迄なり、
き
せ
つ
た
く
ぜ
ん
ぷ
ふ
閣
下
が
気
節
の
卓
然
た
る
は
（
意
気
と
節
操
が
と
び
ぬ
け
て
い
る
ｌ
引
用
者
）
．
新
日
本
の
書
生
に
非
ら
ず
し
て
、
旧
日
本
の
武
夫
（
勇
士
）
に
在
り
（
第
八
巻
四
九
六
’
四
九七頁）
㈱「板垣伯に與えるの書」（「国民之友』第一一四号所収、明治一一十四年四月三日発見）
㈱剛 ㈹ ㈱
英
国
ス
ペ
ン
セ
ル
箸
日
本
田
中
登
作
訳
斯
氏
倫
理
原
論
英
国
碩
学
斯
辺
撒
原
著
神
戸
日
報
主
筆
千
田
釣
訳
述
利
勢
論
一
名
官
卑
民
尊
論
明
治
二
十
五
年
十
月
出
版
英
ス
ペ
ン
サ
ー
箸
荻
原
民
吉
訳
非
国
会
論
や
ま
い
あ
つ
「スペンサル氏病篤し」（『早稲田文学』第一一一一号、明治一一十六年一月一二十日発見）
明
治
二
十
五
年
十
一
月
出
版
普
及
舎
発
売
明治一一十一一一年三月出版大倉書店発行
明
治
二
十
五
年
（
’
八
九
二
）
神
戸
日
報
発
売
原書は国，のロのロ・円の用意言萱田＆国喜切・
お
お
い
(76）１１５
社会学伝来考
英
ス
ペ
ン
サ
ー
著
倒襲蕊舞聡慧業生小篝一郎識
原書は国・のロのごｎの【の自言①面冒の§のミミミ．
「スペンサー」の
ひ
も
と
巻を繕かさるな－）。
わ
が
く
に
特に我邦維新以来の学者と称せらる、ものに至っては、「スペンサー」
る
い
る
い
可し。氏の著書は累々として日に月に輸入せられ、倫理学者も之を講し、
（六三七頁）
雑
報 ㈱ 学の大目的たる道徳の主義を発表するに及ばず」（中略）
ロ
ン
ド
ン
は
な
は
八
日
倫
敦
発
の
報
に
よ
れ
ば
今
や
同
氏
の
病
甚
だ
篤
く
陰
「スペンサー」氏倫理学原理第一巻
（勺国ロ９℃］のの。【向斤巨Ｏの国】因のＨすの『庁の□のｐＯの【・『○一・円・Ｚ・目・ロ・シロ己一のＳご陣Ｏ○・）
哲学雑誌
第
八
巻
明拾一一十六年十二月
明
治
明治一一十六年（’八九三）
’十七年二八九四）
い
や
し
く
の著作とし云へは、｜時は天下を傾動し、書生を間はす、学者を論せす、筍も耳あるものは其名をきかさるなく、筍もロロあるものは其
倫
敦
レ
ゼ
ン
ト
公
園
の
私
宅
に
在
り
て
ふ
か
し
ぎ
の
著
作
は
実
に
一
種
不
可
思
議
の
力
を
有
せ
り
と
云
ふ
も
恐
ら
く
は
過
一
一
一
口
に
あ
ら
ざ
る
心
理
学
者
も
之
を
読
み
、
動
植
物
専
門
家
も
之
を
習
ひ
、
社
会
学
研
究
家
も
之
を
学
へ
り
病臥せりと云々（四一一一頁）
： ；
渋江保編『哲学大意
［筆者蔵］
全』（明治27.2）
114（77）
ハーパアト、スペンサー氏、一代の大作なる『総合哲学』を完結せり。「社会学原理』（《《目ずの勺【ごｏ亘のの。【の。Ｑ・］・空》ごく。］・閂自・）は、実に其終巻也。
こ
の
か
ん
氏か此大著作員のどの庁の曰・命の百斤ロの言旧三｝・の。ご亘弓。（総合哲学体系）を大成せしは、前後一一一十六年の長星霧を費せし也、此間氏は身心の和を失ひ、幾多
び
ん
ぺ
ん
こ
う
せ
い
の窮困に遭遇せしも、長江の流れて止まざるが如き覗勉（勉めはげむ）を以て、之に当り、七十一ハ歳の高齢を以て、曠世（世にまれな）の著述を稿了せ
し
は
独
り
氏
の
光
栄
な
る
の
み
な
ら
ず
、
第
十
九
世
紀
の
冠
冤
な
り
（
四
六
五
頁
）
㈹ ㈹ ６哲
学
大
意
全
明
治
二
十
七
年
二
月
出
版
博
文
館
発
見
エ
ム
ピ
リ
カ
ル
、
フ
ヰ
ロ
ソ
フ
ヰ
ー
英
国
の
碩
学
ベ
ー
コ
ン
が
実
験
哲
学
の派に属し（中略）、殊に形而上学派の方は
と
は
恰
か
も
東
西
の
如
し
（
六
頁
）
60
「ハーバアト、スペンサー氏の『総合
か
ん
ぺ
ん
第
十
九
世
紀
の
冠
冤
（
首
領
ｌ
引
用
者
）
ス
ペ
ン
サ
ー
原
著
藤
井
宇
平
訳
綜
合
哲
学
原
理
英
国
大
儒
ス
ペ
ン
サ
ー
新
著
法
学
士
永
井
久
満
次
訳
述
個人対国家論
明
治
二
十
七
年
一
月
出
版
博
文
館
発
見
渋
江
保
編
明
治
三
十
一
年
八
月
出
版
経
済
雑
誌
社
発
行
明治三十一年（一八九八）『総合哲学』終巻を読む」（「国民之友』第三一一一七号所収、明治一一一十年一一月一一十七日発見）
（
実
物
に
徴
す
る
を
主
と
す
る
も
の
）
を
主
唱
し
て
よ
り
同
国
の
学
者
ロ
ッ
ク
及
ひ
今
の
ス
ペ
ン
サ
ー
等
の
諸
氏
は
此
へＩゲルに至りて極まり、実験学派の方はスペンサーに至りて極まりければ、二氏が哲学の相反するこ
原書は四・の己のロ、の【の曰●青ミミ己の§Ｂ尋のの冒貫甸冨庁①口豈・Ｐ］函雰宛の己『一員＆菖昏弓風呂のＱ四己
円のぐ肘の□。【の。◎】四一の（囚は。の．
原書は四・の己のロ、のＨの国量⑮誉、骨冒》一号の曰は。□．
そ
の
し
ゆ
う
か
ん
78）１１３
社会学伝来考
れ
る
し
、
そ
の
学
説
や
思
想
の
断
片
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
以上掲げたスペンサー文献は、明治十年代から同三十年代までのものである。スペンサーの単行本としてあるいは政治論として紹介されたもの、
また雑誌などにおいて、スペンサーに一一一一口及したものなどである。ことに当時の政治論をのべた論著の中のいたるところに、スペンサーの名がみら
も
と
そ
の
お
な
Ｕ
然れども氏が社会学の根本思想は、之を其れ等の著述中に索む可らず、其哲学に於てせざる可らず、氏が第一原理を著はしたる精神ｊＵ亦コムトと同
つい
く一切の科学に付て統一する所を発表せんとするに在り（一二六四頁）
なり。
㈱
哲
学
雑
誌
第
十
九
巻
明
治
三
十
七
年
四
月
十
日
発
見
ス
ペ
ン
ン
サ
ー
氏
の
社
会
学
系
統
此
の
篇
は
他
の
目
坐
るは更に他日を期す。
なお、「スペンサーとへＩゲル」「スペンサーの観察力と考証力」「スペンサ１の『職業進化論』などの記事がつづくが、いまはそれにふれない。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
コ
ム
ト
の
劃
□①のＲ】宮】ぐののＣＱ。］○ｍ『．
目汀のの言旦昌○ｍの。Ｑ○一○ｍご・
二一口の（『四瓦○口。｛ロロ】ぐの『の囚］己【○ｍ『の①の．
弓ケの勺ユロロロのｍ
の。、一四］の【四画Ｏの．
明治三十七年（一九○四）
遠
藤
隆
吉
他
の
目
的
の
た
め
に
稿
せ
し
者
な
る
が
故
に
ソ
シ
ヲ
ロ
ジ
ー
●
コ
ム
ト
の
創
始
せ
る
社
会
学
な
る
．
名
辞
を
襲
用
せ
り
。
其
の
斯
学
に
関
す
る
著
述
は
。｛の。Ｑ○一○ｍ寮 第二
○
六
号
し
よ
う
し
ゆ
つ
スペンサー氏全体の社会学を抄出したうり（えがく）にあらず、スペンサー氏全体の要点を抄出す
112（79）
:ii2llll堂総じて明治期の文章は、
注（１）フェノロサ夫妻の来日を報じる新聞記事はいくつかある。たとえば、《《曰言胃Ｓミヨ、鳥唇ミミヘ署［シロ、」Ｐ屋『⑭］の「船舶情報」（の冨已旨、閂日の］］】‐
ぬのごｎの）に載ったもの。それによると、夫妻を乗せた「ペキン市」号（目ぽのＱご・【勺の五口四外輪船、五○六九トン、船長Ｃ四ぐ日］ご）は、八日九日に
横
浜
に
到
着
し
た
。
同
船
に
は
欧
米
人
の
船
客
以
外
に
、
三
等
船
客
の
中
国
人
が
一
七
七
名
乗
っ
て
い
た
。
ほかに記事がないか捜したところ、《《旧臥９．ｓへ、ｓ§ご［の四日の＆》ごシ・ロニヨ函］の「乗客」（息のの四ｍの『の）の欄に、「Ｅ・Ｆ・フェノロサ教授とその
妻」（弓【・庁協のこ「回司・句の口目一一・の口の庁の囚蔚日日の）とあった。横浜で刊行された英仏のこれらの一一紙は、何もふれていないが、じつは「ペキン市」号に
は
、
前
年
の
七
月
北
海
道
の
沖
合
い
で
遭
難
し
、
漂
流
中
、
こ
と
し
の
六
月
に
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
航
中
の
帆
船
エ
ジ
セ
リ
ト
ン
号
に
救
助
さ
れ
た
日
本
船
の
生
残
り
四
名
遭
難
し
た
船
は
、
越
中
国
東
岩
瀬
（
富
山
県
北
部
ｌ
神
通
川
河
口
の
西
岸
）
ｌ
馬
場
道
久
の
持
船
（
千
石
積
乗
組
員
十
一
一
名
）
で
あ
っ
た
．
同
船
は
明
治
十
年
五
月
、
東
し
岩瀬港を出帆し箱館へ着したのち、釧路の秋吉港で、コンブや搾めかす（魚や大豆の油をしぼったあとのかす。肥料）などを積んで七月箱館に寄港す
る
途
中
、
海
難
に
遭
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
船
に
は
二
十
四
名
の
日
本
人
（
乗
客
を
ふ
く
む
）
が
乗
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
船
に
救
助
さ
れ
た
と
き
、
生
存
者
は
わ
ず
か
四
名
が乗っていた。 IM11FIMMILlIITEmSmPCMPANY
8ewiceDiieeldesPIjqMbolsAmOPi欄ino
BNTllB
I8Clline,ｌｅＪ叩oneMUeWVoPk･
ＬＥＰＡＱＵＥＢＯＴ
`ICITmFM【１Ｍ,
CapitaineCAVARLYO
SmMEXI，lil)IlipourSANFMNCISCO，ver81e2Seplemb『ｅｌ８７ａ
漢
語
が
や
た
ら
と
多
い
、
漢
文
直
訳
式
の
フェノロサ夫妻が乗った
「北京市」号の新聞広告。
["LlEbﾉﾉｏ伽ﾉZZPo"''’1878.8.10付］ より。
ま
た
明
治
以
前
の
日
本
語
は
、
和
語
（
や
ま
と
こ
と
ば
）
が
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
外国から漢語が混入して、和漢混靖の文体であった。明治初年以降、西洋の文学、
政
治
、
経
済
、
社
会
な
ど
が
移
入
さ
れ
る
や
、
そ
れ
ら
を
邦
語
に
訳
す
こ
と
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
行
な
わ
れ
た
翻
訳
法
は
、
原
文
を
す
べ
て
忠
実
に
訳
す
の
で
は
な
く
、
大
意
を
と
っ
て
縮
訳
す
る
や
り
方
で
あ
っ
た
。
日本文である。漢文調の和文が日本を風塵したのが、明治という時代であった。
当時は欧化主義の全盛時代であり、横文字や片仮名が大いにはやったころで、
政治について語り、またそれを実践するにしても、その学問的根拠をスペンサー
（卵）
の学説に求めたことから、スペンサーやミルの思想がいかに政論家の心をとら、え
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
(80）１１１
社会学伝来考
（６）明治から平成のこんにちまでの間に、わが国で刊行された旭大な社会学文献の中から、日本の社会学史に関する論著だけを拾い出し、それに一通り
目
を
通
し
た
結
果
、
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
る
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
け
れ
ど
資
料
に
基
づ
く
真
に
手
堅
い
、
実
証
的
か
つ
体
系
的
な
研
究
と
な
る
と
実
に
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
応
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
読
し
、
示
唆
を
う
け
た
の
は
左
記
の
文
献
で
あ
る
。
であった弓郵便報知新聞』明治ｎ．８．，付）。［横浜開港資料館蔵］
（２）巨弓『のｐＯの三・○三の。］貝この写、同冨ニロミ』言豊ｓ苫ｏミミ員の円ののロ尋・・旦而『ののの》弔巨二ｍすの『の）○・目のｓｏ具》ロ・の．シ》］①ａ勺・□
（
３
）
磯
野
直
秀
「
モ
ー
ス
そ
の
日
そ
の
日
ｌ
あ
る
御
雇
教
師
と
近
代
日
本
』
（
有
隣
堂
昭
和
六
十
二
年
十
月
）
、
九
九
頁
．
（４）清水幾太郎「日本社会学の成立に就いて」（「思想』第一三八号所収、昭和八年十一月）、｜頁。
（５）馬場明男（一九一一八～）『社会学小史」（エルガ、昭和四十一年六月）、一一三七頁。なお、同書は初学者（聴講者）のために書かれた入門書的な社会
学
史
で
あ
る
。
第
一
章
社
会
学
の
成
立
、
第
二
章
社
会
学
の
歴
史
、
第
一
一
一
章
十
九
世
紀
の
社
会
学
、
第
四
章
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
、
第
五
章
ド
イ
ツ
社
会
学
、
第
六
章
英米社会学とつづき、第七章から第八章にかけて、日本社会学の歴史、戦後のわが国の社会学について叙述している（一五六～一三九頁）。平易、明
＊下出隼吉「明治社会学史資料」Ｈ口（『社会学雑誌」第十八号、第一一十三号所収、大正Ⅲ）
＊高田保馬「一九○七年ころ」（『社会学徒』第一巻第二号所収、昭和２．５）
＊小林郁「明治三十年代の社会学界」（『社会学徒」七月号所収、昭和２．６）
＊「東大社会学研究室創立二五年記念会記事」（『社会学雑誌』第四十八号所収、昭和３．４）
＊布川静淵「明治一一一十年前後の社会学界、社会運動に関する追憶談」（『社会学雑誌』第五十三号所収、昭和３．９）
＊下出隼吉「フェノロサと日本の社会学」（「社会学雑誌』第五十八号所収、昭和４．２）
＊高田保馬「日本に於ける社会学の発達」（驫錘教育科学第十八冊』岩波書店、昭和８．３）
＊清水幾太郎「日本社会学の成立に就いて」（「思想』第一一一一八号所収、昭和８．ｕ）
＊松本潤一郎「我国社会学研究の沿革」ｓ日本社会学』所収、時潮社、昭和、．、）
＊
河
合
弘
道
「
第
二
章
日
本
社
会
学
の
源
流
」
「
第
二
節
日
本
社
会
学
の
淵
源
と
し
て
の
記
紀
」
（
「
日
本
社
会
学
原
理
』
所
収
、
昭
森
社
、
昭
和
旧
・
１
）
＊小山隆「日本社会学」ｓ社会学史』所収、実業之日本社、昭和別・皿）
＊蔵内數太「幕末明治の社会学」（編細細艇繍蛙蝋暦現代社会学の諸問題』所収、弘文堂、昭和別・２）
解な好書である。
１１０（８１
＊のごｑご寄冗ご弔古の『＆弓包帛さ湯のミミ、頁ご自菖》］四つ四口のの①の。Ｑ○一○四０口］の○口のご》］温『》勺・］～勺・←
＊｛醐霞、鷆叩三｝田喜ご薑二喜毫二二薑同三實三雲‐邑髻
＊］のｍの①句【＆の国０戸の【の旨の同曰言Ｄ８ｇ
室》ｚ○・①（三四『》皀韻）》勺．「三～で，「巴
＊「第六章日本社会学の発展」（溺麟社会学」所収、
＊新明正道『社会学史概説』（岩波書店、昭和別・２）
＊『東京大学文学部社会学科沿革七十五年概観』［非一一
＊
馬
場
明
男
「
第
七
章
日
本
社
会
学
の
歴
史
」
「
第
八
章
戯
＊斉藤正一一「明治三十年代における日本社会学」（日本
＊
新
明
正
道
「
建
部
遜
吾
博
士
の
片
影
ｌ
明
治
社
会
学
史
の
＊
大
道
安
次
郎
「
明
治
三
十
年
代
以
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
杜
〈
＊
横
山
寧
夫
「
第
六
章
日
本
社
会
学
の
発
展
」
（
「
社
会
学
史
時
＊
河
村
望
「
日
本
社
会
学
史
研
究
（
上
）
（
下
こ
（
人
間
の
科
単
＊
斎
藤
正
二
『
日
本
社
会
学
成
立
史
の
研
究
』
（
福
村
出
版
、
昭
＊
秋
元
律
郎
「
日
本
社
会
学
史
Ｉ
形
成
過
程
と
思
想
構
造
』
｜
＊
柴
田
隆
行
「
明
治
期
日
本
の
〈
西
洋
哲
学
史
〉
移
入
史
」
言
＊
富
永
健
一
「
戦
後
日
本
社
会
学
の
発
展
と
そ
の
問
題
」
（
日
本
＊
『
二
四
→
刀
ヨ
ョ
コ
→
っ
囮
寺
善
言
忌
ミ
ミ
ミ
「
二
一
コ
Ｄ
「
三
℃
１
℃
＊「第四節日本社会学」（「社会学通論』所収、同文館、昭和妬・５）
＊新明正道「第八節日本社会学の発展」「日本における社会学の現状」（「社会学史』所収、有斐閣、昭和別・２）
＊
早
瀬
利
雄
「
明
治
初
期
に
お
け
る
日
本
社
会
学
前
史
の
研
究
Ｉ
社
会
学
者
と
し
て
の
西
周
と
コ
ン
ト
の
実
証
主
義
」
（
「
大
倉
山
論
集
第
一
輯
』
所
収
、
大
倉
山
文
化
科
学
河村望「日
斎
藤
正
一
二
秋元律郎一
柴田隆行「
富永健一「
］・皀昌目曰
畠①～勺・患』
『東京大学文学部社会学科沿革七十五年概観』［非売品］、東京大学文学部社会学研究室、昭和別・８）
馬
場
明
男
「
第
七
章
日
本
社
会
学
の
歴
史
」
「
第
八
章
戦
後
わ
が
国
の
社
会
学
」
ｓ
社
会
学
小
史
」
所
収
、
昭
和
ｎ
．
６
）
斉藤正一一「明治三十年代における日本社会学」（日本大学社会学研究室『社会学論叢』一一一十六号所収、昭和岨・３）
新
明
正
道
「
建
部
遜
吾
博
士
の
片
影
ｌ
明
治
社
会
学
史
の
一
駒
」
（
日
本
大
学
社
会
学
研
究
室
「
社
会
学
論
叢
』
三
十
七
号
所
収
．
昭
和
岨
・
５
）
大道安次郎「明治三十年代以後におけるアメリカ社会学の導入」（同右「社会学論叢」三十七号所収、昭和姐・５）
横
山
寧
夫
「
第
六
章
日
本
社
会
学
の
発
展
」
（
「
社
会
学
史
概
説
』
所
収
、
慶
応
通
信
、
昭
和
妬
・
９
）
河村望「日本社会学史研究（上）（下こ（人間の科学社、昭和蛆・９～別。、）
斎藤正二『日本社会学成立史の研究』（福村出版、昭和矼・９）
秋
元
律
郎
「
日
本
社
会
学
史
Ｉ
形
成
過
程
と
思
想
構
造
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
昭
和
別
・
５
）
柴田隆行「明治期日本の〈西洋哲学史〉移入史」ｓ白山哲学」第二十五号所収、平成２．３）
富永健一「戦後日本社会学の発展とその問題」（日本社会学史学会『社会学史研究』第十五号所収、いなほ書一房、平成５〉
］・皀昌の巨曰・亘与昌言肘冒、８§．【。］ロの【ご扁耳の一一畳Ｈの■の津の【ご『の。且○一・四の．『の『一四ぬく。ご己目、丙の『陣四口目宮。（》三三＆のロ巨己Ｆの旨｝ぬ》
研究所、昭和〃・６）の【の旨の同二ｎＤ８の（ｇミ⑮ミミ包帛さの⑮ミロミ房旦のご昌岑〕題言」弓§§ロ豊Ｃｓ②違囚の》目彦のシ日①国８口］・ロ日囚］。（の。Ｑ○一・空》「・］．
有
斐
閣
、
昭
和
肥
・
４
）
〕①囚津勺。
(82）１０９
社会学伝来考
グー、〆￣、グーへ－－、－－へ＝~へ〆￣へ－－へ〆■へ－－へ
1６１５１４１３１２１１１０９８７
、－－、－〆、－〆－－〆、－－、－－、－－～－－、-〆へ－〆
斎藤のこの著書は、「学史としては空前絶後ともいうべき力作であろう」（馬場明男）という。官学アカデミズムにもみられぬ、好書であることは間
違
い
な
く
、
も
っ
と
高
く
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
他
、
柴
田
、
富
永
論
文
も
な
か
な
か
捨
て
が
た
い
も
の
が
あ
り
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
轆搬搬准編「社会学通論（増補版）」（同文館、昭和一一十八年一一月）、三九五頁。
昭和別・４）。
日
本
に
お
け
る
社
会
学
の
発
展
史
に
つ
い
て
叙
す
る
場
合
、
ま
ず
前
史
と
し
て
社
会
学
の
起
源
、
つ
い
で
成
立
の
条
件
や
過
程
発
達
段
階
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
講
究
す
べ
きである。がこのようなプロセスを踏まえて作成された研究報告は、じっきい少ないのである。
先
に
引
い
た
論
著
の
中
で
、
参
考
と
な
る
良
い
文
献
は
、
せ
い
ぜ
い
つ
ぎ
の
五
、
六
点
で
あ
る
ｐ
松
本
潤
一
郎
の
「
我
国
社
会
学
研
究
の
沿
革
」
、
新
明
正
道
の
「
日
本
社
会
学の発展」と「日本における社会学の現状」、早瀬利雄の「明治初期における日本社会学前史の研究ｌ社会学者としての西周とコントの実証主義」、
単行本としては馬場明男の『社会学小史」と斎藤正二（日本大学社会学科教授）の「日本社会学成立史の研究』等である。
馬
場
明
男
の
「
社
会
学
小
史
』
は
、
平
易
に
書
か
れ
た
社
会
学
入
門
書
と
し
て
も
ひ
じ
ょ
う
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
斎
藤
正
二
の
「
日
本
社
会
学
成
立
史
の
研
究
』
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
蒐
集
し
た
文
献
資
料
を
利
用
し
て
書
き
上
げ
た
著
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
り
っ
ぱ
な
書
物
で
あ
る
。
斎
藤
は
馬
場
が
、
日
本
大
学
人
文
学
部
社
会
学
科
で
は
じ
め
て
演
習
を担当したときの最初の教え子であり、昭和四十一年同書を学位請求論文として提出し、文学博士を授けられた（馬場明男『社会学史論集』時潮社、
いうまでもなく、学史の研究にとっていちば，
方
法
し
だ
い
で
は
、
最
高
の
味
を
引
き
だ
す
こ
と
が
で
要
はない。それと出会えるのは、僥倖なのである。
注（８）の一一三九頁。
轍鹸「社会学』（有斐串
「
福
沢
諭
吉
全
集
第
十
『福沢諭吉選集第一
注（８）の一一三九頁。
「
福
沢
諭
吉
全
集
第
阿
注（８）の二四○頁。
孵脈誠雄編「社会学通論（増補版）』（同文館、昭和一一十
「社会科事典第四巻』（平凡社、昭和一一十四年一一月）、
「望月仏教大辞典第四巻』（世界聖典刊行協会、昭和
（有斐閣、昭和二十八年四月）、一一六七頁を参照。
第十九巻』（岩波書店、昭和三十七年十一月）、
第一巻』（岩波書店、昭和五十六年三月）、一
、学史の研究にとっていちばん重要なのは資料である。ネタは新鮮であることに越したことはない。未発見のものであれば、調理の
最
高
の
味
を
引
き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
研
究
も
い
わ
ば
創
作
料
理
と
お
な
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
良
質
の
素
材
は
ど
こ
に
で
も
こ
ろ
が
っ
て
い
る
わ
け
で
第四巻』（岩波書店、昭和三十四年六月）、一一一八頁。
昭和十一年十一月）、
二四一頁。三六七頁。
’○頁。または「全集第一巻』二九六頁。
三七八七頁。
108（83）
〆￣､グー、〆＝､〆￣へ〆■へ〆■ヘ／￣へ〆＝～〆￣へ〆￣へ〆￣､〆￣､〆戸へグー､〆￣へ〆￣ヘ〆￣へ〆￣へ〆￣へグーへ〆￣へグーへ〆￣、〆￣､
４０３９３８３７３６３５３４３３３２３１３０２９２８２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８１７
、－〆、－〆、－〆、－〆～－－、＝〆､－－～＝〆、-－、-－、－－、＿〆、＿〆、－〆、－〆､－－､＝〆～－－、_〆～￣、＿〆、－〆、－－、－〆鯲昨棚鰯洲原著『社会学綱要全』（有斐閣書房、大正一一年十一一月）、四頁。
冒さ§、曼門問⑯」忌昌のロの一〆ぐ・旨日のの》｛・日の⑤…》ロワ『四三のＦ胃・巨閉の》勺四１ｍ》
「哲学辞典」（平凡社、昭和六十一一一年十二月）、六一一一一一頁。
下出隼吉「明治社会学史資料」（『社会学雑誌」第十八号所収）、七五頁。
布川静淵「綱社会学漫録」（『社会』第二巻第十一号所収）、一七三頁。
西目已冨一○の『四］９回『鳥囮さ忌員弓笥啓弓冒巴．□目、目三日の冨一こ・ロ①の○・日冨皀》国・の〔・Ｐ』①』』》勺・』
川辺喜三郎「社会学序論講義案』（敬文堂書店、昭和九年四月）、三五頁。
加藤弘之「社会学とは如何なる科学か」（「日本社会学院年報第壹年第四、五合冊』所収、大正三年六月。
注（羽）の一七七頁。
『加藤弘之文書第一
注（８）の二四○頁。
『
漢
文
叢
書
近
思
録
注（８）の二四○頁。
同右。
同右。
『哲学辞典』（平凡社、
注（８）の二四八頁。
「西周」（昭和女子大》
麻生義輝編「西周哲坐
注（弱）の一一○頁。
西
周
「
自
伝
草
稿
」
言
注（弱）の三五七頁。
注（開）の三五八頁。
往往注
グー、グーへグーへ
２３２４２３
～￣、－－～=＝（昭和女子大学近代文学研究室「近代文学研究叢書第一一一巻」所収、昭和三十一年六月）、’○八頁。
》編「西周哲学著作集』（岩波書店、昭和八年十月）、三五五頁。
の七七頁。
の三頁。
第一巻』
（「日本の名著
伝習録』（有朋堂書店、昭和三年一月）、一一七七頁。
（同朋会出版、平成二年八月）、四一四頁。
弧』所収、（中央公論社、昭和四十七年一月）、二六八頁。
■ｃいい弔いの③
(84）１０７
社会学伝来考
〆￣へ〆￣へグー、〆￣へグーへ〆￣へ
５９５８５７５６５５５４
、-－､－－、－－、－－、－〆～－－ 所収、昭和五十七年）、
（印）注（岨）の一六二頁。
（岡）大久保利兼編「西周〈
西）津田道治「津田真道』［非売品］（近世資料会、昭和十五年十一月）、七七頁。なお、大川喜太郎に関する史料に、「和蘭国へ軍艦製造依頼ノ節伝習為
マ
マ
派遣セ、ン器械方職人大河原喜太郎死去通知一件」（東京大学史料編纂所蔵）がある。
（別）吐蝋議郎「日本社会学の黎明ｌ西周のオランダ留学に纏わる一つの資料」（関西学院大学『社会学部紀要第七号』所収、昭和三十八年三月）．
（
Ⅲ
）
沼
田
次
郎
「
ラ
イ
デ
ン
に
お
け
る
西
周
と
津
田
真
道
ｌ
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
と
の
往
復
書
翰
を
通
し
て
」
（
東
洋
大
学
「
大
学
院
紀
要
第
四
集
創
設
三
十
周
年
記
念
号
』
所収、昭和五十七年）、一三四頁。
グーヘグー､
４９４８
、－－、-－
〆￣へグーへ－－へ〆￣へ〆￣､〆￣へ〆￣へ
４７４６４５４４４３４２４１
，－〆、-〆、－－、-－、-－、－〆、－〆
大久保利兼編「西周全集第一一巻」（宗高書房、昭和三十六年十月）、七○四頁。
学関係史料集成」所収の「五科学習関係蘭文編」一七九～一八○頁にある。
麻生義輝編「西周哲学著作集』（岩波書店、昭和八年十月）、三六一一頁。
ライデン市のフリーメイソンリー（会員相互の扶助と友愛を目的とする世界的秘密結社）の支部「ラ・ヴェルテュ」に、以前勤務した記録保管人ア
ブラハム・フゥートハルス氏から、むかし得た来信によると、西と津田はレイデン滞在中、フリーメーソンになったという。西は一八六四年十月二十
日
に
、
津
田
は
同
年
十
一
月
十
七
日
に
入
会
し
た
。
日に、津［
注（妃）
麻生義輝「近世日本》
注（印）の三六一一一頁。
ニミミンミミミ房＆囚遍ご脚ｓ一二・量四三・の矛》いののｑの」の①｝》シ・ご「・の』一岳・｛【》のロー〔ぬのぐの【の‐曰囚昌のＯ宮ご己Ｆの己のＰ已置）勺・』ＣｍＣ～ご缶
麻生義輝「近世日本哲学史』（近藤書店、昭和十七年七月）、六五頁。
同右。
『
西
周
全
集
第
四
巻
」
（
宗
高
書
房
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
）
、
六
一
五
頁
。
注
（
蛆
）
の
一
六
一
頁
。
同右。
注
余
「赤松大一一一郎航海日記」（『幕末和蘭留学関係史料集成』所収、（雄松堂書店、昭和五十七年一一月）、一一一一一一一一～一一三四頁。
海軍技術中将沢鑑之丞『海軍七十年史談』（文政同志社、昭和十七年十二月）、’六七頁。
「赤松則良半生談１１幕末オランダ留学生の記録』（平凡社、昭和五十二年十一月）、一六○頁。
（妃）の一六一頁。
におなじ。
八
六
三
年
六
月
十
四
日
付
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
覚
書
。
原
文
は
「
幕
末
和
蘭
留
106（85）
グー、グーへ〆￣へグーへグーへ〆￣、グー､グー、グーへグー、〆■へグーへ〆￣、〆￣～－－へ〆卓へ〆￣へ〆￣、グー、グー、〆￣、〆戸へ
８１８０７９７８７７７６７５７４７３７２７１７０６９６８６７６６６５６４６３６２６１６０
，－〆､－=、－〆、－〆、-〆、－〆、－〆ペーン、－〆、－－、－－、－〆、－〆､－－、－〆、－〆、－－、－－、－－､_〆、－－～＝〆談」（神崎一作編輯『破邪叢書第二集』哲単
同
書
を
何
度
み
て
も
こ
の
字
句
を
見
い
出
せ
な
い
。
注注注注
〆￣へグーへ〆￣～゛グー、
5９５９５９５７
，－－、-〆、－〆、－－
のののの
六六五ョ
○○九開
四三九題
頁頁頁門
。。。￣
「明治文化史４思想一一一一［
注（田）の三○～一一一一頁。
注（印）の一六七頁。
同右。
注（弱）の六○頁。
注（的）の六一頁。
注（印）の六三頁。
注（“）の六二○一
注（則）の三六頁。
注（開）の四八頁。
早瀬利雄「明治初期における日本社会学前史の研究ｌ社会学者としての西周とコントの実証主義」（「大倉山論集第一輯』所収）、九九頁．
「近代日本社会学者小伝Ｉ書誌的考察」（勁草書房平成十年十二月）、五頁．
注（脳）の六二○頁。
注（印）の三○～一一一
注（田）の一八○頁。
注（印）の四三一一一頁。
下出隼吉の「フェノロサと日本の社会学」（『社会学雑誌』第五十七号）によると、丹生川上神社の大宮司兼大講義であった葵川信近の著述「北郷
コ
ン
ト
ポ
シ
テ
プ
ズ
ン
」（神崎一作編輯『破邪叢書第一一集』哲学書院、明治妬。、）に、コントの実証哲学が「法ノ公多之駁悉滴夫教ノ説」と紹介されている、というが、
『明六雑誌』第三十八
注（的）の一○一頁。
『西周全集第一巻」（宗高書房、昭和三十五年一一一月）、一一一一一頁。
『明治文化史４思想一一一一口語編」（洋々社、昭和三十年一一一月）、
第三十八号［明治８．６刊行］の一頁。
の一頁。
’
○
頁
。
お
よ
び
注
（
田
）
の
五
九
九
頁
を
参
照
。
86）１０５
社会学伝来考
グー、〆￣へ〆■へ〆￣へ〆￣、〆￣、－－、グー、－－、〆￣、＝～グー、￣～グー、〆■へグー、〆￣､
９８９７９６９５９４９３９２９１９０８９８８８７８６８５８４８３８２－－－、－＝、－〆～-－､－〆、－〆、－－、-〆～．＝、－〆～.＝、－－～一、＝＝、－〆、￣、－〆
注（稲）の四四三頁。
注（冊）の二四五頁。
注（開）の四三四頁。
「自由民権論とその当時の社会学」『下出隼吉遺稿』（非売品）（下出民義、昭和七年四月）、二四九頁。
内田魯庵「自由民権の想出」（『新旧時代自由民権特輯」七五頁、または「内田魯庵全集第三巻』（ゆまに書房、昭和五十八年十月）を参照。
『社会学雑誌』＋
注（別）の三七一
注（〃）を参照。
注（別）におな胚
「馬場辰猪全集第一一巻』（岩波書店、昭和六十一一一年一月）、八三～八四頁。
同右。
柳田泉「社会平権論の訳者松島剛」（「明治文化研究繍伽第四巻第一一一号」）、一一一六頁。
同右。
注（剛）の八七～八八頁。
下
出
隼
吉
二
社
会
平
権
論
」
高山林次郎「明治三十年史第一編総論」（『太陽』第四巻十九号臨時増刊所収、明治一一一十一年四月）、六頁。
遠山茂樹「自由民権運動における士族的要素」（板根義久編「自由民権」有精堂、昭和一一十三年七月）、｜頁。
におなじ。
》誌』十八号、
の三七頁。
七○～七一頁。
解題」「明治文化全集第一一巻自由民権篇』所収、（日本評論新社、昭和一一一十年一月）、三六頁。
104（87）
